


































































ＭＦ文庫Ｊ

お前をお兄ちゃんにしてやろうか!?
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prologue　プロローグ



　カーテンの隙すき間まから、春の柔らかい日差しが入りこんでくる。

　四月のとある日曜日。

　今朝の目覚めは……最悪だ。

　俺は一晩、寝返りを打つことができなかった。

　ワイドキングサイズのベッドの上で、大の字になった俺を囲むように、女の子たちが眠っている。

　まず俺の左右の足に、それぞれしがみついて眠る中学生が二人。

　一人は足に抱きついて、俺を抱き枕まくらにしている。長い黒髪が白いシーツの上に、墨汁を垂らしたように無造作に広がっていた。

　もう一人は頭を逆にして、俺の足の裏に顔面をこすりつけていた。手足の長いモデル体型なのに、小動物みたいに縮こまって寝るのは意外だ。

　そいでもって、右腕にはセミロングの女子高生がくっついていた。彼女はなにを思ったのか、俺の右腕を腕ひしぎ逆十字固めで破壊しようとしている。下手に動かせば腕をやられかねない。

　一方、左腕側では、俺に背中を向けながら、ぴったり密着してくるショートヘアの中学生が一人。

　なぜか、俺の左手は彼女の肩越しに、その胸元へとすっぽりおさまっていた。

　控えめながらも柔らかい感触が、手のひらにぴたりと吸い付いている。俺はそっと、彼女の胸元から手を抜いた。

　誓って俺が手を突っ込んだわけではない。

　そして、俺の股こ間かんを枕まくらにしながら、小学六年生の児童がすやすやと安らかな寝息を立てていた。

　そこしかあいてなかったとはいえ……本当にもう、勘弁してください。



　彼女たちは全員、俺の……妹だ。

　けど、今日には全員を妹とは呼べなくなる。

　妹に選ばれるのはたった一人だけ。

　一人に決めなきゃいけない。

　決めるのは誰だれでもない、俺自身だ。

　どうしてこんなことになってしまったのか、俺は目を閉じて思い返した。








April４／７（sun）

１　紫さん。重要な話。遺産関係？



　幼い頃ころから祖父母と三人暮らしだった俺は、小学校に上がる前に何度か「知らないおじさん」に、デパートでおもちゃを買ってもらったり、レストランでお子様ランチをごちそうしてもらったことがあった。

　子供心に「サンタクロースはこの人なんだ」って思ったもんだ。しかも、このサンタさんは季節に関係なく会いに来てくれた。

　小さかった時のことなので、どんなお願いをしたのかまでは忘れてしまったけど、一緒にいて楽しかったってことだけは、今でも覚えていた。

　そんなおじさんが実の父親だと理解したのはつい先日。

　おじさんの──太たい子し堂どう陣じん矢やの葬儀の時だった。太子堂グループといえば、日本でも有数の大手私鉄グループだ。総資産は一兆四千億円あまり。

　そんな大企業の最高経営者が、今年に入って事故で急逝した。

　亡き太子堂陣矢の顧問弁護士にして管財人──東雲しののめ紫むらさきさんと、俺は今、ホテルのラウンジでコーヒーを飲んでいる。

　視線を上げると、ノンフレームのメガネをかけたスレンダーな美人が、眉まゆ一つ動かさずにこちらを見つめていた。

　髪はショートでスーツを着こなし、凛りんとしたたたずまいのある美人だ。すっぴんに近い薄化粧をしていた。年齢は……たぶん二十代だと思う。太たい子し堂どう家の顧問弁護士になるなんて、よっぽど優秀な人なんだろうな。紫むらさきさんは薄紅色の唇を開いた。

「それでは、改めて遺産相続について説明します」

「遺産……ですか」

「最初にお会いした時に申し上げたはずです。人生を何度か遊んで暮らせるほどの遺産があると。もちろん、相続税など諸処の手続きは、私が責任をもっていたします。土ど門もん家のお二人のことも、こちらにお任せください」

「あ、ありがとうございます」

　と、お礼を言うくらいしかできない。自分にそんな権利があったなんて、ついこの間まで知らなかった。法的な手続きも紫さんに任せっきりで、俺は流されっぱなしだ。

　ちなみに土門家の二人というのは、俺のじっちゃんとばあちゃんのことだ。二人は太子堂グループが所有する、ハワイのコンドミニアムで悠々自適の老後を満喫中だった。

「おじさ……父の遺言書は、やっぱり見せてもらえないんですか？　ほんのさわりだけでも。ちらっとでもいいですから」

「故人の遺志を尊重し、管財人の私から、必要な時に、必要に合わせて内容をお伝えすると申し上げましたよね」

「す、すみません。無茶言って」

「いえ、こちらこそ失礼いたしました。未成年の貴方あなたが心配になるのも仕方ありません。こんな時こそ、大人がしっかりすべきなのです……。遺言の内容以外で、何か疑問、質問などはございますか？」

　年齢とスリーサイズと好きな男性のタイプを聞……いたところで、クールな紫さん相手じゃ冷淡にスルーされそうだ。下手なことは言わないでおこう。

「いや……特には。思いつきません」

「そうですか。貴方も彼女たち同様、つい先日までは中学生でしたから、こういった話をされれば反応に困るのは仕方のないことですね」

　俺はこの春から高校生に……って、聞き捨てならないことをさらりと言わなかったか？

「ちょ、ちょっと待ってください！」

「急に声を荒らげて、どうかなさいましたか？」

「今、なんかとんでもないことを言いませんでしたか？」

「こういった話をされれば反応に困るのは仕方のないことですね……と申し上げました」

「そのちょっと前！　前ですってば！」

「遺言の内容以外で、何か疑問、質問などはございますか？」

　そこじゃねーッ！　案外、紫さんって天然なのか？

「俺がつい先日まで中学生だったってくだりですってば」

「この春より、太子堂グループに縁のある私立七しち葉よう学園に入学していただきます」

「進路のことじゃなくて『貴方あなたも彼女たち同様』って言わなかったですか？」

「はい。太たい子し堂どう陣じん矢やには貴方以外にも、娘がいますので」

「聞いてないんですけど……そんな話ぜんぜんまったく聞いてないんですけど!?」

　俺の母かあさんは身体からだが弱くて、俺が幼い頃ころに他界した。妹がいたなんて話はじっちゃんたちから聞いてない。

「主権は陽よう一いちさんにあります。本日はその事について、お話ししたかったのです」

「主権って……」

「陽一さんには妹が五人います」

　コーヒーカップを手にしたまま、俺は金縛りにでもあったみたいに硬直した。その間に、紫むらさきさんがコーヒーを一口飲む。俺は一度、自分のカップを置いて聞き直した。

「ご、五人もですか？」

「はい。太子堂陣矢との間に、子供を授かった女性は六人いました」

「女性が六人って、まさか全員母親が違うんですか？」

「はい。なにか問題でも？」

「問題だらけですってば！」

「事実なのですから、ありのままを受け入れてください。陽一さんは長男になられます。その下に、長女、次女、三女、四女、五女という構成です」

「全員……女なんですか？」

「はい。妹と呼称するには早すぎましたね。正確には妹候補です」

「候補って……」

「遺言により、その中から一人だけ妹を選んでいただきます」

「そんな無茶苦茶な事が遺言書に書かれているわけないでしょう。もっと、そういうものは法律とか……俺にはわからないですけど、きちんとしてるはずです！　きちんと！」

「法律に関する条件はすでにクリアしています。ありとあらゆる手段を使い、必要とあらば実弾をもって関係各所の説得を行いました」

「実弾ってなんですか。すっごく物騒な気がするんですけど」

「現金です」

　聞かなきゃよかった。

「お金を使って説得しなきゃいけないほど、法律に反したことなんですか？」

「ルールとレールは太子堂が引く。故人の言葉を引用いたします。私はその通りに、準備を進めたにすぎません。それにしても、陽一さんのご理解が早くてほっとしました」

「理解はしたけど、まだ承諾はしてないっていうか……」

「妹候補は全員、承諾してくださいました」

　あんまりすぎる遺言の内容に、頭が痛くなってきた。

「太子堂陣矢が生きている限り、妹候補全員が金銭的な援助を受け続けることができたのですが……彼女たちの援助は打ち切られることが決定しています」

「それも、遺言にあるんですか？」

「はい。生きている限りは面倒をみると。ちなみに、妹候補の母親たちは全員、育児を放棄して消息を絶ってしまいました」

　俺にはじっちゃんとばあちゃんがいるけど、妹候補たちには家族がいないってことか。

「妹候補は現在、それぞれ一人暮らしをしています。年間一千万円が支払われており、学費や家賃などの諸経費を差し引いても、月額手取りで四十万円ほどの収入がありました」

　なんてセレブな連中だ。いや、でも……そんな援助が打ち切られて、身よりもないとなると、このままってわけにはいかないよな。

「選考の期限は二週間後。陽よう一いちさんには、その間に一人だけ妹を選んでいただきます」

「なんで一人だけなんですか？」

「遺言にそうあるから……としか、お答えできません。遺産は選ばれた妹と、陽一さんの二人に公平に分配されます。半分といっても、十分すぎる額ですのでご安心ください」

　どれほどの大金なのか、想像もつかない。

「ど、どうやって妹を決めるんですか？」

「ここでは説明できませんが、すぐにわかります。他ほかに質問はありますか？」

「妹候補はみんな、太たい子し堂どう陣じん矢やの子供なんですよね？」

「はい。間違いありません」

「全員を妹にはできないんですか？」

「できません」

　紫むらさきさんはきっぱりと言い切った。

「どうしてですか？」

「遺言ですから」

「いや、でも」

「遺言ですから」

「なら、その遺言を……」

「遺言……ですから」

　紫さんは冷たく鋭い視線で俺をにらみつけた。まるで刃物みたいなまなざしだ。

「妹候補たちは、そんな無茶苦茶なことにまで同意してるんですか？」

「はい。正確には『彼女たちに拒否権はない』という言い方が適切ですね」

　おなかの中に石をつめこまれたように、ぐっと重たい気持ちになった。

「期限までに俺が選べなかったら？」

「その時は、陽一さんも遺産の相続権を失います」

　言いながら紫さんは俺にＵＳＢメモリーのようなものを手渡した。手の中に握り込められるほどの大きさで、モノクロ液晶には７０１という数字が表示されている。

「新居の鍵かぎです。特殊なスマートキーなのでなくさないよう、気をつけてください」

　受け取った鍵に俺が視線を落としていると、紫さんはスッと席を立った。

「以上です。何かありましたらお電話ください。では、健闘を祈ります」

「ちょ、ちょっと紫むらさきさん！」

「まだ、なにか質問があるのですか？」

「妹候補ってどんな人たちなんですか？」

「お会いになればわかります。彼女たちの人生が、陽よう一いちさんの手中にあることだけは、お忘れにならないでください」

　最後にプレッシャーをかけて、紫さんは支払いを済ませるとラウンジから出ていった。



　七階建ての高級マンション──レジデンス太たい子し堂どうは小高い丘の上にそびえていた。

　建物の周りには、これよりも高い建築物がない。

　マンション最上階は特別仕様で、ワンフロアに一つしか部屋がなかった。ドアのプレートには「７０１号室」と書かれている。

　紫さんからもらったスマートキーに反応して、鍵かぎが開いた。

　７０１号室は、６ＬＤＫに収納専用部屋とウォークインクローゼットという、一人で暮らすには贅ぜい沢たくすぎる間取りだ。

　俺はその中の、一番小さな部屋に自分の荷物を運び込む。小さいといっても十畳はあるな。前に住んでいた六畳間の倍の広さに感じて、なんだか無性に寂しくなった。








April４／８（mon）

２　入学式。幼なじみ。一人目の妹。



　私立七しち葉よう学園の入学式を終えた俺は、偶然の再会にただただ驚いた。

　小学三年生の時に、親の仕事の都合で引っ越した幼なじみと、同じクラスだったのだ。

　当時は女の子にしては背が高かった彼女──園その部べ万ま里り子こは、その当時が成長のピークだったみたいで、小柄で愛らしい女の子になっていた。昔はチビだった俺が万里子を見上げてたのに、なんだか妙な気分になる。

　さらに驚いたのは、万里子の入試での成績だ。なんと首席なのだという。七葉学園には特待生制度があって、入試の成績上位十名は学費免除だった。

　俺の名字が変わったことを知って、万里子の方も驚いていた。お互いに知り合いがいて、ほっとした感じだ。万里子は首席ということもあって、クラスメートたちの注目度も高かった。

　けど、その注目は五分ともたなかった。俺が自己紹介で名字を口にした瞬間、全員が目を丸くした。

　ホームルームが終わると、俺はクラスメートたちに囲まれた。いっしょに部活に入ってほしいとか、お友達になりませんかとか。名字が「土ど門もん」だったら、こうはならなかったはずだ。

　だから、逃げるように学校を出た。万ま里り子こともう少し話したかったけど、仕方ない。

　正直なところ、部活にはちょっと興味があった。

　中学の三年間は、なり手がいないということで生徒会に入り、一年生の頃ころから雑用係として生徒会室に入り浸っていた。二年の秋から三年の夏まで生徒会副会長をやったので、実は部活らしい部活をしたことがなかった。

　一応、なにかしらの部には入らなきゃいけなかったので、幽霊読書部員だったけど、ほとんど生徒会が部活代わりだった。

　忙しかったけど、楽しかったし充実もしてた。後輩とのやりとりも多くて、一人っ子の割には年下の扱いもうまくなったと思う。

　ああ、でも……部活か。高校から運動部はちょっと無理だろうな。となると文化系だ。けど……太たい子し堂どうが入った部活は優遇されるとか、いきなり部員が倍増しただとか、そういうことになってしまいそうで怖い。七しち葉よう学園の経営母体は太子堂グループなのだ。

　それに、部活よりも前に俺にはやらなきゃならないことがある。

　放課後に牛ぎゆう丼どん屋で遅めの昼食を済ませてから、俺はレジデンス太子堂に戻った。

　一人暮らし二日目。まだ、帰ってきたという気がしない。

　一階の玄関ホールでエレベーターに乗り、七階で降りる。

　７０１号室の玄関前で俺は首をかしげた。ドアロックが解除されない。

　俺は財布からスマートキーを取り出した。ドアノブあたりにスマートキーを近づけてみても、なにも起こらない。壊れちゃったのか？

　そういえば、この鍵かぎってなにで認証してるんだろう。

「まさかとは思うけど念のため……開けごま！」

　声紋認証じゃないみたいだ。部屋の鍵は無反応だった。

　昨日は普通に使えたのに、もう壊れたのか？

　仕方ない。俺は紫むらさきさんに電話をした。

　けど、電話は通じなかった。電波の届かない場所にいるか、電源が切られている可能性があります。と、メッセージが流れた。念のためメールを送っておこう。

　しかし、いくらなんでも壊れるのが早すぎだ。ハイテク精密機器め……と、スマートキーをじっと見つめていると、俺はようやくある変化に気づいた。

　液晶の文字盤に表示されている部屋番号が……変わっている。

　７０１ではなく１０１になっていた。

「あれ？　これっていったい……」

　このあとすぐにわかったことだけど、紫さんから渡された特殊なスマートキーは、どうやら俺の意思とは関係なく、勝手に「入れる部屋を決めてしまう」ものだったのだ。

　妹選びはもう、とっくに始まっていた。



　一階の玄関ホールから続く、廊下の一番手前側の部屋が１０１号室だった。

　表札は掛かっていない。俺が近づくと、勝手にドアのロックが開いた。

　スマートキーは壊れたんじゃなく、この部屋に俺を呼んでいたのか。

　やっと、どういうことなのか想像がついた。このマンションには妹候補が住んでいるんだろう。こうやって、順番に俺が訪問して面談しろってことなのだろうか？

　ともかく、鍵かぎは開いた。

　とはいえ、一応チャイムは鳴らしておこう。

　ドアチャイムを押してみる。返事はない。もう一回押しても……反応なし。

　俺の訪問日は、事前に妹候補に伝えられていないんだろうか。

　いや、ここまで大仕掛けをしたのに、いないなんてことはないだろう。だとすれば、中で何かトラブルがあったのかもしれない。

　不法侵入するようで気が引けるけど、俺はドアを開いて１０１号室に踏み込んだ。

　そして、絶句する。

　部屋の中は、まるで嵐あらしが過ぎ去った後のように、とっちらかっていたのだ。

　Ｔシャツやら、パンツやらブラやらが床に散乱している。

　キッチンもシンクの中が、洗い物でぐっちゃぐちゃのままだった。ゴミ箱もどこまで詰められるか限界に挑戦したような、怠惰的ながんばりが感じられる。絶妙なバランスで積み上がったゴミは、前衛的なアートのようだった。

　壁際のハンガーにぽつんと、制服がかかっている。七しち葉よう学園のものではないけど凝ったデザインのブレザーで、ビニールがかけられっぱなしだった。校章に「中」の文字が入っているから、中学校の制服か。

　部屋の真ん中では綺き麗れいな長いストレートの黒髪が敷物のように広がっていて……。



　女の子が倒れていた。全裸で。



「お、おい！　大丈夫か！」

　俺が声をかけると、黒いかたまりがぬうっと、ゆっくり起き上がった。

　黒髪は長く背中を覆うほどで、部屋の惨状とは正反対に、毛先まで手入れが行き届いた光沢のある美しい髪だった。

　陶器でできたような青白い顔。ほっそりとした手。まるで人形のような少女が、抑揚のない声で俺に告げる。

「……お兄ちゃんですよね？」

「あ、ああ。それよりも意識はしっかりしてるか!?　どこか痛くないか？」

「……大丈夫です」

　ぼんやりした口ぶりだけど、声はしっかりしていた。俺は心の中で安あん堵どの息を吐く。

「よ、よかった……じゃあ服を着てくれ。向こう向いてるから」

　長い髪が彼女の身体からだを包むように隠しているけど、全裸だ。

　俺は背を向けた。そのまま自己紹介する。

「え、ええと……俺は……太たい子し堂どう陽よう一いちです」

「……田た宮みや世せ霊れ音ね。十二歳、中学一年生」

　俺の背後で、なにやらごそごそと音がした。服を着てるんだろうか？

「そ、そっか。じゃあ、えっと……田宮さん」

「……もっとお兄ちゃんっぽくしてください」

「いやでも、初対面なんだし」

「……わたしだって、誰だれかの妹になるなんておもってませんでした。お互い様です」

　言われてみればその通りだ。田宮さん……世霊音さんも、いきなり現れた「お兄ちゃん」に戸惑ってるんだろうな。

「世霊音さん」

「……さんは、いらないです。服を着たので、こっち向いてください」

　彼女は床にぺたんと座っていた。Ｔシャツとショートパンツ姿だ。白地のＴシャツには「私は無実です。」と、手書き風のフォントでプリントがしてあった。いったい、どこで買ったんだ……それ。

「どうして世霊音は、部屋の中で倒れてたんだい？」

「……お風ふ呂ろで身を清めて、ドライヤーで髪を乾かした後、急にふらっとして、こうなってました」

















「毎回そうなのか？」

「……今日は、お兄ちゃんに会うっておもったら、色々考えてしまって、気づいたらお風ふ呂ろでのぼせてしまいました」

　俺はため息混じりに改めて部屋の中を見回した。お風呂で身を清めたっていうけど、この部屋の惨状はいったいどういうことだ。

　リビングにはモノがちらかりすぎていて、足の踏み場もない。

「部屋の片付けまでは、手が回らなかったのかな？」

「……これが完成形です。どこになにがあるか、目を閉じていてもわかります」

「散らかってるように見えるけど、ちゃんと把握してるってこと？」

「……はい。事実、洋服を探し出して着ることができました」

　俺は自分の眉み間けんのあたりを軽く指でつまんだ。

「いやいやいや、部屋は片付けた方がいいって。いきなりやってきて説教じみたことを言われて、気を悪くするかもしれないけど、これはさすがにひどい」

　世せ霊れ音ねのほっぺたが、ぷくっと膨らんだ。

「……一見ちらかって見えるだけで、機能的です。そこらへんの、片付けられない女と同列には思わないでください」

「ほかの人からみれば、一緒なんじゃないかな？」

　片付けが壊滅的に苦手な世霊音を妹にしたら、きっと苦労するだろう。と思う反面、このまま放っておいていいのかって気もしてきた。

　この様子だと、学校にも行きたくないんだろうな。ビニールをかぶったままの制服が、俺に彼女の現状を教えてくれた。

「入学式はどうしたんだい？」

「……お休みしました。わたしの名前はキラキラネームなので、学校に行くと、きっと、たぶん、おそらくいじめられます」

　引きこもりの対人恐怖症……か。

　俺も入学初日に「太たい子し堂どう」の名字で騒動になったし、世霊音もこれまでに名前で嫌な思いをした事があるのかもしれない。

「小学生の頃ころにいじめられたのか」

「……いつ、いじめられるかもしれないと、怯おびえてました」

　実際に、いじめに遭ったわけじゃないのかよ！

「なら、いじめられたりしないって」

「……それでも、リアルの友達なんて……必要ありません」

　世霊音は真っ黒な瞳ひとみを潤ませながら、積んであったＴシャツの山の下からノートパソコンを取り出し起動させた。

「……お兄ちゃん。インターネットがあれば、外に出なくてもお買い物ができます。食料も届けてもらえます。学校に行かなくてもお友達だっていっぱいいます。本名だって必要ありません。ネットの匿名性がわたしを守ってくれます」

　おのれ情報化社会め。世せ霊れ音ねはエヘンと小さな胸を張りながらブラウザを立ち上げる。

　画面に表示された彼女のつぶやきサイトのフォロワー数は、一万人を超えていた。ちょっとした芸能人クラスだ。というか、この名前──「死んでない空うつ蝉せみ」って、俺もリツイートで見たことがある気がするぞ。

　引きこもりだけど社交性はあると、世霊音は俺にいいたいのかもしれないが……。

「一万人もお友達をつくったのはすごいことだ。けど、それはそれとして、ネット上のコミュニケーションだけじゃなくて、実際に人と会って話すのもいいんじゃないかな？　むしろ、ネットでこれだけできるなら、リアルで話すくらい簡単だって」

　世霊音は首を横に振った。ふるふると、しなやかで艶のある黒髪が舞う。シャンプーのフローラル系の良い匂においがした。いかん。今、ドキッとなりかけたぞ。

「……人と直接話さなくてもいい時代です。それに、インターネットで好きなアニメもみられます」

「そうかもしれないけど……なあ世霊音、このまま一生外に出ないつもりなのか？」

「……現代っ子ですから」

　技術の発展が産んだ怠惰の申し子め。俺もスマホがない生活なんて考えられない……けど、それにしたって世霊音の場合は行き過ぎてる。

「現代っ子だからって、引きこもっていいわけにはならないでしょ。それに……紫むらさきさんから聞いてるよね？」

「……このままだと、わたし……死ぬしかなくなります。お兄ちゃんに選んでもらえなかったら、楽園を追放されます」

　自分がおかれている状況はわかっているらしく、彼女は不安そうに眉まゆを八の字にした。

「なのに、こんな怠惰な姿をみせるわけだ」

「……ありのままを受け入れてほしいです」

「ポジティブな言い方をしても、残念なことにかわりはないぞ」

「……ありのままの自分しか、わたしにはありません」

　世霊音は寂しげにぽつりとつぶやいた。

　そういえば、世霊音は服をきてからずっと床に座ったままだ。

　自立に導いてやらなきゃいけない……のだろうか？　俺が、兄として。

「そうだな。まずは最初のステップとして、立ってみようか？」

　世霊音は少し恥ずかしそうにほおを赤らめると、万歳するように両手を伸ばしてきた。

「えーと、なんですかその仕草は？」

「……立たせてください」

「左様ですか。まったく、しょうがないな」

　俺はその手を取って、世霊音の身体からだをひっぱりあげるようにした。

「んしょっと！」

「……はうああああああああ」

　立ち上がった瞬間、世せ霊れ音ねの膝ひざは笑いだした。黒真珠のような瞳ひとみを潤ませて、生まれたての子鹿みたいにガクガクプルプルだ。立つだけでこの騒ぎとは、先が思いやられる。

　先？　こいつの先ってなんだ？　俺は世霊音を妹にすると、決めてもいないのに。

　世霊音は涙目になりながら、なんとか一歩踏み出そうとした。

「……きゃああ」

　抑揚のない悲鳴をあげて、世霊音が俺に向かって倒れこむ。俺はそれを受け止めた。

　世霊音が俺の胸に顔をうずめる。女の子特有の柔らかい感触が「むにゅ」っと、俺のお腹なかのあたりに密着した。妹（候補）相手に、なに焦ってんだ俺は。

「だ、大丈夫か？」

「……お兄ちゃんの匂においがします」

「兄特有の匂いなんてないと思うけど……」

「……くんかくんかはすはす」

　俺はそっと世霊音の身体からだを引き離した。不満げに、じとっとした視線を向けてから世霊音はつぶやく。

「……お兄ちゃん、そろそろ座ってもいいですか？」

「立ったばっかりだろ。ともかく、今から一緒に片付けをするぞ」

「……どうして？」

「片付けたら……その……い、妹にするのを考えてやらんこともないぞ」

　立場的に上なのを利用するようで嫌だけど、こうでも言わないと世霊音に労働してもらえる自信が俺にはない。

「……はい。がんばります」

　ぼんやりとしたまなざしで、彼女はつぶやいた。承諾してくれて俺も一安心だ。

「そうと決まればさっそく始めよう。ゴミ袋はある？」

「……ここです」

　積まれた雑誌の下から、世霊音はゴミ袋をさっと取り出した。

「よし！　いるものといらんものの整理をして、ゴミはきちんとゴミとして分別して出す。俺も手伝うからがんばろうな」

「……これで、はれて兄妹きようだいのちぎりをかわしますか？」

「かわすか！　けど……少なくとも、やらないよりは俺の評価は絶対にあがるぞ」

　世霊音はコクリと小さく頷うなずいた。子リスみたいでかわいい。もちろん妹的な意味で。

　それから二人で黙々と、部屋の片付けを始めた。二人だと、思っていたよりも早く片付いていく。足の踏み場もなかった部屋に、フローリングの床が現れた。

　そして、積み上がった段ボール箱の下から、丸い円盤状の機械が掘り起こされる。

「……これは……発掘戦艦」

「いやいや、違うだろ」

「……行方不明になっていたのに……帰投できず補給も尽き果て、なんてむごいことに」

「誰だれかさんが部屋をちらかしてるから、むごいことになったんじゃないかな」

「……ちらかしたのを、どうにかするのが発掘戦艦の使命です」

　充電口にたどり着けなかったお掃除ロボットに、同情のため息が出た。

　発掘戦艦に代わって俺がなんとかしてやらないと。続けて俺は衣類の山に手をつけた。

　純白のひらひら、ふわふわとした布だ。ハンカチにしては形が……こ、これは。

「……お兄ちゃん、妹のパンツが気になりますか？」

「う、うわあああ！　ち、違う！　誤解だ！　そういうつもりじゃなくてだな」

「……お兄ちゃんのエッチさん」

　真顔で世せ霊れ音ねはつぶやく。俺はパンツを元の山に戻して頭を抱えた。

「なぁ、世霊音はお兄ちゃんがほしいというより、怠惰な生活を維持したいのか？」

「……なんでそんなことを聞きますか？」

「こんな言い方はしたくないが、太たい子し堂どうのお金が必要なんだろ？」

「……お金があれば、不幸にはなりません」

　下手に嘘うそをついたり隠し立てもせず、世霊音は正直に意見を述べた。嘘がつけないというか、嘘をつくことさえも、おっくうに思ってるのかもしれない。

　俺は肩を落としつつ、雑誌の山をビニールひもでくくっていった。このビニールひもも、世霊音に「あるか？」と聞いたら一発で「……これです」と出してくれたものだ。

　最初から俺に片付けさせるつもりで、用意してたんじゃないかと疑いたくなるレベルの段取りの良さだった。

「雑誌は全部捨てていいんだな」

「……薄い本はとっておきます」

「なんだその薄い本って」

「……乙女の秘密です」

　白いほっぺたがほんのり薄ピンクに色づいた。うん。よく分からないけど、これ以上は聞くまい。雑誌をまとめていると、奇妙な冊子を俺は見つけた。

「世霊音。これも捨てていいやつなのか？」

「……それは……ええと……はい」

　白地に文字フォントだけのシンプルな表紙の本……というか小冊子だ。一般に流通している本じゃない。

　何かのマニュアルみたいだ。そのタイトルは──太子堂陽よう一いちに関するデータ。とある。部外秘という注意書きつきだった。三十ページほどの薄っぺらい冊子だけど、内容は俺に関することがびっしりと書いてあった。

　ばあちゃんの手料理がおいしかったこともあって、俺は和食好きだ。

　じっちゃんの影響で、時代劇をみて育った。

　身長が急に伸びたことも書いてある。この冊子をみれば、俺がどういう人間なのか丸わかりだ。あまりの詳細さに、読んでてこっちが恥ずかしくなる。

「この冊子、いったいどうしたんだ？」

「……紫むらさきさんにもらいました」

「そうか。たぶん、他ほかの妹候補たちも持ってるんだろうな」

「……そうですね」

「というか、いいのか？　この本の存在を俺に教えて」

「……どうしてですか？」

「その、なんていうか……この冊子で俺のことを勉強して、俺に気に入られるために全力でかわいい妹を演じることもできたわけじゃないか」

「……わたしにそんなこと、できるわけありません」

「気を悪くしたなら、ごめん。世せ霊れ音ねを疑ったわけじゃないんだ」

　世霊音はゆったりとした動作で、つつましやかな大きさの胸を張った。

「……わかればけっこうです」

「調子に乗るな……けど、このマニュアルを使えば、もっと俺に妹アピールをできたのに、なんでしなかったんだ？」

「……お金はないと困るけど、お金のためにこびを売ってまで、働きたくないです」

「引きこもりのくせに高貴な感じで言うのはどうかと思います」

「……あうぅ」

　そんな話をしているうちに、時刻は午後六時を回っていた。

　リビングとダイニングキッチンが、最初のカオスっぷりが嘘うそみたいに、すっきり片付いた。世霊音がおなかの辺りをさすりながらつぶやく。

「……働いたらおなかが減りました」

「そうだな。夕飯にするか」

「……今日はわたしがごちそうします」

　そう言うと、彼女はキッチンの奥にあった段ボール箱から、カップ麺めんを取り出した。箱買いしてるみたいで、未開封の箱がピラミッドのように積んである。

「……シーフードとカレー、どっちがいいですか？」

「こんなのばっか食ってるのか？」

　カップ麺は好きだけど、あくまでおやつ感覚であって、こればかりで生きていくのは、しんどそうだ。世霊音は黒い瞳ひとみを輝かせた。

「……シーフードが好きです」

「じゃあカレーで……って……はぁ」

　抑揚のない独特な鼻歌を歌いながら、世霊音はポットからカップ麺にお湯を注いだ。シーフードのカップにお湯が満ちる。

「……お兄ちゃんの分もやってあげますね……あっ……お湯がなくなりました」

「つまり、どうなるのでしょうか？」

「……ええと、お水で薄めればなんとかいけますか？」

「いけるかっ！」

　俺は片付けたばかりのキッチンに急ぐと、ヤカンに少なめの水を入れてコンロにかけた。カップ麺めんを作るのですら、この惨状になる世せ霊れ音ねの将来が心配です。



　なんとかあとから沸かしたお湯でごまかして、できあがったカレー味は、麺がゴリゴリとした食感だった。世霊音が猫のように目を細める。

「……二人で食べると、楽しいですね」

「ん？　あ、ああ」

　そういえば、じっちゃんとばあちゃんと別れてもう何日たつだろう。誰だれかと一緒にご飯を食べるのは、本当に久しぶりな気がする。

「世霊音はずっと、一人なのか？」

「……お母かあさんは、幸せの青い鳥を探しにいって、それっきりです」

「悪い……ごめん」

「……謝らないでください。運命に翻ほん弄ろうされているのは、お兄ちゃんも同じです」

「翻弄か。確かにそうだな」

　俺が苦笑いを浮かべると、世霊音も釣られたようにほほ笑んだ。

　二人でカップ麺を食べ終えて、ようやく一段落ついた気がする。

「世霊音は引きこもりって言うわりに、コミュニケーション能力は十分にあるよな」

「……ありません。対人恐怖症です」

「俺と話してるじゃないか」

「……お兄ちゃんは……特別です。それに今日は……がんばりました」

　がんばってこれくらいか。いや、世霊音は、これでもかなり無理してたのかもしれない。

「偉いな世霊音は。事前情報があったとはいえ初対面のいきなりやってきたお兄ちゃん相手に、よくがんばった」

「……お互いさまです。お兄ちゃんも何も知らないのにお疲れ様です」

「心配してくれるんだな。ありがとう。俺なら大丈夫だよ。世霊音ともこうして話せたんだし、掃除だっていっしょにできたし」

　世霊音が顔を赤らめてうつむきながらつぶやいた。

「……ステキ。かいがいしくお世話を焼いてくれる、掃除好きなメイド風のお兄ちゃん」

「俺をメイドにしないでください。だいたい、俺だけがやったんじゃない。いっしょにがんばったんだ。そうだろ？　こうしてフィギュアも一堂に会したわけだし」

　テーブルの上にアニメの美少女フィギュアがずらっと並んでいた。世霊音が部屋のあちこちに展示していたものを、とりあえず一カ所に集めたのだ。

　メイド服の美少女やゴスロリ系ドレスの女の子が多かった。

　中でも世霊音のお気に入りは、金髪のツインテールに黄色のバトルコスチュームの女の子──パインちゃんなのだとか。

「これだけ集めてるってことは、世せ霊れ音ねはフィギュアが好きなのか？」

「……パンツも作り込んであります。見ますか？　縞しまパンですよ。スカートのプリーツも細かいし、服のしわもきちんと再現してあります」

「み、見ないから！　しかし、ずいぶんと芸が細かいんだな。やっぱり世霊音は服が好きなのか？」

　ビニールをかぶったまま壁にかけられっぱなしの制服も、かなりかわいい。

「……はい」

「学校も制服で選んだんじゃないだろうな？」

「……どうしてご存じですか？」

　驚いたように、世霊音は半分口をあけていた。これはチャンスかもしれない。

　世霊音が妹になるにせよ、ならないにせよ、今のままじゃいけない気がする。

　変わらないと……外に一歩でも踏み出さないと、いけない気がするんだ。

「よし！　今度一緒に服を買いに行こう」

　世霊音は俺をじっとみつめた。子犬みたいにピュアな瞳ひとみで。そしてプルプル震える。

「……服を買いにいく、服がありません」

「なん……だって？」

「……人間も進化の過程で、尻尾しつぽがいらなくなったからなくなったんです。わたしも、外出しなくなったから、お外に着ていく服がなくなったんです」

　震えていたかと思うと、今度はえへんと胸を張ってみせた。

「自慢げに言うことじゃないんじゃないかな。それに服なら制服があるじゃないか」

　俺が制服を指さすと、世霊音は悲しげな顔でうつむいてしまった。

「……あれは……だめです。飾っておく方がいいです」

「せっかくかわいいのに、着ないともったいないぞ」

「……どうしてもだめなんです」

　じっと縮こまるように、世霊音は膝ひざを抱える。小柄な彼女がもっと小さくなった。

「なら……そうだな。パソコンを開いてもらえるか？」

「……なにをするんですか？」

「今からネットショッピングをしよう。いつも見てるサイトとかあるのか？」

「……はい。お気に入りのショップならあります」

「なら、そこで服を買おう」

　世霊音はさっそくサイトを開いて、買い物を始めた。

「……じゃあ、これとこれと、あとこれもかわいいですね。それからこっちのスカートも……選びきれないので、全部カートに入れます」

　小動物チックな外見とはうらはらに、獲物を前にした時の俊敏さは、まるで肉食獣みたいだ。実に手際よく世霊音は買い物をしていった。

「ペースが速すぎるんじゃないか？　まさか適当に選んでないだろうな？」

「……厳選しています。こんなにステキな服が、わたしなんかに似合うかわからないですけど……どれもかわいいお洋服たちです。やっぱりプロのデザイナーさんはすごいです」

　それからしばらく、俺は世せ霊れ音ねの買い物を見守ることにした。世霊音が選ぶ服はどれもデザインが凝っていて、意匠の細かいものが多い。

　いわゆるゴスロリ系ってやつだ。長くて綺き麗れいな黒髪をもっていて、陰のある雰囲気を漂わせる世霊音には、どれもよく似合いそうだと思った。

「……選び終わりました。ぽちっと……あれ？　買えません」

「買えませんって……クレジットカードが限度額超えてるじゃないか」

　決算画面のカードの名義は、紫むらさきさんのものになっていた。法的な問題はお金でなんとかしてしまったんだろう。世霊音は今にも泣き出しそうな顔になった。

「……せっかく選んだのに……世界はわたしに残酷です」

　援助の打ち切りは決まってるけど、それはまだ少しだけ先の事だ。

　というか、四月の二週目なのにカードの利用限度額が来てるなんて……。

「待て待て。世界が残酷なんじゃなくて、無駄遣いした世霊音が悪いんじゃ？　いったいなにを買ったんだ？」

「……無駄にはなりません」

　パソコンを閉じると、世霊音はスッと立ち上がった。そして、奥の部屋を指さす。

「あっちの部屋になにがあるんだ？」

「……わたしのすべてです」

　真剣なまなざしでそう告げると、世霊音は奥の部屋のドアを開いた。俺はつい、目を覆いたくなる。夜八時を過ぎてからの大掃除第二章は正直、勘弁してください。

「……どうぞ」

　世霊音が部屋の明かりをつけた。そこにあったのは……工房だ。

　正面に巨大なミシンが並んで設置されている。いかにも業務用機械という趣で、そこにあるだけで、ものすごい存在感を示していた。

　筒状になった布の束が、色や模様ごとに細かく分類されて並んでいる。

　木製の戸棚を開くと、中にたくさんの小さな引き出しがあった。

　部屋の中はモノであふれているのに、整理整せい頓とんが隅々まで行き届いている。

「なんだ……この部屋」

「……ミシン部屋です。これはお母かあさんのミシンです。ロックミシンもあります。このマンションは防音がとてもしっかりしていて、真夜中に動かしても騒音が漏れません」

「すごいな。プロの道具って感じがする。世霊音は裁縫が得意なのか？」

「……デザインして、パターンを起こして布を切って、ミシンで縫うのは好きです。レースを選んだり、ボタンを選んだり、リボンを選ぶのも好きです。刺しゅうもします。編み物はちょっと、苦手です」

「引き出しの中、みてもいいか？」

　世せ霊れ音ねは小さくうなずいた。

　適当に引き出しを開くと、そこには飾りボタンが入っていた。その隣の引き出しにも、違う種類の飾りボタンが収められている。ボタンはどれもキラキラしていて、まるで宝石箱みたいだった。

「……海外から布とビーズとレースとボタンを買ったら……お金がありませんでした」

「作った服もみせてくれないか？」

　俺が聞くと、突然メールの着信音が鳴った。ミシン台のそばにスマホが置いてある。引きこもりなのに、ノートパソコンだけでなくスマホも使うのか。

「……ちょうど、出荷したものが相手にとどいたみたいです」

　スマホでメールの内容を確認して、世霊音はつぶやいた。

「出荷？　もしかして、作った服を売ってるのか？」

「……売るなんてとんでもない。友達のホープちゃんに、作ってあげました」

「あげましたって……」

「……この服です」

　世霊音はスマホで撮影した服のサンプル写真を俺に見せてくれた。

　たぶん、この世に一着しかないオーダーメイドの服なんだろう。フリフリッとしたレースがふんだんに使われた、かわいい緑色のドレスだった。

　服の値段なんて見当もつかない俺だけど、材料費だけでもけっこうしそうな気がする。

「あげるって……まさか無料じゃないよな？」

「……ちゃんと送料分はもらってます」

「送料だけかよ！」

「……すごく喜んでくれました」

　お礼のメールをスマホの画面に出して、世霊音はドヤ顔で俺に見せつけてきた。

「なになに……今回もこんな値段で本当にいいんですか？　おかげでボクでも買えるんだけど、本当は〇が二つ足りないんじゃないですか？　って、買った方が心配してるし」

　仮に送料が千円だったとして、購入者の評価額はそれに〇が二つつくわけだから、十万円……じゅ、十万円!?

「ちなみに、世霊音さんや。その服を作るのに、おいくらかかったんでしょうか？」

「……材料費だけで二万円くらいです」

「完全に赤字じゃないか。一着作るのにどれくらいの時間をかけてるんだ？」

「……一週間もあれば……でも作ると、部屋にたまっちゃうし。こうして作った服を気に入ってくれる人がいるだけで、幸せです」

　世霊音のつぶやきサイトのフォロワー数が多い理由が、なんとなくわかった気がした。

　お友達価格で服をつくってもらった人の口コミが、広がったんだろう。

　リビングがぐちゃぐちゃだったのも、すべての整せい頓とん能力をこのミシン部屋に集約させたからだ。食費を削ってまで、服の材料にお金をかけているに違いない。

「高い値段をつけても売れるんじゃないか？」

「……わたしの服は趣味でつくった趣味丸出しなものだから……値段をつけるだなんて、プロのデザイナーさんに失礼です」

　趣味丸出し……か。言われてみれば、その通りだ。世せ霊れ音ねが見せてくれた服は、普段着にはできないものだった。

　アニメのキャラクターの服や、舞台衣装に近いかもしれない。どこか、現実感がなくてふわふわしていた。でも、それが独自の魅力を醸し出してると、俺は思う。

「質問があるんだけど、服を作る時ってなにか参考にしてるのかな？『こんな人に着て欲しい』みたいなことを考えたりとか」

「……はい。大好きなアニメに出てくる女の子のことを想像します。オレンジちゃんなら、活発な女の子だからショートな丈がいいかなとか、グレープちゃんは大人の魅力で、胸元を強調したいなって思ったりします」

　もし、外に出て街行くいろんな女の子が着ている服をみたら、世霊音の創作意欲はもっともっと刺激されるんじゃないか？

　アニメのキャラに似合う服だけじゃなくて、普通の女の子が着こなせる服だって、作れるかもしれない。世霊音はまだ、本気を出せていないだけなんだ。

　一歩外に踏み出せば、すごいデザイナーになれるかもしれないんだ。

　せっかくの才能をこの部屋の中に埋もれさせてしまうのは、もったいない気がした。

「今日はもう遅いから……来週、出かけるぞ」

「……無理です。出かけるなんて……鶏は羽ばたいても空に舞い上がれないんですよ」

「なにがなんでも外に連れて行くから、ちゃんと着ていける服を用意しておいてくれ。買えないなら自分で作るんだ。もし作れなかったら、あの制服を着てもらう」

「……どうしても外に行かなきゃいけませんか？」

「どうしてもだ」

「……吐きます。緊張で吐きます」

「なら、胃の中を空っぽにしておくように」

「……胃液をぶちまけます。あぁ、想像しただけで頭痛がしてきました」

「外に出なきゃ学校にだって行けないだろ？　せっかくのかわいい制服がもったいない。世霊音はあれを着て、学校に行きたいと思わないのか？」

「……こんなに嫌がってるのだから、無理に行かせることないじゃないですか？」

　自己弁護ならぬ自己擁護だ。

「学校だって悪いもんじゃないぞ。友達ができれば、その友達の個性に合わせた服を思いつくかもしれないし」

「……それは、そ、そうかもしれません。でも……わたしなんかが……」

　引きこもりの根っこはかなり深いらしい。少し、視点を変えてみるか。

「そうだ。どこか行ってみたい場所ってないか？」

「……な、なくもないです。けど、難易度が高すぎます。山手線に乗らないといけないんです。ぎゅうぎゅうで死にます」

「通勤ラッシュの時間に乗る必要はないだろ。それにしても、山手線とはえらく具体的だな。どこなんだ？」

「……日につ暮ぽ里りです」

「渋しぶ谷やや原はら宿じゆくじゃないのか」

「……日暮里は繊維の問屋街です。生地だけじゃなくて、服の材料がいっぱいあります」

「なるほど。もし世せ霊れ音ねががんばれたら、俺がそこに一緒に行って荷物持ちでもなんでもする。これは妹を決める話とは、一切関係なしだ。俺と世霊音、個人と個人の約束だぞ」

「……ほ、本当ですか。約束ですか？」

「ああ、約束する。だから来週は外に行く準備をしておいてくれ」

「……おなか痛いです。死にます」

　そう言うと、世霊音は小走りでトイレに向かっていった。想像しただけで、緊張でおなかをやられたらしい。

「はぁ……」

　俺のため息といっしょに着信音が鳴った。スマホにメールが届く。紫むらさきさんからだ。

　内容は妹候補との交流についての補足……というか、確認だった。

　今日から二週間、俺は平日（月～金曜日）に、毎日違う妹候補と過ごさなければならないらしい。

　深夜十二時になると、スマートキーの部屋番号が７０１に戻るのだそうだ。つまり、毎日深夜十二時を回るまでは、その妹候補の部屋におじゃまし続けることになる。

　それにしても一人目との面談が終わろうという時に説明のメールをよこすなんて、これも遺言通りなのか？

　そんなことを考えていると、世霊音がトイレから戻ってきた。すっきりした表情だ。

「俺から世霊音にリクエストしてばっかりも悪いから、俺にしてほしいことはないか？」

「……お兄ちゃんと、いっしょにだらだらしたいです」

　俺は残りの時間を、彼女の好きなアニメをいっしょに見て過ごした。

　五人のヒロインが悪の敵と戦う、美少女戦隊モノだ。

　オレンジ、アップル、グレープ、ピーチ、パインの五人──美少女戦隊フルーティアの活躍を描いた、女の子向けのアニメだった。

　俺は世霊音を自立させてあげられるんだろうか。彼女一人なら、引きこもりを時間をかけて少しずつ、直してあげられたかもしれない。

　けど、俺にはあと四人も妹候補がいる。姉妹で美少女戦隊が組める人数だ。

　一人にかけられる時間が限られてる以上、世霊音には、荒療治をしなきゃならないかもしれない。








April４／９（tue）

３　二人目。ゲーマー。勝負バカ。



　部活の勧誘が激しくて、俺は休み時間が来るたびに校内を逃げ回った。一人でいると模型部やらサバゲー部やら、ボードゲーム部といった文化系のコアな連中に取り囲まれる。俺の素性はすっかりバレて、学校中に広まったみたいだ。

　廃部寸前の部活にとって、太たい子し堂どうのネームバリューはよっぽど魅力的なんだろう。

　そんな俺を救ってくれたのは、幼なじみの万ま里り子こだった。昼休みに二人でいるようになった途端、ぴたりと勧誘がやんだ。

　別に万里子とは、彼氏彼女といった関係じゃないんだけど、勧誘する側にはそう見えるらしい。隠れみのにするみたいで悪いと思ったけど、勧誘の嵐あらしがやむまでは、万里子にいっしょにいてもらうことにした。

　ちなみに、万里子は料理に興味があるのだとか。料理研究部に入るのかと聞いたら話が弾んで、いつのまにか「俺に弁当をつくりたい」という流れになっていた。

　俺を「お料理の練習台にしたい」とのことだ。万里子の手料理か……そういう練習台なら大歓迎だ。

　学校での出来事を思い出しつつ、レジデンス太子堂に戻った俺は、６０１号室のドアの前に立っていた。廊下はしんと静まりかえっている。他ほかに住人がいないんじゃないかって、不安になるな。

　ドアチャイムを鳴らしてみる。反応なし。ここまでは想定内だ。

　スマートキーが反応して鍵かぎが解除された。行くしかない。

　ドアを開いた瞬間、俺の耳に轟ごう音おんがなだれ込む。



　ドガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガドッカーン！



　耳を塞ふさいでも音が聞こえてきた。アクション映画でも見ているんだろうか。

　それにしても、なんてでかい音なんだ。俺は部屋の中に入ってドアを閉めた。逃げ場を失った爆発音と銃声が、部屋の中に飽和する。

　これだけの轟音を立ててるのに、ドアを開くまで廊下には音が聞こえなかった。世せ霊れ音ねの言っていた「防音がとてもしっかりしてる」ってのは、どうやら本当みたいだ。

　６０１号室の間取りは世霊音の部屋と同じ２ＬＤＫだった。

　リビングに向かうと、巨大な薄型テレビが壁にかけてあった。

　部屋をぐるりととりかこむように、柱みたいなスピーカーが並んでいる。

　テレビ正面のソファーで、ヘッドセットをつけてシャツ一枚にショートパンツ姿をした女の子が、ゲームのコントローラーを手に画面に見入っていた。上半身を前傾姿勢にして、まるで吸い込まれるように。

「オラオラオラオラ！　芋ってんじゃねーぞ！」

　どうやら戦争ゲームをしているらしい。銃撃戦をする対戦モノだ。

　背後に立つ俺に気づいてないのか、女の子はゲームをプレイし続けた。

　声を掛けづらいな……と、思ったその時。

「あっ！　もう片付くからちょっと待ってて」

　この轟ごう音おんの中、俺が近づいたのに気づいたのか？

「あ、ああ。はい」

「どうやって気づいたか気になるんでしょ？　気配ってやつだよ。考えるんじゃない、感じるんだ……ってね！」

　俺をちらりと見ようともしない。妹候補とおぼしき少女はゲームの仕上げに入った。

「よっし、爆撃機ゴーッ！」

　彼女の指示で戦場が一斉に空爆される。その爆撃で敵が五人、まとめて吹き飛んで試合が終了した。ロビー画面に切り替わると、次々と敵が抜けていき、対戦できる人数がいなくなったため、ロビーが閉じてしまった。

「ったく、これだからガキは……」

　彼女はコントローラーを放り投げると、頭をソファーの背もたれ側にぐいんともたれさせた。首を後ろにそらす形で上目遣い気味に俺を見る。自然と胸を張るような格好になって、胸の膨らみが強調された。谷間に吸い込まれかけた視線を、彼女の顔に向け直す。

「あんたがにーちゃんか？　あたしは日ひ村むら友とも美み。この春から高校一年生。にーちゃんより誕生日が遅いってだけで、本当はあたしがねーちゃんだったかもしれないんだけど……ともかく、よろしくな！」

　サバサバっとした男の子みたいな印象だ。とはいえ、髪の毛はセミロングだし、首筋のラインから鎖骨を通って続く胸元にはばっちり谷間があるし、女の子らしい膨らみはかなりのもの……って、なにをまじまじ再確認してるんだ俺は。

　ともかく、日村友美は目鼻立ちの整った活発そうな美人さんだった。

「俺は太たい子し堂どう陽よう一いちです。よ、よろしく」

　自己紹介を終えてから、俺はもう一度、あらためてぐるりと部屋の中を見わたした。

　世せ霊れ音ねのようなぐちゃぐちゃさはなく、むしろ物は多いが片付いている。

　部屋の隅に、ちょっとおしゃれな傘立て感覚で、ライフル銃がいくつも木製のラックに立てかけてあった。その隣の書棚には、ゲームのパッケージがずらりと並ぶ。

　テレビの下のスペースに設置されたガラス製の戸棚に、ロボットのプラモデルがポーズを決めて、これまた整然と飾られていた。

「どうだにーちゃん！　あたしのコレクションだ！」

「銃はまさか、本物じゃないですよね？」

「敬語なんてやめやめ！　もっとフランクに頼むよ。だいたい、銃なんて本物だったら逮捕されるだろ？」

「そりゃそうだけど。日ひ村むらさんは銃で撃つゲームが好きなのかな？」

「名字じゃなくて名前で呼んでよ」

　友とも美みの方も、俺が他人行儀な態度だと困惑するみたいだった。

　言われた通り、男友達と話すような、砕けた感じを心がけよう。

「友美はゲームが好きなのか？」

「好きっていうかなんていうか……これで食べていきたいかな」

　いけるものなのか？　人間はゲームで生計を立てられるのか!?

「だからプラモは趣味なんだ。本音を言えば二足のわらじでいきたかったんだけどさ。中途半端はよくないし、極める道は一本にしぼろうって思うんだ」

　プラモデルはどれも、綺き麗れいに塗装されていた。

　プロのゲーマーかモデラーか本気で悩んだ結果、ゲーマーを目指す……と、いうことでいいんだろうか。友美は機敏な動作で立ち上がると、振り返った。

「にーちゃんはゲームとプラモ、どっちが好きだ？」

「正直、どっちもあんまり詳しくないな」

「男のくせに情けないなぁ」

　肩をすくめる友美の背後で、テレビのはじっこに、ピコピコとメール受信のアイコンが点滅していた。

「メールが来てるみたいだぞ？」

「いいのいいの。どうせいつもの罵ば詈り雑ぞう言ごんだから」

「罵詈雑言？」

「にーちゃんＦＰＳくらいは知ってるよな」

「銃で撃ち合うゲームだよな」

「うん！　でも、ただ正面から撃ち合うんじゃなくて、相手の動きや人の流れを読み取って、クリアニングを行いつつ敵戦力の背後にもぐりこみ、建物内の安全な場所に立てこもっている芋プレイヤーを倒すゲームだよ！　あと、談合つぶしも楽しいんだ」

　友美がなにを言っているのか、さっぱりわからない。

「いいのか？　メールを放っておいて」

「別に相手だってこっちの返信を望んじゃいないと思うんだけど……そこまで言うなら、特別に見せてあげるね」

　友美は再びテレビの方に向き直ってコントローラーを拾うと、メールの受信画面を開いた。メールには「チーター乙」やら「回線しぼってんじゃねーよクズ」だの「空気読めカス」といった、おそらく悪口らしき言葉が並んでいる。

　チーター？　回線をしぼる？　うむ、わかりません。

　俺にもわかりやすい「死ね」や「殺す」といった脅迫文も送られていた。ゲームといっても、見ず知らずの相手にこんなことを言うのはよくない気がする。

「にーちゃん、きょとんとしてるな？」

「聞き慣れない単語が多くて……たとえばチーターってあの、動物の？」

「それはチーターだろ。チーターだって。発音が違うんだよ。ターの方が上がるの。で、チートをする人のことをチーターっていうんだよ」

「チート？」

「グリッチを利用したり、ツールを使うやつのこと」

「もっとわかるようにお願いします」

「ゲーム内でずるをする悪いやつ！」

「なるほどな。友とも美みはそれをしてるのか？」

「してるわけないじゃん。失敬な」

　ぷくっと、友美はほっぺたを膨らませた。男っぽいと感じたけど、けっこうかわいらしい怒り方だな。

「友美はずるをしてるんじゃないかって疑われるくらい、強いってことか。とはいえ銃で撃ち合うゲームだからって、メールで死ねだのなんだのは、穏やかじゃないな」

　友美は人差し指を立てて左右に振ってみせた。

「チッチッチー！　ゲームだからこそだよにーちゃん。本気でやってるから熱くなるんだ……そっか、にーちゃんゲームしない人なんだ」

　言い終えてから、友美は少しだけ悲しそうな顔になった。

「あ、ああ……しかしひどいメールばっかりだな」

「ま、こういうの見るのもちょっと快感だけどね。負け犬どもの遠ぼえのアンサンブル＆ハーモニーって感じかな」

「無理してないか？」

　彼女は胸を張って笑顔でこたえた。胸が……ゆっさりと縦揺れしたぞ。

「してないしてない！　それにしょーがないじゃん。どうせ来ちゃうんだし、それなら楽しんだ方がいいでしょ？　にしても、談合潰つぶされて逆切れして追ってきたあげく、チームデスマッチでボコられたうえに罵ば詈り雑ぞう言ごんメールなんて……レーティングがあっても、ホントにガキばっか」

　映画やゲームには、過激な描写が含まれているものを未成年に販売しないように区分けがあったっけ。友美はローテーブルの上に置かれていたゲームの空箱を手に取った。それを使って自分の顔をあおぎ出す。

「あたしってば最強じゃん。この戦績なら、みんなあたしを認めずにはいられないでしょ。つうか、なんか暑くなってきたかも。テレビってデカイとちょっとした暖房だよ」

　友美はシャツの首のあたりをぱたぱたさせて、胸元の空気の入れ替えをした。

　ああ、見てはいけないとわかっているのに視線がいってしまう……って、あれ？

　谷間に視線が行きすぎて気づかなかったけど、友美の首にペンダントのようなものがキラリと光った。映画でみたことがある……たしか兵士がもつドッグタグだ。一応、ミリタリーテイストのファッションアイテムになるのか？

　友とも美みは本当に汗ばんでいて、うっすらとシャツの下からピンクのブラが透け始めていた。視線をそらすと、彼女が手にしているゲームの空箱がふと、目に入る。

「ところで、このゲームは十八禁っぽいんだけど？」

　レーティングの表示がＺなことに俺は気づいた。

「もらったの。購入は十八歳以上制限だけど、プレイする分には問題ないし」

　本当かそれ？　いや、しかしもらったってどういうことだ？

「誰だれかからプレゼントされたのか？」

　たとえば年上の彼氏から……だったら、どうしよう。

「全部自分で稼いだ……もとい、商品としてもらったりしたんだ。テレビもＡＶアンプもスピーカーもゲームもプラモもエアガンも。太たい子し堂どうのお金には頼ってないんだぜ」

　友美は再び自慢げに胸を張った。実に見事な縦揺れをする、かなりのおっぱい力です。

　ただ、惜しいことに俺は成長した万ま里り子こと再会してしまったため、友美の戦闘力程度ではゆるがない動じない冷静だ俺は冷静なんだ！　……って、自己暗示をかけるほど動揺してどうするんだ。友美は妹（候補）なんだぞ。しっかりしなくちゃ。

「どした？　にーちゃん？」

　ぐいっと友美が俺の顔をのぞきこんできた。

「わ、わああ！　いや、なんでもないんだ。それより、稼いだっていうのは気になるな」

「えーと、ショップ主催のゲーム大会で優勝したり、ネットの動画サイトのゲーム大会で個人ＭＶＰをもらったり、あとは純粋にゲーム勝負をした結果、相手を負かしたらプレゼントされたり、プロチームと契約してる周辺機器メーカーからＰＣ本体やゲーミングマウスとかヘッドセットとかキーボードとか届いたり……う、嘘うそじゃないぞ！　みんなあたしに一目おいてるんだ」

「そ、そうか。すごいんだな友美は」

　と、俺が感想を述べた瞬間、友美の表情がトロンとした。溶けたチーズみたいに。

「も、もっとほめて。にーちゃんにほめられるなんて、し、あ、わ、せ」

「おいおい、大丈夫か？」

「ほめてほめて！　にーちゃん！」

「あ、ああ。すごいな友美は」

「あはぁ♪」

　顔を真っ赤にさせて、友美はほっぺたを両手で支えるように押さえながら、くねくねと身もだえ始めた。マタタビをあげた猫みたいに、くねくねくったりし始める。

「よし！　にーちゃんのほめ具合が気に入った！　にーちゃん勝負だ！」

　ゆらゆらしていたかたと思えば、今度はびしっと俺を指さしてきた。

「勝負？」

「うんうん！　もし、にーちゃんがあたしに勝ったらなんでも言うことをきいてやるよ。そのかわり、あたしが勝ったらにーちゃんは……あたしを妹にすること！」

「ゲームで勝負したら俺に勝ち目はなさそうだな。そういう不平等な勝負はできない」

「じゃあじゃあ、にーちゃんの得意なことでいいよ」

「そもそも、人と争うのは苦手なんだ」

「競い合いお互いを磨く切せつ磋さ琢たく磨まな関係を築き上げていこうよ。もっと熱くなろうって」

　炎の精霊でも呼び出してしまいそうな、熱い口ぶりに一瞬、俺はうなずきかけた。

「ポジティブな言い方で俺を乗せてカモろうとしないでください」

「か、カモるだなんてひどい。正々堂々、にーちゃんをゲットしようってだけなのに」

「どこが正々堂々なんだか」

「じゃあメリットをアピールしよう。今、あたしを妹にすると、もれなくネットゲームで俺ＴＵＥＥＥ体験ができるんだぜ？　お得でしょ？　にーちゃんが死んだら、その命の倍の敵を刈り取ってやんよ」

　ゲーム内のことだと思うけど、勝手に俺を殺さないでください。

「それじゃあ俺が友とも美みにおんぶに抱っこじゃないか。そもそも、まだ会ってない妹候補が三人もいるんだから、即決はできないんだ」

「他ほかの妹候補には絶対に負けないよ！」

　引きこもりじゃないだけ、世せ霊れ音ねよりはまともかもしれないけど、他の妹候補たちに負けないと言い切れる自信はいったいどこから来るのやら。

「黙ってないで今決めよう。即決しよう。なっ！　にーちゃん。経営者には迅速な判断力が求められるんだぜ」

「……やっぱり太たい子し堂どうの遺産が目当てなんだよな」

　俺自身もされたくない質問だ。けど、他に彼女が俺に好意的な理由が思いつかない。

「目当てとは失礼な。そもそも、あたしは独りで生きていく分にはなんとかなるし……プロゲーマーになるんだし」

　さっきもメーカーと契約しているプロがどうとか、友美は言っていた。

　プロゲーマー。ゲームをプレイしてお金をもらえる仕事って、ある意味すごいな。

「今、そんな職業があるのかって思ったでしょ？　スカウトだって来てるんだからね」

「わ、わかったわかった。疑ってごめん」

「美少女プロゲーマーとして世界にこの名をとどろかせるんだ。あ！　美少女ゲームのプロじゃないから！　あたしはそっち方面はまるっきりダメなんだよ。シミュレーションとか育成とか、まどろっこしくて。データとにらめっこなんてつまんないし！」

　恥ずかしそうに友美は照れ笑いをした。年齢より幼い感じの愛らしい顔だ。

「ともかくプロになる準備はできてるんだけどさ、なんか……寂しいじゃん」

「寂しい……って？」

「自分を認めてくれる人に、そばにいてほしいんだ。その点、にーちゃんはぴったりなんだよね。ほめ方もういういしくて、おしつけがましくないけど、きちんと『がんばったね』って言ってくれる。リスペクトを感じるし、なんたって太子堂グループの次期ボスなんだし。そんな人に認めてもらったら、誰だれだってあたしに注目せざるをえないし」

「そういうものかなぁ」

　さっきから話を聞いていると、友とも美みは「一目おかれたい」とか「注目されたい」と思ってるみたいだ。ゲームでの脅迫まがいなメールも、友美にしてみれば、相手が自分を意識しているという表れってことになるのかもしれない。

「そうだ！　にーちゃんなんか飲む？　冷蔵庫にペットボトルがあるから適当に選んでよ。ついでにコーラをお願い！」

「へいへい」

　両手を合わせて拝まれた。俺はしぶしぶキッチンに向かう。自炊してる雰囲気はない。

「いつもご飯はどうしてるんだ？」

「外食かお弁当か出前だけど、今夜はにーちゃんが来るからちゃんと作ったんだぜ」

　みれば、コンロの上に金だらいのような金色の鍋なべが置いてあった。

　食べられるものならいいんだけど……少し心配。

「ま、お楽しみってことにして、にーちゃんコーラはやくぅ！」

　甘えた猫なで声を出す友美。一応、こいつも十五歳なんだよな。同じ年齢の妹……か。

「時に、友美の誕生日はいつなんだ？」

「八月三日だよ？　なになに？　にーちゃん祝ってくれるのか？」

　母かあさんをはらませた太たい子し堂どう陣じん矢やは、三ヶ月後に友美の母親まではらませたのか。その時はまだ、俺の母さんは存命中だ。あの男、死ねばいいのに。いや、実際死んでるけど。

　友美に偉そうには言えないな。死ねだなんて物騒な言葉を心の中で口走ってしまった。それに、友美の母親を恨むのもお門違いだ。

「じゃあ友美は獅し子し座になるのか。勇ましくてぴったりだな」

「おう！　百獣の王だよ！　にーちゃんは何座かな？」

「五月十日生まれの牡お牛うし座だ」

「じゃあステーキにして食ってやる！」

「牡お羊ひつじ座だったらどうするんだ」

「ラムチョップ！」

「蟹かに座は？」

「浜ゆで！」

「双子座は？」

「ライオンは人間だって食うぞ！」

　はて、友美は俺のプロフィールを読んでないのか？　紫むらさきさんは妹候補みんなに、俺に関するデータをまとめた小冊子を配ったはずだ。

「てっきり、俺のことをなんでも知ってるのかと思ったんだけどな」

　冷蔵庫から五百ミリリットルのペットボトルを二本取り出して、リビングに戻った。

「な、なに言ってんだよ。そんな便利な資料あったらほしいよ。見たこともないし！」

　コーラのペットボトルを受け取りながら、友とも美みは声を震わせる。おもいっきり動揺してるじゃないか。友美の視線が木製のガンラックの方にむいた。ラックのそばの壁際にムック本が何冊か重ねてある。その真ん中に白い無地の背表紙を俺は見つけた。

　エッチな本を買う時に、他ほかの本でサンドする技術を連想させる小物感だ。

「ところで、突然の質問で悪いんだけど、あの本の山は？」

「え、エアガンの雑誌とかゲームの攻略本とかだよ。もう飽きちゃったから、そろそろ処分しないと。こんなとこに置いてあると邪魔だよね。ちゃちゃっと片付けるから！」

　声をひっくり返しつつ、機敏な動作で友美は本の束を奥の部屋に運んでいった。わかりやすい子だなぁ。戻ってくるなり、彼女はにんまりした笑顔で俺に聞いた。

「なあ、にーちゃん。そろそろおなか空かないか？」

　キッチンにあった鍋なべはいろんな意味で気になるところだ。

「そうだな。俺に夕飯をごちそうしてくれるんだろ？」

「もちろん！　熱々おでん勝負だ！」

　なんで普通におでんと言えないんだこいつは。

　俺がツッコミを入れる前に、友美は軽い足取りでキッチンに向かっていった。



　カセットコンロまで用意して、ぐつぐつと煮えたぎるおでんがテーブルに用意された。

「火が強すぎないか？」

「熱々おでん勝負なんだから、これくらい煮えたぎってないとね」

　鍋の中では、はんぺん、がんもどきに厚揚げ、さつま揚げに卵や大根にちくわ、結び白滝と餅もち巾きん着ちやくに昆布などなど、様々な具材が煮えていた。

「と、とりあえず食うか。取り皿はないのかな？」

「そんなん、あったら冷ませるじゃん。あっつあつの方がおいしいって！　にーちゃんなに食べたい？」

「もしかして、お互いに食べさせ合うとか言わないですよね？」

「兄妹きようだいならそれくらいの愛情表現、当然じゃん！　美しき兄妹愛と、熱々の煮汁をたっぷり具材に含ませて、おみまいしあうんだよ」

　ああ、だから熱々おでん「勝負」なのか。一方的に俺がやられるばかりじゃなくて、俺からも煮えたぎるおでんだねを、こいつの口にぶち込むことができるというわけだ。

「先攻後攻はじゃんけんできめないか？」

「いいよ。出さなきゃ負けだよじゃんけんぽん！」

　不意打ちでパーを出す友美。俺は慌ててチョキを出した。

「タイミング的にあとだしなのでにーちゃんの負け。はい、あたしの先攻ね」

「ず、ずるいぞ！」

「奇襲は立派な作戦だよ。そうだなぁ……にーちゃん、ちくわぶがいいんじゃない？」

「うどんのなりそこないか」

「あ！　ちくわぶを愚ぐ弄ろうするとは許せないな。外側の出だ汁しが染みた感じと、中の染みてないところとで二度おいしいのに。はい、あーんして」

　箸はしでつまんだちくわぶを、俺の眼前にもってくる。湯気の出方がガチだ。けど、観念して俺は口をあけた。容赦なく躊ちゆう躇ちよなく、ちくわぶがねじ込まれる。

「ふごおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「おいしい？　にーちゃんおいしい!?」

　兄の威厳を守るためにも、はき出すわけにはいかない。が、熱い。テレビ番組で「特別な訓練を受けていますので、絶対にまねしないでください」とテロップが出る勢いだ。

　噛かむほどに味気ない練り小麦粉の塊は、なぜ、おでん界のスーパースターにして貴族たるちくわ様と名前が似ているんだろうか？　影武者にもならん！　俺はその存在を呪のろった。

　口の中のちくわぶを無理やりコーラで腹の中に押し込む。

「ハァ……ハァ……よし友とも美み。口開けろ」

「にーちゃん目が怖いよぉ。妹なんだからいたわってよぉ」

「いいから……くらえッ！」

　俺は鍋なべの中からがんもどきをすくい上げると、友美の口の中に放り込んだ。煮えたぎるスープをたっぷりと吸った爆弾だ。

「はふ……はふ……は……はぁあああああああああああああああああああああああ！」

　涙目になり、口にがんもどきが入ったまま、友美は鍋から餅もち巾きん着ちやくを箸でピックアップすると、俺の口にたたき込んできた。

「んほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　袋の中から熱くて白いどろりとしたものがあふれ出る。やばい……このままじゃ……やられる！　俺は鍋から卵を取り出した。と、同時に友美も同じ事を考えついたらしい。

　さすが兄妹きようだいだ。思考が似通っていた。お互いに卵を放つ。ボクサーのクロスカウンターの応酬のように、双方の口に出汁の染みこんだ卵がぶちこまれた。

「んぎょおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「むほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　なにやってんだ、俺たちは。



　不毛すぎる戦いということで、休戦協定が結ばれた。それからは普通に、取り皿を出しておでんを二人で食べた。味はなんとも安定していておいしかったけど、手作りなのかと聞くと「おでんの素で作ったんだ」と、友美は白状した。大根の皮をむいて輪切りにしたくらいしか、料理らしいことはしてないらしい。

「暑あっついねにーちゃん」

「まあ、冬の食べ物って感じだからな」

　鍋を二人で空にした。友美はすっかり胸元から汗だくだ。肌に吸い付いたシャツが気になってしまう。気持ちよさそうに目を細めていた彼女が、立ち上がった。

「そうだ！　エアコンつけよ！」

　友とも美みはリビングに行くと、テーブルの上にあったリモコンを操作した。

「こんな時期にエアコンを使うのか？」

「あたし、代謝がいいみたいで暑がりなんだよね。あと、ゲーム機とかＡＶアンプとか、パソコンとかプラズマディスプレイって熱を出すからさ」

　なんともエコじゃないな。動き出したエアコンからの冷気が部屋の中に吹き込む。

「はぁー。いい汗かいたし、気持ちいい！」

　エアコンの送風口の前に立って、友美は背伸びをした。

「設定温度は何度にしてるんだ？」

「十六度だよ？　っていうか下げられる限界？」

「さ、寒いんだけど」

　おでんで火照った体が、急速冷却されていく。

「にーちゃん鍛え方が足りないなぁ」

「止めてくれないか？」

「ちぇー。しゃーない……あれ？　あれれ？」

　友美がリモコンのボタンを何度押しても、エアコンは無反応だ。

「リモコンがきかないよにーちゃん」

「わざとやってないだろうな」

「ホントホント！　ほら！」

　受け取って確認する。リモコンに電池切れした様子はない。

「本体のリモコン受光部が壊れたのかも。これは俺じゃ直せないな」

　こういったトラブルで困った時は、素直に紫むらさきさんを頼ろう。スマホでメールを送るとすぐに返信があった。なんと、今から修理業者を派遣してくれるらしい。

「一時間以内に修理の人が来てくれるってよ」

　まあ、それまでつけっぱなしというのもアレなので、エアコン本体の電源ボタンを直接押して止めないとな。

「脚立か椅い子すはないか？」

「なにすんだよにーちゃん？」

「修理の人が来るまで、つけっぱなしにもしておけないだろ」

「にーちゃん！　極寒の地勝負だ！」

「はぁ？」

「今から修理の人が来るまで、この寒さを耐えた方の勝ち！」

　友美は奥の部屋に引っ込んだかと思うと、毛布を持ってきた。どうやら寝室っぽいな。

「むしろ、寝室に避難したらいいんじゃないかな？」

「乙女の寝室に、なんとしてでも入りこもうとするにーちゃんって、変態の鑑かがみだな」

「そこまで入りたいアピールしてないから！」

「はいはい。それじゃにーちゃん座って」

　俺をソファーに座らせて、その隣に友とも美みも座ると二人で毛布にくるまった。

　毛布から、ほんのりと柑かん橘きつ系の爽さわやかな匂においがした。

「いいかにーちゃん。冬山をなめるなよ。寝たら死ぬんだからな」

　俺の腕をとって友美は抱きついてきた。二の腕に押しつけられた胸の感触に、俺の背筋がビクンとなる。驚くほど柔らかくて……冷たい。

　汗が気化して熱を奪ったのか、彼女の体は氷のようだった。

「おいおい、お前、無茶苦茶冷たくなってるぞ」

「だからこうして、身を寄せ合うんだぞにーちゃん」

「外に出るとか、窓を開けるとか、そもそもこんな勝負は中止してエアコンの電源を切るとか、方法はいくらでもあるだろ」

「エアコンに尻尾しつぽを巻いて逃げるなんて、人類として恥ずべき行為だよ」

　宣言しながら友美はチワワのようにぷるぷるし始めた。

「寒いよ、寒いよにーちゃん」

「ハァ……もう好きにしやがれ……冷たっ！」

　友美が「んじゃあ遠慮なく！」と、更に抱きついてきたのにも驚いたけど、その首にかかったドッグタグが俺の首筋にぴたりとくっついて、俺は再び背筋をびくんとさせた。

「どしたのにーちゃん？」

「抱きつくな。胸を押しつけるな」

「いーじゃん兄妹きようだいなんだしスキンシップってやつだよ」

「兄妹だからって密着はしないだろ。あと、ドッグタグが冷たいんだけど」

「あっ……ごめん」

　普通に謝ると、友美はドッグタグのついたチェーンをつまみあげた。タグを俺の眼前にぶら下げるようにして見せる。

「これ、本物なのか？」

「そうだよ。あたしのかーちゃん……外国の傭よう兵へい部隊に所属してたんだけど、六年前、作戦中にＭＩＡになっちゃって」

「傭兵部隊って……あの、ＭＩＡっていうのは？」

「戦闘での行方不明者って意味。これだけが残ってたんだ」

　お母かあさんが傭兵で、死んだかどうかもわからないのか。

「でも、かーちゃんあたしなんかよりも、ぜんぜんたくましいし、超強いからきっと無事だと思うんだよね。だから大人になったら、かーちゃんを探すんだ」

　六年間音おと沙さ汰たがなくても、生きてるって信じてる。なんて声をかけていいのか……わからない。俺はそっと、毛布の下で友美の手を握った。

「あっ……にーちゃん」

　友美が顔をうつむかせて、ほっぺたを赤らめる。

　しょんぼりした顔よりも、元気な友とも美みには笑顔でいてほしいと、俺は思った。

「今度は俺から勝負を申し込む」

「勝負？　にーちゃんがあたしに？」

「ああ。手をつないだまま……くすぐり勝負だ！」

　俺は友美に奇襲を仕掛けた。脇わき腹ばらをこちょこちょすると、友美は足をばたつかせて毛布を蹴け飛とばした。

「ひいい！　なんでにーちゃんあたしの弱点を知ってんだ！　そこ！　だめ！　だめ！」

　脇腹をくすぐられて耐えきれる人間の方が少ないだろうし、なにより俺にとっても弱点だ。反撃がこないのを好いいことに、俺は修理の人が来るまで友美の脇腹をくすぐり続け、友美は涙目どころか、半泣きになっていた。なんだかわからんが、勝った気がした。



　二人でエアコンの修理を見学しているうちに、時間が過ぎていった。

　それから友美がシャワーを浴びると言い出した。

「にーちゃんもいっしょにどう？」

「遠慮しておく」

　深夜十二時を回って、友美に玄関まで見送られると、俺は自分の部屋に戻った。風ふ呂ろに入る余力もなく、ベッドに倒れ込む。シャワーは朝にしよう。

　妹候補はあと三人もいる。連日この調子だと……ちょっとだけど、気が重いな。
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４　三人目。うまい飯。優等生？



　今日は昼休みに万ま里り子こと一緒に学食を利用した。七しち葉よう学園の学食は、まるでおしゃれなカフェって感じでメニューも洋食中心だった。

　ばあちゃんの作ってくれた和食がなつかしい……なんて話をしたら、万里子が和食のお弁当にチャレンジすると言い出した。俺に気を遣ってそこまでしてくれなくてもいいのに。でも、ありがたいな。持つべきものは幼なじみだ。



　午後四時。俺はレジデンス太たい子し堂どうの５０１号室の前に立っていた。

　軽く深呼吸をしてからドアチャイムを鳴らす。

　もう、なにが出てきても怖くない。世せ霊れ音ねと友とも美みは奇人変人度でいえば、きっとおそらくたぶん、いやもう絶対に、五人の妹候補の中でもツートップなはずだ。

　これ以上、変な妹なんているわけがない。返事を待ちつつも、反応が無ければ今回も踏み込むしかないか……と、思った瞬間、５０１号室のドアが開いた。

「いらっしゃいませ。お兄様」

　玄関まで、その妹候補は迎えに出てきてくれた。

　ショートカットの女の子だ。服装も地味目で、普通に女の子らしい格好をしている。

　知的で理性的な第一印象だけど、紫むらさきさんほどクールな感じはしなかった。

「は、入ってもいいですか？」

「もちろんです。お待ちしてました。どうぞ、お上がりください。それに、妹に敬語なんてよそよそしいですよお兄様」

　妹が敬語なのはよそよそしくないのか？　……ハッ!?　しまった。前の二人の影響で「まともすぎること」を疑ってるぞ俺。丁寧で礼儀正しくてすばらしいじゃないか。

　玄関からリビングに通された俺に、いきなり甲高い声が呼びかけてきた。

『こんにちは！　こんにちは！』

　ぎょっとして視線を向けると、部屋の奥にあった大きな鳥かごが目に入った。かごの中の九官鳥が、俺にくちばしを向けている。

「こ、こんにちは」

『…………』

　俺が挨あい拶さつを返すと、九官鳥はそっぽを向いて目を閉じた。無視されたようで、ちょっと寂しい。妹候補は困ったように笑う。少しだけ、申し訳なさそうにしていた。

　彼女の部屋は綺き麗れいに片付いていた。

　フローリングの床に青いカーペットがしいてある。ちゃぶ台のような背の低いテーブルを挟んで、座布団が二つ置かれていた。部屋の角に液晶テレビを載せたテレビ台があった。ケーブルテレビのコンソールボックスが台の棚に収まっている。

　彼女は向き直るとお辞儀をした。髪がさらりとなびいてミントの爽さわやかな香りがした。

「三み島しま小さ百ゆ合りと申します。中学二年生です。よろしくお願いいたします」

「太たい子し堂どう陽よう一いちです。こちらこそよろしく」

　つい、こっちまで丁寧な口ぶりになる。よそよそしいかもしれないけど、今までがおかしかったんだ。小百合は柔和な笑みを浮かべて、座布団を勧めてくれた。

「上座にどうぞ。お兄様」

「きょ、恐縮です」

　俺を座らせて、彼女はキッチンに向かうとヤカンでお湯を沸かし始める。

「緑茶でよろしいですか？」

「ああ、ありがとう」

　しばらくして、急きゆう須すと湯飲みをお盆に載せて小百合が戻ってきた。お茶を湯飲みに注ぐ。急須を持つ手つき一つとっても、指先にまで神経がピンッと入っている感じがした。

　清せい楚そな内面の美しさが、あふれ出てるみたいだ。

「粗茶ですが、どうぞ」

「いたみいります」

「お兄様ったら、もう少しリラックスなさってください」

　どこか大人びた余裕さえ感じさせる小百合の笑みに、俺は少しだけほっとした。

「いやぁ、どうも緊張しちゃって」

「もう他ほかの妹候補の方々とも、お会いになったのでしょう。なら、慣れていてもいいころではありませんか？」

　俺が緊張するのは、小百合がしっかりしすぎているから……とは、言いづらいな。

「そういう小百合も、なんだかよそよそしくないか？」

「私にはこれが普通なもので……」

　小百合は伏し目がちになった。はじらうような仕草もまた、しおらしい。

　ぐいぐい押しつけてくる感じがなくて、なんて奥ゆかしいんだ。

「い、いや、小百合を責めてるんじゃないんだ！　ごめん。悪かった」

「私の方こそ、お兄様にお気遣いをさせてすみません。優しいのですね……お兄様は」

　上目遣い気味に俺を見つめて、小百合はかすかに瞳ひとみを潤ませた。見ていると吸い込まれてしまうんじゃないかと錯覚するくらいの、澄んだ綺き麗れいな瞳だった。

「優しいなんて……べ、別にそんなんじゃ……お茶、いただきます」

　お茶を口に含む。粗茶なんてとんでもない。ほんのりと甘みを感じさせる、上品なお茶だ。ばあちゃんの淹いれてくれたお茶を、なんとなく思い出した。

「うっ……美う味まいお茶だな！」

「ありがとうございます」

「…………」

　湯飲みを手に固まってしまった。

　うーん、会話の種が見つからない。相手に欠点がないと、ここまでなにも言うことがなくなるのか。……そうだ！　こっちから、小さ百ゆ合りのことを聞いてみよう。

「小百合も一人暮らしなんだよな」

「はい」

「お母かあさんはどうしてるんだ？」

「連絡がとれないまま、もう四年になります」

　いきなり質問を間違えた気がした。けど、小百合は気を悪くしたような素振りを見せない。実に落ち着いた表情だ。

「たしか、このマンションができたのは今年に入ってからだっけか」

「私が引っ越してきたのは二月です。それまでは市内の別のマンションで生活をしていました。太たい子し堂どう家には、大変お世話になっております」

　静かにお辞儀をする小百合に、俺は複雑な気持ちになった。

「俺はなにもしてないから、頭を下げられると困るんだけど」

「そうおっしゃらないでください。お兄様は太子堂を継ぐ方なのですから」

　一歩間違えれば皮肉に聞こえそうなのに、そう感じさせない小百合の物腰のしなやかさに、驚かされた。

　言いづらいことだけど、前の二人にも聞いたんだし、ここはきちんと確認しよう。

「小百合が妹になりたい理由を、教えてくれないか？」

「妹になりたいとは思いません。そうしてくださいと、お願いしてなるものではないと考えてます。私はお兄様の選択を尊重いたします。そのためにも、独りで生きていけるよう準備をしております」

「準備って……いったい」

　しっかり貯金してたってことだろうか。

「七しち葉よう学園に十位以内で合格し、奨学金をもらいながら付属大学でいずれは経済を学びたいと思っています。これまで援助していただいたお金は大事にとってありますから、お兄様にはいっさい、ご迷惑をおかけしません」

　まっすぐな視線と落ち着いた口ぶりで彼女は告げた。なんてできた妹（候補）さんだ。

「すごいな。奨学生を狙ねらうなんて」

「全国模試の成績から、今のペースで学力を伸ばしていけば十分に手が届きます」

　小百合は本当に独りで生きていけそうな雰囲気だった。俺が心配する余地なんて残されてないんじゃないか？　彼女は続けた。

「私はこれ以上、お兄様や太子堂に頼りたくないんです」

　父親の敷いたレールの上を進行中の俺には、大変耳が痛いお言葉です。

「立派だな。小百合は」

「とんでもありません。お兄様の背負った重責に比べたら……私なんて、ただ自分のことをしているだけでよいのですから」

　返す言葉もございません。俺を気遣いつつ、俺の負担にならないよう自立心をみせる小さ百ゆ合りのけなげさに、応こたえてあげなきゃいけない気がしてくる。

「もう少し……あ、甘えてもいいんじゃないか？　俺で良ければだけど」

「それはできません。私は妹候補であって、まだ……お兄様の家族ではないのですから」

　小百合はほんのりほおを赤らめた。瞬間、九官鳥が目を開くと、背伸びをするように翼を広げた。

『お兄様ができるかも！　家族ができるかも！　うれしい！　うれしい！』

「あっ！　キューちゃんだめです！　いけません！」

　九官鳥の甲高い声に、小百合はあたふたした。

『お兄様ができたらうれしいな！　うれしいな！』

「も、もう！　キューちゃん静かにしてください。お兄様。これはなんでもないんです。誤解ですから」

　たしか、九官鳥って人間の言葉をそっくりそのまま、まねするんだよな。もしかして、小百合は九官鳥に語りかけてたのか？　まるで彼女の心の声を聞いている気分だ。

「キューちゃんはテレビのドラマのせりふを、覚えちゃうんです」

『この紋所が目に入らぬか！』

　おっ！　このせりふは……。

「キューちゃん。そう、そういう感じのです」

『この、お兄様が目に入らぬか！』

　ご老公と混ざったな。それにしても芸達者な九官鳥だ。

「九官鳥って本当に人間のまねができるんだな」

「は、はい。キューちゃんはもともと母の九官鳥でしたが、母が姿を消してからは、私がずっと……その、わ、私の家族です」

　恥ずかしそうに小百合はほおを赤らめ、キューちゃんが首をかしげながらさえずった。

『家族ができるかも。キューちゃんもうれしいですか？』

　一層ばつが悪そうに、小百合はうつむきながら白状した。

「すみません。お兄様がいたことがうれしくて……キューちゃんにお話を聞いてもらっているうちに、覚えてしまったみたいです」

「謝ることなんてないさ。俺も小百合に会えてうれしいよ」

「ありがとうございます」

　小百合が瞳ひとみを潤ませ伏し目がちになると、キューちゃんが鳴いた。

『これにて一件落着！』

　キューちゃんに、時代劇のせりふを的確に使い分ける知能があるなら、びっくりだ。

　祈るように手を組んで、もじもじ、おずおずしながら小百合がつぶやいた。

「お、お兄様。少し早いですが、御夕飯の支度を手伝っていただけますか？」

「手伝う？　俺にできるかな。正直、料理は食べるのが専門なんだ」

「大丈夫です。こちらへ……」

　そう言うと、小さ百ゆ合りは俺をベランダに連れ出した。

　マンションのベランダと侮るなかれ。ちょっとした庭くらいの広さがあった。そこには植物満載のプランターがずらりと並んでいる。いわゆる家庭菜園ってやつだ。

「ちょうど小松菜が食べ頃ごろです」

　やり方を小百合に教えてもらって、俺は小松菜を収穫した。土いじりが趣味なんて正直、意外だ。愛らしくいじらしく、しっかりしていて芯しんも強くて意外性まである。

　そして、俺を立てつつ慕ってくれる。少し口調が堅苦しいところはあるけど、初対面なんだし緊張するのは当然だ。

　まじめで勉強もできて、それでも九官鳥のキューちゃんに本心を語ってしまって、俺にうっかり聞かれてしまうなんていう、おちゃめなすきまでみせてくれた。

　完かん璧ぺきだ。完璧すぎて……なんだか心がざわついた。



　夕飯の調理は小百合がすべてしてくれた。

　コトコトとお湯の沸く音や、焼き魚の匂においに懐かしさを感じる。エプロン姿の小百合の背中は、記憶もほとんど残っていない俺に母親を感じさせた。

「何か手伝うことはないか？」

「くつろいでいらしてください。お兄様がいらっしゃる前に、準備しておきましたから」

　炊飯器から白い湯気があふれて、なんともいい匂いだ。

　それから十分ほどで夕飯はできあがった。メニューは豆腐とわかめのおみそ汁に、塩しお鮭じやけの焼き魚と、事前に作って用意していたという肉じゃが。そして、さっき俺が収穫させてもらった小松菜のおひたしだった。

　俺の好みに対して直球ど真ん中すぎるメニューです。ああ、普通の和食のご飯だ。ありがたや。ありがたや。

「またしてもすごいな。小百合には感心させられてばっかりだ。和食はよく作るのか？」

「は、はい。温かいうちにお召し上がりください」

「それじゃあ、いただきます」

　さっそく、俺は好物の肉じゃがに箸はしを伸ばした。小百合の作った肉じゃがは、お芋がほっくりしていて、しょう油の味がよく染みこんでいておいしかった。

　心配そうに小百合がじっと俺を見つめてくる。

「お口に合いませんか？」

「すごくおいしいよ。小百合はきっと、いいお嫁さんになる」

「ありがとうございます」

　ほっぺたを赤らめると伏し目がちになって、彼女はうれしそうにはにかんだ。

　か、かわいい。妹（候補）じゃなかったら、ほれてたかもしれない。

「ところで、どうして肉じゃがにしたんだ？」

「え、ええと……肉じゃがは……家庭料理の代名詞のような気がしたもので」

　一瞬、小さ百ゆ合りは言葉に詰まった。

「そっか。うん。そうだよな」

　俺に関するデータの冊子には、俺が和食好きで肉じゃがが好物だってことも記載されていた。さっき感じた心のざわめきの意味を、肉じゃがを食べて俺はようやく理解した。

　小百合はなんでも、できすぎてる。

　もし、世せ霊れ音ねが冊子の存在を俺にばらしてなかったら、こんな夕飯を振る舞ってもらった俺は、小百合に運命的な何かを感じていたかもしれない。

　気になりつつも、夕飯を平らげた。自分で収穫した小松菜もおいしかった。

　食後に洗い物くらいしようと席を立ちかけた俺に「お兄様はくつろいでいらしてください」と、彼女は告げて、俺は結局座り直すことになった。

　小百合は手早く洗い物を終えて、食後のお茶まで用意してくれた。

「すっかりごちそうになっちまったな」

「お粗末様でした」

　時刻は午後七時。あと五時間もある。

「さて、どうしたもんか」

　勉強をみてあげるとか、兄らしいことをしてあげたいところだけど、へたをすれば俺が小百合に教えてもらう形になりそうで怖い。

「テレビでも見ましょうか？」

　小百合がリモコンを操作すると、テレビが映った。ちょうど、時代劇が始まったところだ。軽快なオープニングの曲とともに、白馬に乗った将軍様が颯さつ爽そうと浜辺を駆け抜ける。俺は小百合に聞いてみた。

「時代劇、好きなのか？」

「歴史の勉強のつもりで最近見始めたばかりですが、すっかり夢中になってしまって……もしかして、お兄様はお詳しいのですか？」

　心がざわりとなった。歴史の勉強のつもりで時代劇を見るっていうのはちょっと、苦しくないか？　試すようで悪いけど、少し意地悪をしてみたくなった。

「俺は苦手なんだよなぁ時代劇って。なんかじじくさくて」

　瞬間、小百合の瞳ひとみから光が消えた。ひくひくとほおの筋肉をけいれんさせている。

「そ、そんなはずはありません。お兄様は時代劇がお好きなはずです」

「どっちかっていうと、美少女戦隊フルーティアの方が好きだな」

「な、ななななんですかそれは？」

「まさか知らないのか？」

「し、知ってます。アレですよね……果物と関係しますよね？　えっと、センタイ……船ですか？　女の子が船で果物を運ぶ海運業の……ま、待ってください今のはなしです」

　小百合の声は震えていた。目の焦点が定まらない。動揺をまったく隠せていなかった。

「本当に知ってる？」

「もちろんですお兄様。妹候補の私がお兄様の好きなものを知らないわけありません。私がお兄様のおそばにいることは、運命と決められているんです」

　運命とはまたおおげさな。自分が不自然なことを言ってるのにも、小さ百ゆ合りは気づいていなかった。

「じゃあ、小百合はフルーティアの五人の中で誰だれが好きなんだ？」

　活発なオレンジ、ひたむきな主人公のアップル、お姉さんキャラのグレープ、甘えん坊のピーチ、ムードメーカーのパイン。フルーティアの五人といえば、彼女たちのことになる。全部、世せ霊れ音ねの受け売りだ。

「ど、どどどドリアンです」

「ドリアンなんていたかなぁ」

「え？　い、いますですよ。お兄様が知らないだけですます」

　先ほどまでの、きちんとした小百合の日本語が崩壊した。どうやら完全にテンパってるみたいだ。これ以上追い詰めると危険な気がする。

「なーんてな。冗談だよ。俺が好きなのは時代劇であってるぞ」

「じょ、冗談……ははは……そうですよね。びっくりしました」

　全身をこわばらせていた小百合が、ふにゃっと脱力した。

「ところで、なんで俺が時代劇を好きだって知ってるんだ？」

「そ、そそそそそそそれはその……あっ！　そうですお兄様。お風ふ呂ろはいかがですか。すぐに沸かしてまいりますから」

　逃げるように小百合は席を立った。

　どうやら間違いないな。小百合は嘘うそつきだ。そして、アドリブがきかないんだろう。

　そうなると、どこまでが本当の小百合なのかわからなくなってきた。

　家族ができることがうれしいと、九官鳥のキューちゃんに語ったのも、全部俺に気に入られるための仕込みなんだろうか。

　第一印象は優等生な小百合だけど、もしかすると世霊音や友とも美み以上の問題児かもしれない。なのに俺は、嘘を吐ついたことをとがめる気持ちよりも先に、完かん璧ぺきじゃなかった小百合に……なぜかほっとしていた。



　俺がお風呂に肩までつかってると、不意に脱衣場から声が上がった。

「お、おおおお兄様。お湯加減はいかがですか？」

「すごくいいぞ」

「お、お背中をおながしします」

「いや、浴槽につかる前にきちんと身体からだは洗ったから……」

　俺が言い終わる前に、小百合が浴室に入ってきてしまった。

　大きなタオルを身体に巻いているだけだ。露出した白い肩。ほっそりとした太もも。足首……って、なにを上から下まで舐なめるように観察してるんだ俺は。

「お、お兄様。こうなったら兄妹きようだいの仲を深めるために、は、肌と肌のコミュニケーションをいたしましょう」

「こうなったらって……ど、どどどどどうにもなってないぞ」

「こうしなければ運命の糸が切れてしまうから……お兄様さえ良ければ、私自身がお兄様を洗うスポンジになってもいいと思ってます。もし兄妹になったなら、ま、ままま毎日でもご奉仕いたしますから」

　両手で胸のあたりを寄せるようにして、小さ百ゆ合りは顔を真っ赤にさせた。

「頼むから出ていってくれ！　お願いします！」

「そ、そんな。お兄様は妹に洗ってほしいとは思わないのですか？」

「キャラが崩壊してるぞ。落ち着け小百合」

「キャラなんかじゃありません。これが私の普通ですから。い、妹スポンジです」

「どう考えたって普通じゃないだろ！」

「お兄様、わかりました。タオルが邪魔だとおっしゃるんですね」

　小百合はタオルの端をつまんで、絞ってある部分を解こうとした。

「タオルはあった方がいい！」

「では、お背中を流させてくださるんですか？」

　要求を飲まないと、なにをしでかすかわからない。

「わかった。その代わり背中を流すのはその……普通のボディースポンジでだ。あと、俺がいいというまでは目をつぶっててくださいお願いします」

「兄妹なら、み、見られても見ても恥ずかしいことなんてありません」

「見るのも見られるのも恥ずかしい！　俺たちは数時間前に会ったばっかり同士だろ。まだ兄妹になってないんだし。それに、小百合だってさっきから顔が真っ赤じゃないか」

「そ、そそそんなことありません。お風ふ呂ろの湯気にあてられただけです。恥ずかしさなんてみじんも感じていませんから」

　また心がざわついた。嘘うそだろ、それは。

　彼女の覚悟を確かめる手段を、俺は思いついた。失敗すれば俺はただの変態だ。

　けど、俺は小百合の恥じらう気持ちを信じた。彼女が乙女だということを信じた。

「ええい、そっちがその気なら……恥ずかしいのを覚悟で見せてやろうじゃないか！」

　俺はゆっくりと、浴槽から立ち上がろうとした。海中から姿を現す巨大怪獣のように、のっそりした動きで。

　もし小百合が真の乙女なら、直視できずに逃げ出すはずだ。

「きゃあああああああああああああああああああああ！」

　小百合は顔を両手でおさえた。瞬間、彼女が身体からだに巻き付けていたタオルがしゅるりとはずれて、ストンとおちる。さっき外そうとした時に、ほとんど取れかけていたんだ。

　俺は棒立ちのまま、妹候補の一糸まとわぬ姿に見入ってしまった。

「う、うわあああああああああああああああああ！　小さ百ゆ合り！　タオル！　タオルッ！」

「お兄様のばかあああああああああああああああああああああああああ！」

　顔をおさえたまま、裸で浴室から飛び出した小百合。俺は追いかけるように浴槽から出ると、腕を伸ばして脱衣場に続くドアを閉めた。今のは……色仕掛けだったんだろうか。



　風ふ呂ろから上がると、小百合が服を着て正座で待機していた。深々と頭を下げる。

「さ、先ほどは失礼しました。お兄様とふれ合いたい一心で、つい、われを忘れてしまって……その、ぼ、暴走してしまったんです」

「あ、ああ。俺も……ごめん。お風呂、まだ温かいから入って来たらどうだ？」

「はい。お兄様のおっしゃる通りにいたします」

　しょんぼりと肩を落として小百合は着替えのパジャマを手に、脱衣場に向かった。

　小百合の問題はなんだろう。世せ霊れ音ねには「外に出ること」が必要だと思う。友とも美みなら「協調性」だろうな。小百合は……「自分を偽らず素直になること」かもしれない。

　他人に干渉して無理やりその人を変えようとするのは、大きなお世話かもっ……て思うけど、放っておけなかった。たぶん、俺にとって三人は、もう他人じゃないんだ。



　風呂から上がったあとの小百合は、俺が何か切りだそうとすると、あたりさわりのない話題にもっていってしまう。彼女は話したがらず、結局、小百合の本心に一度も触れられないまま時間ばかりが過ぎていった。

















　そうこうしてるうちに、時刻は午後十一時。俺の隣に座布団を移動させて、テレビをぼんやりながめていた小さ百ゆ合りが、うとうとしだした。

　小百合にとってこの時間は、夜更かしの領域に入るらしい。

「もう少し、お兄様とご一緒させて……ふあぁ……ください……」

「ふらふらじゃないか。いつも何時に寝てるんだ？」

「十時に……ふぁ……就寝しております」

「無理しないで寝てください」

「せっかく……運命の……お兄様がいらっしゃったのに……もっと……近くに……くぅ」

　小百合の肩が俺の方に倒れこんできた。支えるようにそっと受け止める。

　俺の胸に抱かれる格好のまま、彼女は寝息を立てだした。寝顔は緊張が解けて、なんだか幼い子供みたいだ。これが本当の小百合なのかもしれないな。

　しかし「運命」か。世せ霊れ音ねも言ってたっけ。俺は……いや、俺たちは運命に翻ほん弄ろうされてるって。

　さすがに小百合をこのままにはしておけないな。俺は彼女を抱きあげた。

　リビングから続くドアが二つある。その片方を開いた。小さなベッドに勉強机とクローゼットが一つだけという、シンプルな寝室だ。

　俺は小百合をそっとベッドに寝かせて、布団をかける。そうしてからふと、思った。

　隠したい本はベッドの下というのが、男子の鉄則だ。

　女の子の小百合がそんなことをするとは思えないけど、俺はつい、ベッドの下に手をつっこんでしまった。

　冊子が……あった。中に付ふ箋せんがいくつも貼はられていて、重要な箇所は蛍光ペンでチェックされている。小百合がしっかり予習していたのは間違いなさそうだ。

　俺はそっと冊子をベッドの下に戻した。全部ひっくるめて、これが小百合という女の子なんだ。俺が「美少女戦隊フルーティアが好きだ」と言った時の、彼女の動揺はすごかった。マニュアル通りにならなんでもできるけど、想定外の出来事にめっぽう弱い……小百合。

　リビングに戻ると、俺は独り、残りの時間を学校の宿題をして過ごした。

　オートロックで戸締まりの心配もないので、時刻が深夜十二時を回ったところで、そっと彼女の部屋を後にした。

　俺は小百合に何をしてあげられるんだろうか。表向きとはいえ、きちんとしているだけに、世霊音や友とも美みよりも難しいかもしれない。
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５　四人目。イケメン。女子力低下。



　今日は万ま里り子こが予告通り、お弁当を作ってきてくれた。おにぎりと、鶏とりのから揚げに卵焼きと、ほうれん草のおひたしにプチトマトだ。

　から揚げが少し焦げたことを万里子は気にしてたけど、すごくおいしかった。それにしても、女の子のお弁当ってなんであんなに小さいんだろう。俺の半分も食べない万里子に聞くと、女の子は脂肪がつきやすいから男子がうらやましい……とかなんとか。

　万里子は太ってるようには見えないんだけど、女の子って体重に関して過剰なほどに敏感みたいだ。

　万里子もスリムでかっこいいモデル体型に憧あこがれたりするのかな？　今のままでも小柄でかわいいと思うんだけど……って、よけいなお世話か。



　放課後、レジデンス太たい子し堂どうの４０１号室の前に立って、気持ちを切り替えるつもりで俺は深呼吸をした。精神統一してからドアチャイムを鳴らすと、すぐにドアが開く。

「は、初めまして！　ボクは立たち花ばな優ゆう希き。中学三年生だよ」

「太子堂陽よう一いちです。初めまして」

　四人目の妹候補──立花優希は背が高かった。さすがに俺が彼女を見上げるということはないけれど、あやうく追いつかれそうな勢いだ。

　１７０センチくらいだろうか。長い髪をポニーテールにしてまとめていた。

　優希の服装は男の子的で、ジーンズにＴシャツというラフな格好だった。足が長く胴は短く、顔が小さい。そんな優希が笑顔で告げる。

「さあ！　あがってよ兄さん」

　手を引かれて俺は部屋の中にひっぱり込まれた。口ぶりもなんだか男の子っぽいな。それに、いきなり手をつないでくるなんて……ちょっぴり恥ずかしい。

「お、お邪魔します」

　玄関で靴を脱いで中に入る。リビングは青や緑といった清涼感のある色の家具でまとめられていた。ほどよく片付いていながら、きちんと生活感もある。

　暑苦しい友とも美みとは対極にあるのに、不思議と二人とも男の子っぽい気がした。

　リビングのコートハンガーに学校の制服がかけてある。

　学ランだ。解せぬ。男子の制服じゃないか。

「優希。いきなりで悪いんだけど、質問してもいいかな？」

「なんだい兄さん？」

「あの制服は、優希のじゃない……よね？」

　男子の友達が遊びに来ていて、しかも学ランを脱いでいる状態なら、それはそれで兄としては心配なわけだけど。

「ボクのだよ」

　さらっとした口調に、嘘うその匂においはしなかった。優ゆう希きは自然体だ。

　自分をボクと言う女子はたまにいるけど、優希のそれはじつにしっくりくる。

　髪の毛が長いから女の子だという印象を保ってはいるけど、ショートカットなら美少年で通ってしまう気がする。彼女は性別に左右されないハンサムな美人だった。

「優希の制服が学ランっていうのはおかしくないかな？　だって、学ランは男子の制服なわけだし」

「ボクの通っている中学は私服登校可なんだ。女子の制服を着なくてもいいんだよ」

「ああ、じゃあ問題ない……とは言えないぞ。服装の自由があるからって、男子の制服を着るのはいかがなものかと」

「そっか……そうだよね。やっぱりおかしいよね」

　優希はリビングのソファーに腰掛けた。膝ひざをぴたりと合わせて座れば女の子らしいのに、彼女は股をおっぴろげて座っている。

　そういえば、友とも美みは口ぶりこそ男の子だけど、座り方や仕草には女の子らしさがあったな。優希にはそれが欠けている気がした。俺がテーブル脇わきのスツールに座ると、優希は俺をじっと見つめてくる。

「兄さんはボクのこと、どう思う？　第一印象を正直に教えて欲しいんだ」

「なら……遠慮なく。優希はその……どっちかわからんというのが俺の第一印象だ」

「どっちかわからない……うん、的確だよ」

　優希は納得したようにうなずいた。

「優希は女の子なんだよね？」

「生物学上は、女性だね」

　そんな言い方をすると、精神的な意味で女性ではないってことになりかねない。

「中身は違うのか？」

「ち、違わないよ。ボクはちゃんとした……女の子に……なりたいんだ」

　なんだか頭が混乱してきたぞ。

「優希はなりたいとか言わなくても、女の子なんだろ？」

　彼女はうつむいて黙り込んでしまった。寂しげな表情にこっちが焦る。

「悪い。ごめん。聞き方が悪かった。最初から順を追って話してくださいお願いします」

「兄さん……本当に、真剣にボクの話を聞いてくれるの？」

「もちろんだ」

「ありがとう！　兄さんが心の温かい人で、ボクは幸せ者だよ。ええと……あっ、ごめん兄さん！」

　優希は跳ねるようにソファーから立ち上がった。

「ボク、気がつかなくって。コーヒーを用意するよ。こういうところがボクって足りないんだよね」

　自分にダメ出しする口ぶりで、優ゆう希きはつぶやいた。本当にへこんでるみたいで、しょんぼりしている。俺は努めて明るく言った。

「じゃあ、砂糖とミルク多めで」

「う、うん！　ちょっと待ってて」

　キッチンに小走りで向かった優希は、電気ポットのお湯で、俺のリクエスト通りにインスタントコーヒーを作ってくれた。

　インスタントは苦手だけど、砂糖とミルクが入っていれば味をごまかせる。

　出されたミルク入りのコーヒーを一口飲んで、俺は一息ついた。ちなみに、優希のコーヒーはブラックだ。

　インスタントコーヒーをブラックで飲めるなんて、俺には信じられない。もちろん、インスタントにも高級品があって、ブラックでもおいしく飲めるのかもしれないけれど。

　マグカップをテーブルに置いて、優希は静かな口ぶりで語り始めた。

「小学二年生の時に、クラスの男の子に『おんなみたいな格好似合わないんだよ！　おとこおんな！』って言われて……ボクね、当時からその子よりも背が高かったんだ」

「イジメにあったのか？」

「それがその……ボクはイジメって感じなくて……むしろ、アドバイスだって思ったんだ。前向きな性格が、今となってはあだになったんだと思う」

「アドバイスって……どんだけポジティブなんだ」

　俺のツッコミに優希は照れたように笑った。照れてるのに、明るくて快活な笑顔だ。

　なんだかちょっとかっこいい。

「ボクの母かあさんは性別にこだわりのない人だったから、ボクが男の子の格好をしてみたいって言ったら、すごく喜んでくれた」

　やっぱり、優希も母親とは生き別れなんだろうか。

「そのお母さんはどうしてるんだい？」

「四年前にブラジルから手紙が来てそれっきり。今は向こうにお嫁さんがいるんだって」

「娘をおいて海外に行って再婚し……へっ？　お嫁さん？」

「うん。ボクの母さん、知らないうちに父とうさんになってたんだ」

　カラッとした笑顔で言い切る彼女に、俺は心の中で頭を抱えた。

「そ、そうか。大変だったんだな」

「そんなことはないよ。母さんは父さんになって、新しい人生の一歩を踏み出したんだし。ボクはむしろ、そんな母さん──父さんを応援したいと思ってるんだ」

　事実は小説よりも奇なりを地でいく親子だ。俺が言える筋合いじゃないけど。

「話をもどしてくれ。小学生の優希は、そのあとどうなったんだ？」

「ボクのことを『おとこおんな！』って言った男の子は、ボクが男の子の格好をしたら、もうなにも言わなくなっちゃって……悲しかったな」

　男の子は優希の気を引きたかっただけなのに、まさか自分の言葉をまに受けて、本当に男の子っぽくなってしまうなんて、おもってもみなかったはずだ。

「それはまた、大変だったな」

「うん。小学校の先生も『個性を尊重する』っていって、ボクはすっかり男の子の格好をするのが普通になって……気づいたら、恥ずかしくてスカートが無理な身体からだに……」

「あ、ああ……それであの学ランの出番ってわけか」

　優ゆう希きはうなずくと、コートハンガーに掛けられた学ランに視線を向けた。

「中学は私服登校ができる学校に入れるように、一生懸命勉強したよ。普段から学ランを着てるから、ボクのことを男子だと思ってる生徒は多くて……さすがにクラスメートのみんなはボクが女の子だってわかってたけどね」

「トイレはどうするんだ？」

「混こんでる時は男子のトイレに入っても、問題なかったよ」

　さらりとすごいことをおっしゃりやがりますね。

「じゃあ、なにが問題だったんだ？」

　優希の血色のいいほっぺたが、かああ！　っと、熟れたトマトよりも真っ赤になった。

「それがその、じ、自慢みたいになるんだけど、女の子にモテモテになっちゃって……二人の女の子に同時に告白されたんだよ！」

「ほうほう。自慢じゃないけどモテモテですか」

　優希が長い両腕をぶんぶん振った。見た目はモデルっぽいのに、仕草は女の子というか、少し子供っぽいな。

「ちゃかさないでよ兄さん。あやうくボクの童貞が奪われ……え、えっとね。ともかく、二人ともすごくボクのことが好きみたいで、ボクもどうしていいのかわからなくて、先生に相談したんだ。それで、二人はボクに近づいちゃいけないってことになって……」

　童貞という単語がおかしい気がするけど、ここはあえて触れないでおこう。

「二人を振ったってことだよな」

「う、うん。いくらボクが男の子っぽくても、女の子を好きになるのはいけないっていうか……むしろ、女の子に本気で迫られてわかったんだ。ボクは本当は女の子なんだって」

　たしかに、優希が男の子の精神を持っていたら、女の子に告白されて喜ぶはずだ。

「それでね、先生からボクにも指導が入ったんだ。女の子の格好をするように……って」

　まあ、当然だよな。優希は女の子なわけだし。男の子の格好をした優希のことを好きになった二人も、優希がきちんと女の子に戻ったら諦あきらめるしかないわけだ。

「あ、あきれたよね？」

「正直驚いたけど……優希の事情はよくわかった」

　優希は笑顔になった。実に爽さわやかなスマイルだ。同性の俺ですらも……いやまて、あやうく俺までだまされるところだった。優希は女の子だ。

　優希の笑顔には、人を引きつけるなにかがある。異性同性関係なく。

「ありがとう兄さん！　ボクは女の子になりたいって思ってる。けど、どうしていいのかわからなくて、頼れる人もいなくて……」

「俺に協力してほしいってことだな」

「そうなんだ！　ボクを兄さんの妹（仮）にしてほしいんだよ！」

「それはまだ決められないんだけど。それに（仮）ってのはいったい……」

「ご、ごめんね兄さん。もちろんボクだって、兄さんの本当の妹になりたいって思ってる。兄さんって、すごく素敵な人だし」

　優ゆう希きはまっすぐなまなざしで俺を見つめた。問答無用の尊敬の念が瞳ひとみから放たれている。俺、尊敬されるようなことしてないんだけど。

「だからね兄さん！　形から入るのは悪いことじゃないっていうし、ボク自身、自分を誰だれかの妹だと認識できれば、きっと足りない女子力が自然と高まっていくと思うんだ」

「なるほどな……って、女子力ってそういう意味で使う言葉か!?」

「頼れるのは兄さんしかいないんだ……それにもう、女の子の変化を抑えきれなくて」

　優希はシャツをまくり上げようとした。おなかの辺りからさらしがちらりと見える。

「待て！　ストップだ！　わかった！　わかったから脱ぐんじゃない！」

「ご、ごめん。まだ本当の兄妹きようだいじゃないのに。こんなものを見せて申し訳ないよ」

（仮）でも本当の兄妹でも、見せていいものじゃありませんよ。

　優希は女子としての自分にまったく自信がもてないみたいだ。さて、どうしたもんか。

「女の子らしくなりたいって、女子の友達に相談はしたのか？」

「そ、そそそそそれが……」

　優希は青ざめた。

「もしかして、いないのか？　友達」

「う、うん。みんないい人だよ。けど、ちょっと距離を置かれちゃったっていうか……あの二人がボクに迫るようになってから、他ほかの女の子たちもボクのことを『女の子でもＯＫ』な人だって思うようになっちゃったんだ。きちんと違うって言えなかったボクがいけないんだけど……それにボク自身も、あの二人に迫られてすっかり、女の子が苦手になっちゃって」

　女子グループっていうのは、なにかと面倒くさいんだよな。優希自身にそんな気がなくても、色々こじれて後の祭りってわけか。

「女の子が苦手って、どの程度なんだ？」

「目が合うと、それだけで緊張して……店員さんとおしゃべりするのも苦手なんだ」

　重症じゃないか。俺なんかより専門医に相談するレベルだ。

「女の子になりたいのに、現役の女子中学生に頼れない。しかもお母かあさんは地球の裏側でお父とうさん……か」

　俺がまとめると、優希はうんうんと首を縦に振った。なんだか仕草が子犬っぽい。

「嘘うそついてないだろうな？」

「調べてもらえればわかるよ」

　これだけの特殊な状況が重なってると、疑うだけバカみたいに思えてきた。

　紫むらさきさんに確認すれば、優ゆう希きの経歴に嘘うそがないかは一発でわかるだろうし。

「わかった。信じる。疑って悪かったな」

「ううん。ボクだって自分でも変だと思うし。そんなボクだけど……導いてよ兄さん」

　女の子恐怖症がなくなって、普通の女の子としての自信をつければ、優希は素直でかわいい完かん璧ぺき超人になれるかもしれない。導くなんて言い過ぎだけど、そうだな……。

「俺も形から入るのはありだと思う。女子力……そもそも女子力ってなんだ？」

　俺が首をかしげると、優希もまねするように首を斜めにしてつぶやいた。

「さぁ……なんだろうね？」

「知らないで目指してたのか！」

「ごめん。ネットとかで流行してるからつい……使っちゃったんだ」

　てへぺろっとウインクしてみせる優希。今のはちょっと、女子力が高かったんじゃないかな。俺もきちんと女子力のことを把握してないけど、そんな気がした。

「ネットで知った言葉なら、やっぱりここはネットで検索して調べてみようか？」

　優希は笑顔でうなずいた。

「うん！　兄さんは頼りになる人なんだね。ボクはとってもうれしいよ！」

　俺のことを褒めてくれてるみたいだけど、優希の期待に応こたえられる自信は正直、ない。

　とりあえずスマホのブラウザを立ち上げて、検索バーに「女子力」と入力してみた。

　女子力に関するネット上の記事をいくつか読んでみた結果、一口に女子力と言っても服装やら生き方やらと、種類があることが判明した。

「兄さんどうかな？　ぼ、ボクにもできる女子力アップの方法あるかな？」

　俺の隣にぴたりとくっついて、優希がスマホの画面をいっしょに見ようとしてくる。メントール系のシャンプーの匂においがした。クールな男の子っぽい感じだ。

「優希はシャンプー、まさか男物をつかってないよな？」

「女の子のやつは匂いが甘ったるくて、すっきり系にしてるんだけど」

「そこから変えていこう。リンスとトリートメントも欠かせないな。せっかく綺き麗れいな髪質なんだから」

　優希は自分の髪を触ってから、ほんのりほっぺたを赤らめた。

「綺麗なんだ、ボクの髪って……うん。大事にするよ」

　これは先が思いやられるな。とりあえず、俺はネットで得た情報をまとめてみた。

「どうやら、総合すると女子力っていうのは自分を磨くことみたいだぞ」

「自分を……磨く？」

　素材が良すぎて磨くまでもない優希には、綺麗になる努力という意識がないっぽい。

　そういえば、万ま里り子こは太ってもいないのに体重を気にしてたっけ。

　あっ……これが女子力の片へん鱗りんなのかもしれない。

「優希は原石の段階でもう輝いてるけど、それをもっと磨き込めばいいと思うぞ」

「自分を磨くなんて、どうすればいいのかわからないよ！」

　優ゆう希きはしゅんと縮こまってしまった。小さくなるとかっこいいのが、かわいいに変わる。

「えーと……確かにどうしたもんか。優希は太ってるわけでもないから、ダイエットする必要もないもんな。化粧はしないのか？」

「やり方もよくわかんないし。で、でもチャレンジしようとおもって買ってみたんだ」

　優希はリビングの隣の部屋に向かうと、すぐに戻ってきた。小さなカゴに化粧品が入っている。俺はこういったものの値段はわからないけど、ぱっと見で……あまり高級そうには見えなかった。

「どこで買ったんだ？」

「百円均一だよ。初心者があんまり高いものを使うのも、どうかとおもって」

　そこはもっと投資してもいいところなんじゃありませんか優希さん。とはいえ、準備をしてたのは偉いので、兄としてきちんと応援してあげなきゃな。

　俺は受け売りの知識を優希に教えた。

「ネットによると、化粧水というのを使うといいみたいだ」

「あっ！　ちゃんと買ってあるよ。たしか、洗顔したあとに使うっぽいやつ。これを塗ったらボクの女子力もあがるかな？」

　カゴから未開封の小瓶を取り出して、優希はうきうきと身体からだを左右にゆらした。

　豆乳ベースの化粧水は、乳白色をしている。

「まだ、試してなかったのか？」

「化粧水をつけてもなんの変化もなかったらって思うと、怖くてできなかったんだ。でも、兄さんがいてくれるなら……できる気がするよ」

「よし、優希！　まずは顔を洗ってくるんだ」

「うん！　ボク、がんばるね」

　優希は洗面所に向かった。顔を洗って、タオルで水滴をぬぐってからリビングに戻ってくる。ぬぐったタオルを首にかけてると、おっさんっぽくて女子力ダウンだぞ優希。

「あーさっぱりした！　顔を洗うのって気持ちいいなぁ」

　男の洗顔あとみたいなワイルドさだけど、今は黙っておこう。

「さっそく化粧水を使ってみようか？」

「そうだね兄さん。えーと、一回にどれくらい使えばいいのかな？」

「インターネットで調べたところ、高い化粧水をちょっと使うよりも、安い化粧水をばしゃばしゃ使う方が効果的みたいだ」

　俺調べなので、それが正しいかどうか判断がつかない。けど、重要なのは優希が「女子力があがった」と自覚することのような気がした。

「ば、ばしゃばしゃ使うんだね。じゃあ……こうだ！」

　なにを思ったのか、優希は化粧水のキャップを開くと、顎あごを上げて顔を天井に向けるなり、すごい勢いで自分の顔に化粧水を振りかけはじめた。

　白く濁った、ほんのり粘りけのある液体が優ゆう希きの顔に降りかかる。

「どうかな？　兄さん！　ボクの女子力あがってるかな？」

　びちゃびちゃびちゃびちゃぬちゃんぬちゃぬちゃぶちゃぶちゃぶちゃじゅるじゅる。

　優希の顔は白濁液まみれになっていた。

「女子力をあげるのってこんなに大変なのか。こぼれて胸元まで化粧水でぬれちゃったよ。シャツもびっしゃびしゃだね。わっはっはっは！　なんだか不思議と、ボクの女子力がどんどん上がってる気がする！　化粧水ってすごいんだね兄さん！」

「いやその、大変申し上げにくいんだけど、たぶん女子力……下がってるぞ」

　優希の手がぴたりと止まった。

「に、兄さん！　どうしてそんな悲しいことを言うんだい!?」

「この情報はどうやらガセだったみたいだ。別のアプローチをしてみよう」

　顔中、白濁液まみれにして泣きそうになる優希に、俺は心の中でため息をついた。



　次に俺がネットの情報で着目したのは、女子力に関するある仮説だった。

　女子力とは下着力。見えないおしゃれに気を配るのが、女子力アップの鍵かぎみたいだ。

　そういえば、友とも美みに女の子っぽさを感じた時も……シャツの下から透けて見えたピンクのブラが……って、なにを真剣に考察してるんだ俺は。

「兄さん。シャツを着替えてきたよ」

　黒いサテンの開襟シャツ姿で、優希は戻ってきた。襟が尖とがっていてなんとなく……ホストっぽい。こんなシャツまでかっこよく着こなせてしまう優希の男子力、半端ないです。

　そんな彼女に、どう伝えれば女子力＝下着力の意図がきちんと伝わるだろう。

「時に優希は何色のパンツをはいてるんだ？　えっと、変態的な意味ではなくて」

「うーん。実際見てもらう方が早いかも」

　しまった。俺の質問もあんまりだけど、優希はその上をいく天然だ。俺の目の前で彼女はジーンズのベルトに手を掛けている。

「待て待て待て！　今のは俺の質問もおかしかったけど、そこで脱いで見せようとするのはもっとおかしいんじゃないでしょうか!?」

「え？　あっ……そ、そうだよね。いくら兄妹きようだいでも見せていいものと悪いものがあるよね。ところで、何色のパンツだと女子力があがるの？」

「ネットで調べたところ、色もだけど、デザインが重要みたいなんだ。脱がなくていいけど、優希はどんな下着をつけてるんだ？　あくまで確認のためであって、やましい気持ちはないからな」

「わかってるよ兄さん。ええとね、ボクサーパンツとか、カラフルな柄のブリーフタイプが好きなんだ。さすがにトランクスはスースーしすぎちゃってね」

　照れたように笑い、はにかむ優希に俺は再び頭を抱えたい気持ちになった。

「ぶ、ブラはあるだろ？」

「さらしを巻いてるんだけど、もう押さえきれなくて。実はどういう下着を買っていいのか、わからないんだ」

　優ゆう希きはしゅんと肩を落とした。落ち込んで小さくなると女子力が上がる気がする。けど、落ち込みっぱなしじゃ優希の魅力が台無しだ。ここは是非とも前向きに女子力を獲得してもらいたい。

「安心しろ優希。下着の買い方なら俺が教えてやる」

「兄さんは女性の下着に詳しいんだね!?」

　キラキラした瞳ひとみで、優希は俺に熱い視線をおくってきた。根が純真な優希には、悪意や皮肉なんてないんだろうな。けど……。

「尊敬のまなざしで変態を賛美するようなことを言わないように。俺自身は詳しくないけど、店頭で女性の店員さんと話さなくても、ネットがあれば通販で買い物ができるだろ？　情報化社会をフル活用しよう！」

「そ、そうだね。ボクも買い物はネット通販が多いんだ。この前も、おもいきって服を注文したんだよ」

「服っていうのは、女の子の服なのか？」

　肩幅を狭めるようにして、自信なさげに優希は小さくなった。

「う、うん。変かな？」

「変じゃない。偉いぞ優希。じゃあ問題はほとんどないようなもんだ。服をネット通販で買ったときみたいに、優希は自分がかわいいって思うブラを探すんだ」

「ぼ、ボクがかわいいと思うブラ!?　無理だよ兄さんが選んでよ。それならどんな下着でも、た、たとえそれがスケスケだったり、え、えっちいのでも……ボクは……」

「優希が自分で決めるんだ。自分にとっての『かわいい』を見つけることって、大切なんじゃないか？」

「かわいいを……見つける？」

「ああ。自分がかわいいと思える自分になる。それが自分を磨くことにつながって、女子力もアップすると思うんだ」

　ネットに書いてあった受け売りを、俺は声を大にして言った。

「じゃ、じゃあ……いっしょに探して……くれる？」

　顔を真っ赤にさせて優希は俺の顔をのぞき込んできた。

「もちろんだ。ここからは優希のスマホかパソコンを使おう」

「うん。持ってくるね」

　優希は寝室に引っ込むと、ノートパソコンを抱えて戻ってきた。オールインワンタイプの大きなものだ。

「兄さん、ちょっとだけつぶやきサイトを見てもいいかな？」

「あ、ああ。構わないけど」

　優希はつぶやきサイトのお気に入りをチェックした。ネット界かい隈わいでは有名人の「死んでない空うつ蝉せみ」のつぶやきを確認している。

「今日もなにもつぶやいてないな。大丈夫かな空蝉さん」

「優ゆう希きはこの人のファンなのか？」

「そういう兄さんは空蝉さんのこと知ってるの？」

「いや、えっと……」

　広い意味で言えば、同じ屋根の下で暮らしてるんだけど……。優希は続けた。

「空蝉さん、今週に入ってからつぶやかなくなっちゃって、少し心配なんだ」

「どうしてこの人は有名なんだ？」

「空蝉さんはね、服を作ってくれるんだよ。けど、誰だれにでもってわけじゃなくて、気に入った相手の依頼しか受けないみたいなんだ」

「もしかして、優希も服を作ってもらったことがあるのか？」

「う、うん。すごく幸運だし光栄だよ。実はこの前、一着送ってもらったんだ」

「着ないのか？」

「ボクの女子力じゃ、まだ装備できない……けど、いつか着こなせる立派な女子になってみせるよ」

　意外なところで意外なつながりが発覚した。けど、これは優希と世せ霊れ音ねの関係だから、俺がネタバレをしない方がいいと思う。優希は自分の妹があこがれの人だと知ったら喜ぶかもしれないけど、世霊音の方は困惑するかもしれない。話題を変えよう。

「じゃあそのためにも、今から女性下着サイトめぐりだ」

「うん！　がんばろうね兄さん」

　優希のパソコンを使って、検索バーに「女性下着」と入力して画像検索したところ、すごいことになった。

「兄さん！　胸に星のシールがついてるよ。これはどれくらいの女子力かな？」

「そういうのは脳内フィルターで除外しようそうしよう」

「この女の人のパンツ、横の部分に布がないよ？」

「それはどうやらＣストリングってやつで、パンツのラインが出ないって特徴があるから、浴衣とかにいいかもしれないけど、基本的に上級者向けっぽいのでパスしような」

「これ、真ん中のところに穴が開いてる……」

「パスパスパース！　次だ次！」

「荒縄って下着なのかな？」

「たぶん……いや絶対に違うから」

「あっ！　このプリントかわいいな」

　優希がやっと彼女の「かわいい基準」で見つけたのは、美少女戦隊フルーティアの女児向けパンツだった。

「優希。それを中学生がはくのはいかがなものかと」

「そ、そっか。難しいんだね」

　それからしばらく、俺と優ゆう希きはいくつかサイトをめぐって、ようやくティーン向けのかわいいランジェリー専門サイトにたどり着いた。そこで何着か買い物を終えて一段落したところで、優希はパソコンの画面からこちらに向き直り、背伸びをした。

「ありがとう兄さん。これを着ればボクの女子力もうなぎ登りな気がするよ。そろそろご飯にしよっか。兄さんもおなかすいたよね？」

「あ、ああ。そうだな。実は腹ぺこなんだ」

　夕飯は冷凍食品だった。料理ができればそちらでも女子力アップがはかれそうだけど、優希は料理が苦手らしい。ご飯を炊いて、お弁当のおかずにぴったりな、ミニハンバーグやから揚げや、小さなカップに入った煮物といったお総菜を、二人で一緒に食べた。



　そのあと、優希がお風ふ呂ろの準備をしてくれた。

「いっしょに入ろっか兄さん？」

「優希が男の子だったら、それも良かったんだけどな」

「そ、そうだよね。ボクは構わないんだけど……兄さん、先に入ってよ」

「じゃあ、遠慮なく。のぞくなよ？」

「そんなことするわけないじゃないか。変な兄さん」

　ほほ笑む優希に俺はほっとした。実際、小さ百ゆ合りの時のような乱入もなく、俺は無事に入浴を済ませた。

　それから時間まで、優希と一緒にテレビを見て過ごした。ケーブルテレビのアニメ専門チャンネルで、美少女戦隊フルーティアが放送されていた。どうやら再放送みたいだ。

「兄さんがアニメを見るなんて意外だよ」

「優希は嫌いか？」

「ううん。実は大好きなんだ。ボクは活発なオレンジちゃんっぽくみられがちだけど、理想は大人の魅力満載なグレープちゃんみたいになることかな」

　優希にとってアニメは女子力を磨く教材なのかもしれない。子供向けだけどな。

　一話分を見終えたところで、時刻は深夜十二時を回っていた。

「さて、そろそろ時間だな」

「今日は兄さん泊まっていってくれるんじゃないの？」

「他ほかの妹候補たちの部屋でも、泊まるまではしてないからな。帰らせてもらうよ」

「そ、そっか。ちょっぴり残念だけど、それなら仕方ないね」

　玄関から俺を送り出してくれた優希の笑顔に、胸の奥がチクリと痛んだ。

　優希は今日の女子力アップの修行で、自分が女の子だと思えるようになっただろうか。

　俺はきちんと、兄らしいことを彼女にしてあげられたんだろうか。








April４／12（fri）

６　五人目。小学生。クマ。



　昼休みのことだ。万ま里り子こが突然、俺の家に遊びに来たいと言い出した。女の子が一人暮らしの男の部屋に来るのは、なんだかまずい気がするし、今の俺は放課後、自室に戻れない状態だ。

　太たい子し堂どう家の事情は隠しつつ、万里子をはぐらかすのには骨が折れた。万里子はきっと、一人暮らしの俺を心配してくれたんだと思う。だから気持ちだけ受け取っておこう。

　代わりに、今度買い物に付き合うと万里子と約束した。

　そんな学校での出来事を思い起こしつつ、２０１号室のドアチャイムを鳴らすとインターフォンから声がした。

「どちらさまですか。配達ですか？」

　幼い女の子の声だ。インターフォンにもカメラがついているので、俺の姿は向こうに見えているはずだけど……。

「え、えーと。太子堂陽よう一いちです。配達じゃないです」

「にーちゃまですか？」

　にーちゃま？　たぶん、兄様ってことかな。

「は、はい。ドアを開けてくれませんか？」

「知らない人は開けちゃだめって、みーちゃんは隣のねーちゃまに教えてもらったの」

　ねーちゃまは姉様……って、隣に誰だれか親切な人が住んでるのか？

　ドアの鍵かぎはスマートキーの機能で、もう開いているわけだけど、俺が押し入ったらきっとびっくりするだろう。相手の声はすっごく幼い。小学校でも低学年って感じだ。

「みーちゃんっていうのかい？」

「うん！　みーちゃんは、大おお隈くま美み佳かっていうんだよ」

「これで俺とみーちゃんは知ってる人同士だ。なら、開けてもいいんじゃないかな？」

「ほんとだ！　じゃあ、開けてあげるね」

　こんな言い方をした自分が、不思議と犯罪者のように思えてくる。

　インターフォンが切れると、数秒でドアが開いた。

　抱きかかえて持ち去れそうなほど小柄な女の子が、ドアの隙すき間まから顔を出す。左手でドアをよいしょっと開いた。ピンクのふりふりっとしたロリータな服に身を包み、右手にはテディーベアを抱いていた。幼女だ。どこからどうみても幼女すぎる。

「こ、こんにちは。美佳ちゃん」

「みーちゃんだよ。こんにちは、にーちゃま。え？　オレに挨あい拶さつはなしかって？」

　美佳は独り言のようにつぶやいた。抱いていたテディーベアの顔を、俺に向ける。

「もしかして、そのクマのせりふですか？」

「クマじゃねぇよ。メープルって名前があるんだ。って、メープルが言ってるよ」

「よ、よろしくメープル」

「わかりゃあいいんだよ。よろしくな！　だって！」

　美み佳かとメープルのお許しを得て、俺はようやく部屋の中に入れてもらった。

　さてと、これまた一筋縄ではいかなさそうだ。

　ここまでの妹候補たちを順番に並べると、服飾系引きこもり少女。男子趣味系勝負バカ少女。予習系腹黒（？）まじめ少女。男子脳系女子化希望少女と、バラエティー豊かだったけど、最後に登場したのは正統派ロリ系幼女である。

　リビングは俺が想像していたよりも片付いていた。驚きだ。そもそも、こんな幼い女の子の一人暮らしなんて、成立するんだろうか？

　室内の家具はピンク系主体で、明るくかわいい雰囲気でまとめられている。

　テーブルの上に、巨大な豚の貯金箱が置いてあった。ソファーの脇わきにはピンクのランドセルがそっと置かれている。キッチンに目を向けると、ほとんど使っている様子がない。

　ご飯はどうしているんだろう。

「ところで美佳は何歳なんだい？」

「十一歳だよ！」

「じゃあ小学六年生なのか？」

「うん。クラスでも一番ちっちゃいの。にーちゃまみたいにおっきくなりたいなぁ」

　実年齢以上に幼い！　小六ってことは、世せ霊れ音ねのいっこ下か。これで妹候補たちの全容が把握できた。上は高校一年生の友とも美みから、下は小学六年生の美佳まで。

　毎年一人ずつか。しかも俺と友美は同時進行かよ。

　俺は心の中でため息を吐きつつ、テーブル脇に置かれたスツールに腰掛けた。

「あ！　そこはメープルの特等席だよ」

「そうなのか。ごめんなメープル」

「にーちゃまはここね。一番テレビがみやすい席」

　俺はテレビの正面のソファーに座り直した。テレビにはケーブルテレビのセットトップボックスとＨＤＤレコーダーがつながっている。俺はレコーダーを指さした。

「これ、ちゃんと使いこなせるのか？」

「隣のねーちゃまが全部いろいろしてくれたの。紫むらさきさんっていうんだよ」

　紫さんだって!?　レジデンス太たい子し堂どうに住んでいたとは、灯台下暗し。

　しかも、美佳の面倒をみてくれてたなんて。仕事は完かん璧ぺき……だけど、どこか冷たい人って印象を抱いていたのは、俺の誤解だったみたいだ。

「そっか。紫さんのことは俺も知ってるんだ。いい人だよな」

「うん！　メープルのお嫁さん候補だよ。メープルはてきれいきだから、こんかつなの」

　美佳は紫さんになついてるっぽいな。

　メープルを抱っこして、普段はメープルが座っているであろう特等席にちょこんと座ると、美佳は上目遣いで俺に聞いた。

「にーちゃまの妹になったら、みーちゃんお金持ちになれるの？」

　いきなりストレートすぎる質問だ。

「あ、ああ」

　これみよがしにテーブルの真ん中に置かれた豚の貯金箱が、かなり気になった。

「五百円玉、何枚もらえるの？」

「何枚って……いっぱい……かな？」

「ぶーちゃんに全部入るかなぁ」

　貯金箱を見つめると、美み佳かは心配そうにつぶやいた。無邪気だ。そして、なんというか危なっかしい感じがした。幼いがゆえに仕方ないのかもしれないけど。

「なんで五百円玉なんだい？　普通は一万円札の方が好きになるんじゃないかな？」

「だって一番強いし大きいし、かっこいいもん。そうだよねーメープル？」

　美佳はメープルの首の後ろをつかんで、うんとうなずかせた。

「五百円玉がかっこいいの？」

「ぺらぺらは好きじゃないの。一万円札一枚より、二十枚の五百円玉の方が絶対にいい」

　美佳はぽつりとつぶやいた。一万円分もらうなら、諭ゆ吉きちさんよりも硬貨がいいってことだったとは、抜け目ないぞ。幼女だからって油断はできなさそうだ。

「そーだ！　にーちゃま、ぶーちゃん抱っこしてみて。美佳の宝物だよ！」

　テーブルの上の豚の貯金箱を俺はじっと見つめた。表面がつるっとしていて、光沢のある陶器製だ。

「落としちゃだめだよ。そっとだよ」

「お、おう」

　豚の貯金箱を両手でゆっくり持ち上げる。

　重たい。かなりずっしりしていた。中でジャラジャラと硬貨が鳴っている。

「ずいぶんたくさん食べさせたんだな」

　背中の穴から硬貨を入れるタイプの貯金箱なので、食べさせたというのは変かもしれないけど、美佳はうんうんうなずいた。

「ぶーちゃんね。もう重たくて、みーちゃんじゃ抱っこできなくなっちゃったの」

「じゃあ、どこかに運んであげようか？」

「ううん。ここでいいの。みーちゃんのコレクションだから」

「コレクションって……いや、しかし、よくこんなにたくさんためたね？」

「あのねあのね！　お買い物するときに、おつりで五百円玉が出るようにいっつも考えてやってるんだよ。みーちゃん、財テク派だから」

　財テクの意味が違う気がするぞ。

「あとね。隣のねーちゃまが、みーちゃんのこと抱っこしたいって言うの」

「だ、抱っこ？」

「うん。みーちゃんはいつもメープルを抱っこしてるから、リアルが充実してるけど、ねーちゃまは寂しいんだって。抱っこしていいよって言うと、ぎゅーってしてくれて、五百円玉もいれてくれるの。募金なんだって。あっ……どうしよう。みーちゃん、このことは秘密にしてって、ねーちゃまに言われてたのに」

　秘密をばらしてしまって、美み佳かは気まずそうにうつむいてしまった。

　募金じゃなくて口止め料じゃないか。紫むらさきさんの知られざる一面を垣かい間ま見た気がする。

「美佳は何回くらいぎゅーってされたんだい？」

「一週間に一回だよ。引っ越してきてからだから、十回くらい？」

「じゃあ、その分は今度、紫さんに返そう。そうしたら、美佳が俺に秘密をばらしちゃったのもノーカウントになるから」

　我ながらとんでもないへりくつだと思うけど、俺の一言に美佳のまん丸な瞳ひとみがキラキラと輝いた。ほっぺたもかすかにピンク色になる。興奮気味に彼女は口を開いた。

「に、にーちゃま天才？」

　褒めすぎです。とはいえ、突然美佳が「お金を返す！」と言い出すのもおかしいよな。

「えーと、お金で返すのはちょっと変かもしれないから……まずは紫さんの誕生日を美佳がこっそり聞き出すんだ」

「どうして？」

「誕生日のプレゼントをするためだよ。五千円くらいの贈り物を選べばばっちりだ」

「わかった。みーちゃん、そうしてみます」

















　紫むらさきさんの誕生日によっては、お返しをするのはもっと先になるかもしれないけど、お金で返されるよりはずっといいはずだ。

「それから、ええと……美み佳かは紫さんに抱っこされるの、嫌か？」

「そんなことないよ。良くも悪くも普通だよ」

　これまた微妙な言い回しだな。

「嫌じゃないなら、お金はいらないから、抱っこしてもいいよって言ってあげると、紫さんも喜ぶんじゃないかな？」

「にーちゃまはその方がいいと思う？」

「あ、ああ」

「ならそうするね」

　俺を全面的に信頼してくれるのはうれしいけど、ちょっとピュアすぎて心配です。



　何か飲み物がないか探してみたところ、インスタントのココアの粉と牛乳を見つけた。冷蔵庫の中に入っていたのはそれくらいで、庫内はほとんど空っぽだ。

「美佳はご飯をつくったりしないのか？」

「隣のねーちゃまが、危ないから中学生になるまでしちゃだめって。でね、ねーちゃまが来るとココアを作ってくれるの」

「そうか。だいたい何日おきくらいで来てくれるんだ？」

「二日に一回くらいかな。それで、週末になるとぎゅーって抱っこする感じ」

　それはまたけっこうな頻度で。どうりで冷蔵庫の牛乳も賞味期限が新しめなわけだ。

「ほかにどんなことをしてもらってるんだい？」

「ねーちゃまはあんまり、おしゃべりしないから。いつもいっしょにココアを飲んで、テレビを見て、お掃除してくれて、たまにお買い物してきてくれて、おやつを食べるけど、あんまりおしゃべりはしてくれないの。みーちゃん、ねーちゃまに嫌われてるのかな」

「いや、嫌われてはいないと思うぞ」

　むしろ、母性本能むきだしな気がする。

　美佳の部屋が片付いているのも、紫さんあってのことか。他ほかの妹候補たちには、紫さんは干渉していないみたいだけど、美佳は最年少だし仕方ないよな。

「紫さんがいない日は、ご飯はどうしてるんだ？」

「みーちゃんね、届けてくれるピザが好き。まん丸だし。メープルもピザ好きなんだよ。オレはハチミツトッピングで。だって！　メープルはおこちゃまだね」

　メープルのキャラがいまいちわからないけど……それはそれとして、デリバリーのピザか。あれってけっこう高いんだよな。

「みーちゃんお腹へっちゃった。にーちゃま！　ピザたべよ！　今日はにーちゃまがいるからＬサイズだね。みーちゃんがごちそうしてあげるね」

「お、おう」

　またしても妹（候補）にごちになるのか。ここは俺が！　と、言い出しそうになったけど、こらえた。今のところ、俺は他ほかの妹候補たちにもごちそうになっている。ここは公平にごちそうになろう。



　美み佳かは電話でピザを注文した。ピザ屋さんはいつも利用しているお店らしく、美佳が「いつものやつをＬサイズでお願いします」と言うと、それで通じてしまった。

　ピザが来るまでの間、一緒にケーブルテレビのアニメ専門チャンネルを見つつ、それとなく、俺は部屋の中に例のマニュアルがないか探してしまった。

　見当たらないところをみると、紫むらさきさんがきちんと目に付かないところにしまったのかもしれない。

　ほどなくして、ピンポーンとドアチャイムがなった。美佳が液晶画面付きのインターフォンで、レジデンス太たい子し堂どうの玄関ホールを確認する。ピザの宅配の人だった。美佳が「今、鍵かぎを開けます。お願いします」と、相手に告げて、玄関のロックを解除する。宅配の人も慣れたもので、すぐにもう一度、ドアチャイムが鳴った。

「にーちゃま来て！」

「あ、ああ」

　一緒に部屋の玄関まで行き、ピザを受け取った。美佳がメープルの背中をまさぐりだす。メープルにはチャックがついていた。それを開いて、中からピンクのお財布を取り出し、一万円札を差し出した。宅配の人はおつりを数えて美佳に渡し、帰っていく。

「にーちゃま。今日はおつりが六千五百二十円だったよ。五百円玉ゲットだね」

「もしかして、一万円札で払ったのは小銭が欲しいからなのか？」

「うん！　あのね、みーちゃん十円玉も好きだよ」

　美佳はお札をお財布にしまって、そのお財布をメープルの中にしまうと、五百円玉はリビングにある豚の貯金箱に入れた。

　残った二枚の十円玉を幼い瞳ひとみが見つめる。熱々のピザの箱を手に俺は首をかしげた。

「どうしたんだ美佳？」

「今日の十円玉はいまいち」

「いまいち？」

「うん。当たりだと、ぴっかぴかで綺き麗れいなんだけど、今日のは真っ茶色」

　お札にはピン札ってのがあるけど、硬貨も新しいやつだと結構綺麗だよな。十円玉なんて特にそうだ。

「それは残念だったね。冷める前に食べよう。というか、ごちそうになります」

「うん！　食べよう食べよう！」

　俺はキッチンの食器棚から取り皿を出して、リビングのテーブルに並べた。

　ピザの箱にはタバスコの小袋がテープで貼はり付けられていた。美佳の冷蔵庫にタバスコはないので、これを使わせてもらおう。

　箱を開くと湯気があがった。ピザは熱々だ。

　宅配ピザなんてほとんど食べた記憶がないな。ばあちゃんがしっかり俺にご飯を食わせてくれてたからなんだけど……ちょっとだけ、わくわくしている自分がいた。

　ピザはクワトロというやつで、四種類のピザを一枚で楽しめるものだった。

　サラミやソーセージのミート系に、バジルソースベースの魚介系。チーズたっぷり、チーズしかのっていないチーズ系に、フレッシュトマトとモッツァレラチーズのシンプル系。ちょっと胃もたれしそうなくらいのボリューム感だ。

「わぁ。今日はみーちゃん、チーズのにしよっと」

「今日は？」

「一回じゃ食べきれないから、とっておいて、あとでレンジでチンして食べるんだよ」

　なんだか切ない食べ方だ。

「けど、今日はにーちゃまと一緒だから、おいしいうちにいっぱい食べられるかも。にーちゃま、食べて食べて！」

　小学生に気を遣われてしまった。美み佳かはチーズたっぷりのチーズピザを一枚、自分のお皿にのっけた。俺はミート系と魚介系を一枚ずつ皿にのせる。

「あう……ここからが試練なの」

　美佳が急に深刻な顔をした。

「どうしたんだ？」

「これ、使わなきゃいけないから。みーちゃん、いっつもピザで困るの」

　美佳は箱についていたタバスコの小袋を手にして、じっと見つめていた。

「使わなきゃいけないって、タバスコのことか？」

「うん。これないほうがおいしいと思うのに……」

「ついてるからって無理に使わなくてもいいんだぞ」

「そうなの？」

「ああ。そうなんだ」

　今までずっとからいピザを我慢して食べてきたのか。不ふ憫びんすぎる。

「じゃあどうしよう。にーちゃま飲む？」

「タバスコを飲ますな！　まあ、使わずに捨てるのももったいないか。今度から、タバスコはなしでってお願いすれば……いや、待てよ」

　何かのテレビ番組で見たのを俺は思い出した。

「さっきのおつりの十円玉を貸してくれないか」

「うん！」

　テーブルの上に並べていた十円玉の一枚を、美佳は俺に手渡した。ついでに美佳にティッシュを何枚か、とってもらう。

「にーちゃま、なにするの？」

「このタバスコを十円玉につけるんだ」

「おいしいの？」

「食べるわけじゃないぞ」

　タバスコを少量出して、十円玉に塗ると俺はティッシュで磨くように拭ふいた。すると、みるみるうちに十円玉が光沢を取り戻す。

　十円玉は銅でできていて、その銅は酸化しやすいらしい。タバスコに入っている成分が、還元反応を起こして汚れが取れるというのだ。

　両面をぴかぴかに磨いて、俺は美み佳かに十円玉を返した。大きな瞳ひとみがキラリと輝く。

　もう一枚の十円玉と並べて、美佳は俺の顔と十円玉を交互に見てからつぶやいた。

「にーちゃま、魔法使いだったんだ」

「魔法使いとはまた、大げさな」

　テレビの受け売りなので、こんなに喜んでもらえると逆に罪悪感すら覚えるな。

　美佳は、綺き麗れいになった十円玉がうれしいみたいで、笑顔が絶えない。大はしゃぎだ。

「すごいすごい！　みーちゃん、にーちゃまをリスペクトしました。こんど学校のみんなに教えてあげよっと。にーちゃま、教えてもいい？　特許権とか大丈夫？」

「だ、大丈夫だよ。それじゃあ食べようか」

　うんと、美佳は大きくうなずいた。仕草の一つ一つが幼くて素直で、本当に愛らしい。

「「いただきます」」

　二人で一緒にピザを食べた。美佳はチーズピザとミート系の二枚でおなかいっぱいになったみたいだ。俺は四種類を制覇したところで、チーズのボリュームにすっかり打ちのめされた。おいしいけど、これはもっと大人数で分けて食べるものだよな。



　食後に牛乳たっぷりのココアを飲んで落ち着いた。結局、残ったピザはお皿に移してラップをして冷蔵庫行きだ。ケーブルテレビのアニメ専門チャンネルをぼんやり見ていると、美佳が折り紙のパックをテーブルの上にちょこんと置いた。

「にーちゃま、折り紙して遊びましょ」

　平和だ。銃撃戦のゲームなどと比べたら、なんて女の子らしいんだろう。

「なにを作ろうか」

「みーちゃん、鶴つるが折れるんだよ。なにもみなくてもできるんだから」

　えへんと美佳は胸を張った。ちょっぴりドヤ顔だ。あぁ可愛かわいい。他ほかに感想が出ない。

「じゃあ、俺に鶴の折り方を教えてくれるかな？」

「いいよ！　えっとねー。まずは紙を選びます。みーちゃん今日はオレンジがいいな」

「じゃあ、俺も適当に……」

　折り紙のパックから紙を一枚引き抜いた。おっ……当たりだ。金色の紙だった。

「だ、だめー！　にーちゃま金ぴかはだめー！　戻して！　急いで戻して！」

　美佳が急に泣き出しそうになったので、俺は慌てて金を戻して、代わりに青い折り紙を引っ張り出した。

「金はだめなのか？」

「貴重だから、ここぞと言う時じゃなきゃ使うのはよくないの！　にーちゃまはでりかしーが足りない」

「す、すみません」

　たしかに金とか銀の紙って、パックに一枚しか入ってないんだよな。希少だ。

　美み佳かに教えてもらって、折おり鶴づるを折った。昔は折れたはずなのに意外と覚えてないもんで、彼女に手取り足取り教えてもらった。

　オレンジと青の折り鶴ができあがり、美佳はうれしそうに鶴をテレビ台の上に並べた。

　俺の折った青の鶴は、どことなく不格好だ。美佳の鶴と並べると余計にそう感じて、やり直したい気持ちになる。

「にーちゃまの鶴と美佳の鶴が並んで飛ぶんだよ」

「あ、ああ。そうだな」

　美佳は思いだしたように、部屋の壁掛け時計に視線を向けた。

「あっ！　急がなくちゃ！　にーちゃまちょっと待っててね」

　メープルをスツールに座らせると、美佳は寝室に行ってすぐに戻ってきた。手にはタブレットを持っている。

　美佳はタブレットのアプリを起動した。ちびっ子に大人気の、きのこを育てるアプリだ。原木にびっしり生えたきのこを、美佳は指でぐいっとドラッグした。

　ぽぽぽん！　という軽快な効果音を出しながら、育ったきのこたちが収穫される。

「美佳はきのこが好きなのか？」

「うん！　すっごくかわいい！　それに、いっぱいぬきぬきできるの。にーちゃまもぬきぬきしていいよ」

「あ、ああ。じゃあ遠慮なく」

　俺が指で二列まとめてドラッグした瞬間、美佳が声をあげた。

「にーちゃまそんなに一気にぬきぬきしちゃったら、らめぇ！」

「い、いや美佳がやっていいって言ったからやったんだぞ」

「そうだけどぉ、一回でこんなにいっぱい、にーちゃますごすぎですからぁ」

　なぜか恥ずかしそうに美佳は顔を赤らめる。タブレットを返却すると、美佳は再びきのこが生えるようにセッティングしなおして、アプリを閉じた。

「ふぅ……これで一安心だね」

「一安心っておおげさな」

「ちゃんとしておかないと、明日もぬきぬきできないから、これで大丈夫なの」

　さようですか、お嬢様。

「そうだにーちゃま！　ご本読んで！」

「いいぞ。どんな本でも読んであげよう」

　美佳はもう一度、俺にタブレットを渡してきた。なるほど電子書籍か。きっと紫むらさきさんが本の読み方や買い方を、美み佳かに教えてくれたんだろうな。

　電子書籍のアプリを起動してアカウントを確認すると、紫むらさきさんの名前で登録されていた。画面内の書棚には、いくつも絵本が登録されている。

「美佳はどの本がいいんだい？」

「みーちゃんもう六年生だよ？　絵本は去年卒業しました。お姉さんですから。でも、漢字がいっぱいで難しいから、困ったの」

「困ったって……児童書なら、ふりがなだってふってあるよな？」

「みーちゃん、自分で本を選んで買ったの！」

　なるほど、美佳はちょっぴり背伸びをしてしまったらしい。その買った本を俺に読んでほしいってわけか。

「どれなんだ？」

「えっとね、これ！」

　書棚をフリックで切り替えると、美佳は本の表紙をタップした。

　一瞬だけちらりと表示された表紙は、アニメチックな絵だった気がする。

　すぐに本文が表示された。タイトルは『姫騎士マリア』だ。

「にーちゃま早く早く！」

　どんな内容かわからないけど、ファンタジーものかな。俺はページをめくって一行目を声に出して読んだ。

「お、オークの赤ちゃんなんて産みたくな……ストップ！」

「にーちゃま、オークってなに？　赤ちゃんって、赤ちゃんのこと？」

　美佳が意図的に俺を窮地に追い込んでいるとすれば、たいしたやつだ。けど、こんなことを俺にさせるメリットは、美佳にはない。つまり天然である。ピュア、恐るべし。

「なあ美佳。この本は大人向けなんだ」

「みーちゃん大人だよ！　メープルのお母さんだもん」

「こ、これは大人の男の人しか読んじゃいけない本なんだ。法律でそう決められてる」

「法律で？　ほんとに？」

「ああ。だから、この本はやめよう」

「もうっ！　なら、買えるようにしておくのがいけないと思う」

　まったくもっておっしゃるとおりです。俺はタブレットを操作して、購入できる本の対象年齢を「十二歳まで」に変更した。

「本はまた今度にして、もっと他ほかのことをしよう！」

「うーん、にーちゃまがそこまで言うならしょうがないなぁ」

「なにか、やってみたいことはないか？」

　今、できる範囲内のリクエストなら、かなえてあげたい。

「あのね、みーちゃんお手伝いがしてみたいの。メープルといっつも相談してるんだよ。みーちゃん、大人のお仕事のお手伝いができる、立派なレディーになるって。アッコちゃんもケンタくんも、みんなおうちでお手伝いしてるのに、みーちゃんだけしてないのは変だもんね」

「紫むらさきさんのお手伝いはしたことないのか？」

「契約にないから、しないでください……って。みーちゃんいつも、見てるだけなの」

　胸にぐさっと言葉が刺さった。紫さんが美み佳かの様子を見に来てくれていたのは、やっぱり太たい子し堂どう陣じん矢やの遺言にあったからなのか？　それだけだとは思いたくないけど。

「そうか。美佳は、お手伝いがしたいんだな」

「うん！　お手伝いすると、お小遣いがもらえるんだって」

　世せ霊れ音ねよりも勤労意欲はしっかりあるみたいだ。お小遣いのためというのは、不純な動機っぽくも思うけど……働いた分の対価を得ることは悪いことでもない気がする。

　お小遣いじゃなくても、美佳ががんばったらその分、ささやかでもいいからご褒美があればいいのかも……ご褒美ってなんだ？　お金以外の報酬って……わ、わからん。

「お小遣い目当てでするのは、いかがなものかとも思うんだけど……美佳がお手伝いしたいってのは俺もよくわかった」

「にーちゃまに理解があってよかった……ふあぁ……」

　美佳はあくびをすると目をこすり始めた。時刻はまだ午後九時を回ったばかりだ。

「美佳はいつも何時に寝るのかな？」

「九時だよ。メープルは夜更かししたがるけど、びようの大敵だし。にーちゃま。みーちゃんもう、おねむしていい？　お風ふ呂ろはにーちゃまが来る前に、したんだよ」

「あ、ああ。こっちこそ気がつかなくてごめんな」

　美佳はふらふらとした足取りで、洗面所で歯磨きをしてから戻ってきた。もう、目が半分閉じかかっている。

「それじゃあ、おやすみなさい」

「そうだ、布団をかけてあげよう」

「うん。ありがとうにーちゃま。大好き」

　寝室についていくと、美佳は限界だったらしく、ばったりとベッドに倒れ込んでしまった。メープルを抱きしめて、もう寝息を立てている。

　体の下から掛け布団をひっぱりだし、美佳を寝かせて上から布団を掛けなおした。

　部屋の明かりを消してドアを閉めようとした瞬間、美佳がベッドの上で寝返りを打つ。

「……みーちゃんも、家族がほしいなぁ」

　もし、俺が美佳を選ばなかったら、美佳はどうなるんだろう。他ほかの妹候補たちだって十分に放っておけないけど……。俺はリビングに戻るとテレビを消してソファーに座った。

　なにをするわけでもなく、自室の鍵かぎが開く深夜十二時を待ちながら、美佳の部屋で考え続ける。考えはまとまらない。結論も出せない。

　明日は土曜日だ。なんだか悩んでいるだけで、一日が終わってしまうような気がした。








April４／13（sat）

７　襲来。逆襲。フルボッコ。



　引っ越してきてから、初めての週末がやってきた。

　昨晩から悩みっぱなしで、結局何一つ決められないままだ。ベッドから出て顔を洗い、洗面所で歯を磨いた。

　この一週間、放課後は妹候補たちの部屋に直行してばかりだったから、備え付けの冷蔵庫の中は空っぽだ。キッチンに調理器具や食器は一通りそろってるけど、洗剤とスポンジがあるくらいで調味料すら用意されてない。

「朝飯どうすっかなぁ……」

　着替えて牛ぎゆう丼どん屋かハンバーガーショップでも探しに行こうかと思った……その時。

　ピンポーンと、ドアチャイムが鳴った。

　液晶画面付きのインターフォンで確認する。レジデンス太たい子し堂どうの玄関ホールには誰だれもいなかった。画面を部屋の玄関に切り替えようとすると、どこかでガチャリとドアが開く音がした。……もしかして強盗か!?

　何かないかと俺はキッチンを探した。包丁はまずい。威嚇はできるかもしれないけど、相手に奪われた時に致命的なことになりかねない。

　俺は真新しいフライパンをキッチンの収納スペースから取り出した。これなら打撃武器兼盾になる……と、思う。フライパンを片手に、俺はリビングのドアの横に立った。入ってくる人間の死角になるよう、ぴたりと壁に背を付ける。

　フライパンの持ち手を握って待っていると、どたどたといくつも足音が近づいてきた。

　なんてこった。相手は一人じゃない。複数犯だ。強盗目的じゃないかもしれない。俺を誘拐して身代金を取ろうっていうのか？　この人数相手じゃ、まず太刀打ちできないぞ。

　リビングのドアが開いた。

　ええい、こうなったら一人くらいは道連れにしてやる。フライパンを振り上げた俺の腕が……肘ひじのあたりをぎゅっと握られて、振り下ろせなくさせられた……女の子相手に。

「にーちゃん物騒だな。なにしてんだ？」

「ちょ、な……なんで友とも美みがいるんだ？」

　小豆色のジャージ姿の友美が、俺の肘をそっと離してはにかんだ。

「なんでって言われてもなぁ。あたしだけじゃないし」

　ぞろぞろと妹候補たちがリビングに入ってきた。

「わぁ！　にーちゃまのお部屋のテレビおっきいね。それにすんごく広い！」

　メープルを腕に抱いて、美み佳かがリビングを駆け回った。相変わらず、ピンク系のふりふりっとしたエプロンドレスが似合ってる。

「お兄様のお部屋は七階フロアすべてなのですね。さすが太子堂を継がれる方……。さっそく朝食をご用意いたします」

　食材がたっぷり入ったエコバッグを片手に、地味でシンプルなワンピース姿の小さ百ゆ合りがほほ笑みながら、俺の手からフライパンを抜き取った。

「私に一言おっしゃっていただければ、毎日でも作りに参りますのに」

　小百合はキッチンに入ると、さっそく冷蔵庫と調味料類をチェックした。

「ああ、やっぱり。ご安心ください。必要なものはきちんと持って参りましたから」

「あっ！　あたし大盛りな！」

　友とも美みが挙手して小百合に訴えた。

「きっちり人数分しか用意してません」

「なんだよケチー！」

　こいつら全員知り合いなのか？　というか、なんで部屋に入ってきてるんだ!?

「……ぜぇ……はぁ……ふぅ……お水……」

　床をはうように世せ霊れ音ねがリビングに姿を現した。こいつ……最初に会った時と同じＴシャツ姿だ。洗って着替えていることを俺は切に願った。

　長い黒髪を引きずってはう姿は、まるでホラー映画のワンシーンみたいで怖い。

「お、おい！　大丈夫か？」

「……お兄ちゃん。お水をください」

「わ、わわわわかった！」

　慌てて戸棚からグラスを取り出し、キッチンシンクの蛇口をひねる。世霊音をソファーに座らせて、水を注いだグラスを手渡した。

「……やっぱり、外に出るのはつらいです」

「外じゃないだろ。マンションの建物内なんだし」

「……玄関から先は異界ですから……」

　水を飲み干すと、世霊音はせき込みだした。大丈夫なのか、こいつ。

　美み佳かがテレビ正面のソファーにメープルと並んで座り、リモコンを操作してテレビをつけると、さっそくアニメ専門チャンネルを選局した。

「わーい！　オレンジちゃんだ！」

　美少女戦隊フルーティアが放映中で、美佳は瞳ひとみを輝かせた。

　瞬間、世霊音が顔をあげる。その瞳が……こちらもキラキラ輝いていた。

「……オレンジちゃん好きなの？」

「うん！　ねーちゃまも好き？」

「……好きだよ」

「じゃあお友達だね」

「……うん。美佳ちゃん、ぎゅってしていい？」

　いきなり世霊音は美佳にお願いした。

「うーんと、えっと、いいよ！　お友達だから」

　世霊音が美佳を抱きしめながら、手で身体からだをまさぐるようにした。

「……はい。終わり」

「もういいの？」

「……うん」

　謎なぞのコミュニケーション方法だけど、美み佳かが嫌がってないし……気にしないでおこう。

　アニメ好き同士が友情（？）で結ばれたところで、ようやく俺は気づいた。

　優ゆう希きがいない。背が高くて一番目立つはずなのに……いったいどうしたんだ？

　玄関に続く廊下をのぞき込むと、Ｔシャツにオーバーオール姿の優希が、廊下の突き当たりで膝ひざを抱えて体育座りをしていた。

「お、おい優希。なにしてるんだ？」

　優希は顔をあげた。涙目だ。

「兄さん！　お、女の子がいっぱいで……ボク……ボクッ！」

　小刻みに震えている。姉妹でも、女の子への苦手意識はなくならなかったのか。

「そんなところに座ってないでこっちにこないか？」

「わ、わわわわかったよ兄さん」

　生まれたての子鹿のように足をぷるぷるさせながら、優希はなんとか立ち上がった。

　キッチンからベーコンエッグの焼ける匂においが流れてくる。それにトーストの匂いも加わって、余計に食欲が刺激された。

　小さ百ゆ合りがフライパン片手に友とも美みにほほ笑む。

「友美さんは長女ですから、妹の手本になるよう率先してお手伝いをお願いします」

「な、なんだよ長女って！　あたしはにーちゃんの妹だぞ！」

「お皿を用意してください。私はベーコンエッグで手が離せません」

「使われてるみたいでしゃくに障るし」

　友美と小百合が視線で火花を散らしだした。すると、ソファーからぴょこんと美佳が立ち上がる。

「みーちゃんお手伝いする！」

　キッチンにとてとて走っていく美佳が、いきなり足をもつれさせた。

「危ないっ！」

　俺が声を上げた時には手遅れだ。美佳が豪快にスッ転ぶ……かと思いきや、寸前のところで超反応をみせたのが優希だった。美佳の体をそっと後ろから抱き、支える。

　美佳は自分になにが起こったのかわからず、きょとんとしていた。

　ぱっと、優希が美佳の体を解放する。美佳は振り返って優希を見つめた。優希がほっと胸をなで下ろして、美佳に聞く。

「大丈夫？　部屋の中で走ると危ないよ」

「うん！　ねーちゃまありがと！　みーちゃん、いご気をつけます」

　美佳の笑顔に優希の表情が緩んだ。優希から見て、美佳はまだ女子未満の児童なので、苦手の対象外になるらしい。

　美み佳かはくるんと反転して、今度はゆっくり歩きながらキッチンに入ると、食器棚から食器を取ろうとした。けど、棚が高くて、小柄な美佳には上の方のお皿がとれなかった。友とも美みが肩をすくめる。

「しゃーないな。ったく。重たいから気をつけろよ」

　食器棚から皿をとって、友美は美佳に手渡した。

「ありがと！　ねーちゃま！」

「ねーちゃまって……ま、まぁちびっ子に言われるのは仕方ないか」

　美佳のかわいらしさは友美も認めざるをえないみたいだ。それはそれとして、友美と小さ百ゆ合りが若干ギスギスしてるのが気になるな。と、考えた俺を背後から震える声が呼んだ。

「……お兄ちゃん……お水……おかわり」

「世せ霊れ音ねも少しは美佳を見習おうか？」

「……また今度、機会があれば」

「ハァ……わかったよ。水でいいんだな」

　ため息混じりに世霊音の手から空のグラスを受け取った。

　さっきから、どこを見ていればいいのかわからないめまぐるしさだ。

　三個口のコンロをすべて使いこなしつつ、小百合が俺に向き直る。

「お兄様。今日は簡単なものしかご用意できずに申し訳なくおもいます」

「十分すぎるよ。ありがとう小百合。ところで、どうして俺の部屋に全員いるんだ？」

「詳しい事は、お食事ができてからにしましょう」

「何か手伝うことはないか？」

「では、インスタントのカップスープがありますので、お願いします」

　水洗いしたレタスをちぎってボウルにいれ、ドレッシングであえながら、小百合は俺にほほ笑んだ。



　トーストにベーコンエッグと、カップのコーンポタージュにサラダという、洋風な朝食ができあがった。ダイニングには六人掛けの大きなテーブルがある。俺は真ん中で、左右の席に友美と小百合がついた。対面側には俺から見て、向かって左から美佳、優ゆう希き、世霊音の順で並んでいる。

　みんなでテーブルを囲んでの朝ご飯だ。にぎやかになるかと思いきや……。

　全員が食べ終えるまで、会話らしい会話がない。ぎこちない空気が支配していた。

　世霊音が食べ終わって席を立つと、いきなり友美の脇わきに立つ。

「……あ、ああ……身体からだが勝手に……」

　いきなり何の脈絡もなく、世霊音は友美に抱きついた。

「ちょ、ちょっと！　いきなりなにしてくれやがるんだよ世霊音！」

「……立ちくらみがして」

「あっ！　こらやめろって。胸にぐりぐりすんなよ」

　胸に顔をうずめてくる世せ霊れ音ねに、友とも美みは耳の先まで真っ赤になった。

「……立ちくらみなおりました」

　ぱっと友美から離れると、世霊音は何事もなかったようにつぶやいて席に戻った。

　友美が顔を赤らめたまま、困惑しながら声をあげる。

「そ、そそそそそれにしても、パンうまかったなぁ！」

　どういうはぐらかし方ですか。それに世霊音も世霊音でなにがしたいんだ。

　小さ百ゆ合りがちょっぴり自慢げな顔になった。

「昨晩のうちに作っておきましたから。手作りといっても、全自動のホームベーカリーですけど。お兄様のお口にはあいませんでしたか？」

「すごくおいしかったぞ。ところで、昨日から準備してたってことは、今日、ここに集まるのは決まってたのか？」

「はい。その様子ですと、お兄様は知らされていなかったみたいですね。私たちの部屋の鍵かぎは、週末に自室と７０１号室の兼用になるんです」

「そんなの聞いてないぞ！」

　たった二週間しかないんだから、一日も無駄にはできないんだろうけど、こういう形になるとは予想外すぎる。友美が腕組みしてうなずいた。

「だからにーちゃん、フライパンなんて構えて緊張してたんだな。強盗でもきたかと勘違いしたってわけだ」

　友美に図星を突かれて俺はドキッとした。素直に白状しよう。

「ああ。そうなんだ。なにも聞かされてなくて、寝起きにびっくりしたぞ」

　これも遺言通りなんだろうな。今更、紫むらさきさんに確認するようなことでもないか。

「それで、お前たちは知り合い同士なのか？」

「いや違うぜ」

「いいえ、違います」

　友美と小百合が同時に俺に返して、再びにらみ合う。

「あたしがにーちゃんに説明すっから、ここは任せてもらおっか？」

「お兄様にきちんとお伝えする役目は、私のような冷静な人間こそ適任かと思います」

「あ、あたしは一番年上の妹だぞ！」

「なら、なおさらお手を煩わせるわけにはいきません。私がお兄様に説明いたします」

「ずるいぞ！　そうだ勝負しようぜ！　じゃんけんで勝った方が説明するんだ！」

「お断りいたします」

　友美と小百合はまるで水と油だ。ここは俺が仲裁しなきゃいけないな。

「勝負はしなくていいから。あ、そうだ二人に代わって世霊音。説明してくれないか？」

「……面倒くさいです」

　お前というやつは……仕方ない。美み佳かには無理だから優ゆう希きに頼もう。

「優希。説明を頼む」

　優ゆう希きはぎこちなく、首だけをこちらに向けた。

「女の子が、こ、こんなにいっぱいいたら……無理だよ！　き、緊張するんだ！」

「女の子って、姉妹だろ」

「しょ、初対面なんだよ！」

　俺は仕方なく小さ百ゆ合りに確認した。

「本当か？」

「本当です」

「あ！　にーちゃん、そこはにーちゃんも一目置くこのあたしに聞くべきとこだろ？」

　友とも美みは悪いやつじゃないんだけど、話をややこしくしそうで心配だ。

「友美たちはお互い初対面の割に、仲がよさそうな感じがするけど……」

「にーちゃんだって、最初っからある程度はフレンドリーだったぞ。たぶん、あたしらが家族だからじゃないか？」

　小百合が付け加えた。

「家族と言うには語弊がありますが……たしかに不思議ですね。きっと、みんなお互いのことは知らなくても、お兄様という存在を共有していたから、それが良かったのかもしれません」

「着替えとかはどうするんだ？　いちいち部屋に帰るのか？」

　美み佳かが無邪気にほほ笑んだ。

「みーちゃんね、帰らなくていいようにお泊まりリュックをもってきたんだよ！」

　友美がＶサインを作る。

「あたしもサバイバルセットだぜ！」

　小百合が小さく肩をすくめた。

「キューちゃんのごはんとお水はあらかじめ用意しておきましたし、私も基本的には滞在する予定です」

　世せ霊れ音ねがぼんやりとした表情でつぶやく。

「……ネット使える？」

　優希はずっと、一人テンパりっぱなしだった。

「ぼ、ボクは最悪、着替えなら兄さんの服を借りてもいいし。あ！　心配しないで。ちゃんと服は持ってきてるよ……あははは、あははは」

　ともかく、全員泊まる準備はできているみたいだ。って、泊まるのかよ!?

　俺が廊下に出て見に行くと、玄関にはリュックサックや旅行用のキャリーバッグが、ずらっと並んでいた。そんな俺に妹候補たちは子カルガモのようについてくる。

「置きっぱなしというのもあれだし、部屋は余ってるから、それぞれ選んで使ってくれ」

　そういえば、ちょうど寝室として使える部屋は六部屋だった。偶然かもしれないけど、一人一室だ。俺が宣言した途端、全員が部屋を探し始めた。一番広い部屋を友美が一発で引き当てる。

「ああ、友とも美みが開けたドアの部屋が、たぶん一番広いぞ」

　家具や収納はすべて備え付けられていて、ベッドもあるのでホテルの一室のような部屋だった。ここのベッドはワイドキングサイズだ。

「チッ……はずれか」

　友美は興味なさそうにつぶやいた。小さ百ゆ合りも、友美が見つけた部屋の次に広い部屋を確認して、そっと戸を閉める。優ゆう希きもおどおどしながら、部屋を探して廊下を徘はい徊かいしていた。そんな優希の背後から、世せ霊れ音ねがのしかかるようにおぶさった。

「……危ない。転びそうになりました」

「──ッ!?」

　優希が声にならない悲鳴をあげる。世霊音は優希の胸元に腕をまわすと、なでなでさわさわと怪しく両手をうごめかせた。

「……やっぱり……」

　ぽつりとつぶやいて、世霊音はすぐに優希を解放した。さっきから、世霊音はやりたい放題だ。

「い、いいいいいきなりなにをす、すすす……」

「……？」

「あうあうあ」

　世霊音に抗議しようと振り返った優希だけど、じっと世霊音に見つめられただけで、なにも言い返せなくなっていた。

　そんなやりとりのさなか、不意に幼い口ぶりの声が廊下に響く。

「あ！　みーちゃんここがいい！」

　一人、奥の方へと向かった美み佳かが笑顔になった。そこは……俺の部屋だ。

　全員が美佳を追いかけた。友美がほえる。

「ず、ずるいぞ！　あたしもそこがいい！」

「私もご一緒します」

「ぼ、ぼぼぼぼボクだって」

「……じゃあ、わたしも」

　全員が俺の部屋に荷物を運び入れた。

「うおおおおい！　ちょっと待て！　そこは俺の部屋だぞ！」

「だからここがいいに決まってんじゃんかよ！　にーちゃん、添い寝してやるぞ」

「友美さんから、なにかやましいたくらみを感じます」

「た、たくらみなんてねーよ！　別にいーじゃんか兄妹きようだいなんだし。だいたい、小百合の言うやましいってなんだ？」

「そ、それはその……なんでしょう？」

　友美のツッコミ返しに、小百合は眉まゆを八の字にさせると愛想笑いを浮かべた。

「みーちゃんもいっしょだよ。でもメープルは狭いのはごめんだぜ。だって」

「ボクは隅っこで膝ひざを抱えてるよ」

「……お兄ちゃん。早くＷｉ‐Ｆｉの設定して」

　結局、俺の部屋に全員が押し入り、居座ってしまった。勉強机の椅い子すを友とも美みが占拠し、部屋の隅で優ゆう希きが膝ひざを抱え、テレビの前に美み佳かがちょこんと座る。ベッドの上に世せ霊れ音ねが倒れ込み、小さ百ゆ合りは困ったように立ち尽くしていた。

「お兄様。提案があります。この部屋は手狭なので、私と別の部屋に移りませんか？」

　ベッドの上からむくりと世霊音が立ち上がった。ふらふらと小百合の方に歩み寄り、正面から抱きつく。

「ちょっ……な、なにをするんですか？」

「……あっ……ちょっと寝ぼけてて」

「寝ぼけていませんよね？　あの……なんで胸を触るんですか？」

「……おっぱい好きだから？」

　なんてけしからん女の子なんだ世霊音は。

「へ、変態ですか貴方あなたは!?　ともかく離してください」

　小百合ににらまれて、世霊音はすぐに小百合を解放すると再びベッドに倒れ込んだ。

「参りましょうお兄様」

　美佳が心配そうに俺を見上げた。

「にーちゃま行っちゃうの？」

「行かない。つうか、全員俺の部屋から出てくれ！　頼むから！」

「じゃあ勝負しようぜ！　にーちゃんVS最強妹軍団。怒ど濤とうの五番勝負だ。先に三勝した方の意見を採用する！」

「勝手に決めるな！」

「そうです。友美さん仕切らないでください。お兄様に主導権があるのですから。もちろん、お兄様は私を選んでくださいますよね？　それが運命なのですから」

「さっきからコソコソとにーちゃんを独り占めしようとしてるし、この友美ちゃんの目の黒いうちは、抜け駆けは許さないからな！」

「一番年上だからといって大きな顔をされるのは、不服です」

　友美と小百合がにらみ合う。美佳はそんな二人を交互に見ながら、涙目になった。

「や、やだよぉ。ねーちゃまがいっぱいできたのに、けんかしないで」

　ヒートアップしている友美と小百合には、美佳の声が届いていないみたいだ。

　小百合がフンッと鼻を鳴らす。

「お兄様。必ずしも長女が妹の代表である必要性は、ないのではありませんか？」

「お、お前がリーダーやるっていうのか？」

「お兄様が任命してくださるなら、なんでもこなします。お兄様、もし……こんな私でよければ、毎朝丹精込めて愛情たっぷりの朝食をご用意しますし、お弁当もお作りいたします。家の事はなんでもお任せください。妹以上のご奉仕をさせていただきます」

　最初に会った時よりも、ずいぶんアピールしてきたな。小さ百ゆ合りが焦っているように思えた。たぶん、友とも美みと張り合ってるんだ。

「そんなのはにーちゃんに彼女ができたら、彼女がやるポジションだろ？　ま、にーちゃんの女の子の趣味が、そういう堅苦しいのかっていうと違うと思うけどな。それより無趣味で奥手なにーちゃんには、あたしみたいな友達感覚の妹がベストマッチだっての！」

　今この場で決めろと言わんばかりの空気に、俺は心の中で頭を抱えた。

「それこそお兄様にご学友ができればよいだけのことです。貴方あなたに妹としての務めを果たせるんですか？　お兄様のご学友に勝負を挑んでうちまかし、ご学友の心を傷つけお兄様を学園内で孤立させてしまうのではありませんか？」

「うっ……そ、そんなことは……」

「では、私と勝負して接待プレイができますか？」

「せ、接待プレイなんてできるか！　真剣にやるからゲームは楽しいんだ！」

「やはりお兄様のご学友を、本気モードで撃退なさるおつもりなんですね」

「う、うわあああああああああ！」

　小百合は友美の根源的な弱点──勝負バカっぷりを見事に突いていた。止めないと友美が暴発しかねない。

「ま、まぁまぁ友美。お前がゲームでこてんぱんにしても、俺が謝っておくから……」

「じゃ、じゃあにーちゃんは、あたしを妹にしてくれるんだな？」

　いかん。決めなきゃならないんだけど、今はまだ、きちんと考えがまとまってない。まとめる時間が足りない。そんな俺に、小百合が優しくほほ笑んだ。

「お兄様。私を選んでくだされば、お悩みはすべて解消されます」

　このままだと小百合に押し切られそうだ。朝飯を作るところから、主導権を握るためのこいつの作戦は始まっていた。さすが、予習力ナンバーワン（俺調べ）の妹候補……。

「……マニュアル通りだね」

　ぽつりと、世せ霊れ音ねがベッドでうつぶせになったままつぶやいた。顔を横に向けて、泣き出しそうな美み佳かをじっと見つめている。優ゆう希きも二人のけんかより、美佳を気にしてその手を軽く握ってあげていた。世霊音の一言に小百合の顔が青ざめる。

「な、なにをおっしゃっているのか、わかりません」

　友美が涙目になりながら、世霊音のつぶやきに乗っかった。

「そーだそーだ！　小百合は紫むらさきさんがくれたマニュアル通りすぎて、こ、こっちはぐうの音も出ないくらいで、悔しいんだぞ！」

　小百合をびしっと指さして友美はほえた。

「ま、マニュアルなんて存在しません。なんのことだかさっぱりです」

　友美が俺をじっと見つめてくる。

「嘘うそなんかついてないよ。か、かく言うあたしも、和食は無理でも……お、おでんならできると思って……あれだけはマニュアルを参考にしたんだ」

　小さ百ゆ合りが泣きながら俺に訴えた。

「嘘うそです！　友とも美みさんはありもしないお兄様攻略マニュアルの存在をでっちあげて、私を悪者にしようとしているんです！　信じてくださいお兄様！」

　優ゆう希きが右手で美み佳かの手を握ったまま、左手をちょこんと挙げた。

「ボクは兄さんに気に入ってもらえる、かわいい妹なんてできなくて……というか、女の子未満の存在だから、小百合がすごいなって思って。理想の妹ぶりを尊敬しちゃったよ」

　フォローのつもりかもしれないけど、優希の証言でさらに小百合の表情が固まった。

　友美がしゃがんで目線を合わせてから、美佳に聞く。

「美佳はどうだ？」

「えっと、えっと、マニュアルってなぁに？」

「紫むらさきさんから白い本をもらったろ？」

「あー！　みーちゃんそれ知ってるよ！　でも、難しい漢字がいっぱいで読めないの。大人になったら読めるようにって、しまってあるんだよ」

　なるほど。美佳はそもそもマニュアルがなんなのか、わかっていなかったのか。

　小百合の肩が、けいれんするように震えている。

「わ、私はマニュアルなんて……し、知りません。そんなもの、あるわけないです」

「そのマニュアルなんだけどな、俺……初日に世せ霊れ音ねの部屋で見てるんだ」

「は、はい？」

「マニュアルのことは俺には秘密にしておかなきゃいけなかったらしいな。悪い。うっかりとはいえ、見つけちまって。小百合はマニュアル通りにがんばっただけなのにな」

　小百合が頭を抱えて絶叫した。

「い、いやああああああああああああああああああああああああああああ！　恥ずかしいです。お兄様思いの料理が出来る家庭的で理想的な妹になろうと、こんなに！　こんなにがんばったのに！　がんばったんです！　なのに全部、知っていたんですね……うう、言い訳までして……私、腹黒どころかブラックホール内蔵の真っ黒すぎの光すらねじ曲げる暗黒重力的存在じゃないですか！」

「お、落ち着け小百合。俺が悪いんだ」

　という、俺の謝罪を受け入れる余裕すら、小百合にはなかった。

「世霊音さんひどいです。マニュアルがあることをお兄様に教えてしまうなんて……」

「……相手に合わせるのって、疲れるから」

　友美が憐れん憫びんのまなざしを小百合に向けている。

「ま、あたしも恋愛シミュレーションゲームが得意だったら、小百合みたいに『にーちゃんを攻略してやろう！』って、おもったかもしれないけど」

　小百合が目を真っ赤にして友美に詰め寄った。

「当然です！　むしろ私の方が普通なはずです！」

「お、おい！　ちょっと近いって！　にーちゃん小百合が近い！　なんかすごく近い！」

　なんだその「近い」を連呼するクレームは。ともかく小さ百ゆ合りを落ち着かせよう。

「小百合。まずは深呼吸をしよう。もう大丈夫。大丈夫だから。胸に手をあてるんだ」

　小百合は友とも美みから俺の方に向き直った。目が虚うつろだ。なにを思ったのか、小百合は俺の手を取ると……。

「わ、わかりました。胸に手をあてます」

　ぷにょん……と、柔らかいものを、俺の手のひらが包み込んだ。友美が吠ほえる。

「ちょ、な、なにしてるんだよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　小百合は虚ろな瞳ひとみのままつぶやいた。

「胸に手をあててるんです。スーハー……スーハー」

「にーちゃんにおっぱい揉もませてるようにしか見えないんだけど！」

「おっぱ……はっ!?」

　極限状態においこまれすぎて、朦もう朧ろうとしていた小百合の意識が戻った。

「はわああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　小百合が悲鳴をあげた。

「う、うわああああああああああああああああああ！」

　釣られて俺も声を上げる。

「にーちゃんもいつまで触ってるんだよ！」

　友美が俺の手を小百合の胸から引っぺがした。小百合がへなへなと床にへたりこむ。

「運命が……運命の糸が……切れてしまいました。死にます。私……死にたいです」

「……死なないで。事故だから」

　事故の引き金となった世せ霊れ音ねにまで、小百合は同情された。

　混こん沌とんとした状況に、俺が途方に暮れていると、不意にスマホの着信音が鳴った。友美が俺の勉強机の上にあったスマホをとって、投げてよこす。

「うわ！　投げるなよ」

「ちゃんとキャッチできたんだし、いいじゃん」

　まったく。友美の女子力の低さも優ゆう希きとセットで考え物だ。スマホを通話モードに切り替えると、俺は耳を疑った。というか、電話が来たので、てっきり紫むらさきさんだと思っていた。発信者名が目に入っていなかった。

「お、おう。どうしたんだ万ま里り子こ？」

　と、俺が返事をした瞬間、友美と優希が耳をそばだてた。「死にます」とつぶやいて座り込んでいた小百合が、俺を見上げる。

　ぐったりベッドを占拠していた世霊音まで、ごろんと寝返りをうって俺の方を向いた。

「今、女の名前を呼び捨てにしたぞ！」

「お、おおおおお兄様ったら、恋人がいらしたのですか？」

「さすがボクの兄さんだね。入学早々、彼女さんがいるなんてすごいや。ボクなんか足下にも及ばないよ」

「……お兄ちゃんに彼女がいるなんて……死にたい」

　美み佳かだけが、不思議そうに首をかしげている。

　万ま里り子こも万里子で、騒がしい声が気になるみたいだ。

「あ、いやその。テレビだよ！　テレビの音」

　とりあえず、万里子は納得してくれたっぽい。

「それで、こんな朝っぱらからなにか用事か？」

　万里子は俺がきちんと起きてるか心配してくれたらしい。俺は受話器越しに返した。

「これでも結構規則正しい生活リズムをこころがけてるんだ。自慢じゃないけどな」

　ご飯を食べてるかも気にしてくれた。

「あ、ああ。大丈夫だよ」

　俺の無事（？）を確認して、満足したのか万里子の方から通話を切ってしまった。

　友とも美みと小さ百ゆ合りが視線で意思疎通をすると、互いにうなずき合う。

「にーちゃんに彼女……今は姉妹で言い争ってる場合じゃないな」

「そうですね。このまま死んでしまいたい気持ちでしたが……お兄様の恋人がどのような方なのか、知りたくなってきました」

　何かよからぬ事を考えていそうな友美と小百合に、俺はくぎを刺した。

「彼女じゃないって。偶然再会した小学校時代の友達だよ」

「お、幼なじみじゃんか！　にーちゃんそれって、フラグだろ！」

「幼なじみが運命の再会？　私という存在以上に運命を感じます」

「勘ぐりすぎだぞ二人とも。運命だなんて大げさな……」

　ため息混じりに俺が視線を優ゆう希きに向けると、今度は優希が青い顔をしていた。

「も、もし兄さんの彼女さんが、ここに遊びに来たら、ボクは……ボクは耐えられないかもしれない！　姉妹ですら緊張するのに！　兄さんの彼女さんと対面したら、し、死んでしまうかもしれないよ！」

　さっきから死にそうな妹ばかりで困る。美佳がちょこんと首をかしげた。

「にーちゃま。彼女ってなぁに？」

　答えに詰まる俺に代わって友美が胸を張った。

「いいか美佳。彼女ってのはガールフレンドのことだ。女友達だ。にーちゃんはそいつとイチャイチャする気なんだよ！」

「えー！　みーちゃんはないがしろですか？」

「そういう事態になるかもしれないんだ。あたしたちは団結して事に当たらなきゃな」

「にーちゃま、みーちゃんのことをないがしろはやだよぉ」

　俺の足にコアラみたくしがみつき、美佳は潤んだ瞳ひとみで見上げてきた。本気で「ないがしろ」になるのを心配してるっぽい。

「みーちゃんよりも大事なの？」

「世の中には順番をつけられない……つけちゃいけないことがあるんだ」

　美み佳かだけじゃなく、友美まで俺を半泣きでにらんでいる。

「きっと、にーちゃんの彼女ってくらいだから、実銃の扱いとかも慣れてて、飛行機やヘリも目隠しで飛ばせるくらいすごいんだよな？」

　どういう人間を想像してるんだ友とも美みは。

「いいえ。きっと調味料を一グラムの狂いもなく使い、手順も完かん璧ぺきで効率よく調理できる方に違いありません。もちろんレシピなんて見ないんです！」

　万ま里り子こはお弁当のから揚げを焦がすような、ごくごく普通の料理手腕の持ち主だぞ。

「きっと、とても女の子らしくてかわいい人なんだろうね」

　背中を丸めて小さくなる優ゆう希き。確かに万里子の女子力は高めかもしれないけど……。

「……外を出歩ける人なんだ」

　世せ霊れ音ね。お前のハードルだけ、低すぎです。

　妹候補たちの視線が俺に集まった。

「だ、だからその……だな」

　万里子のことをこれ以上どう説明していいか悩んでいると、不意にドアチャイムが鳴った。俺は逃げるようにインターフォンを取る。

「は、はい！　太たい子し堂どうです」

『陽よう一いちさん。東雲しののめです。入ってもよろしいですか？』

　インターフォンの画面に、ビシッとスーツを着込んだ女性の姿が映っていた。

「ど、どうぞ。今、鍵かぎを開けます」

　インターフォンを操作してロックを解除すると、紫むらさきさんがドアを開けて部屋に入ってきた。そのままリビングまでやってくる。俺たちも釣られるようにリビングに移動した。

　妹候補たちは神妙な面持ちだ。紫さんはさっと全員の顔を見回してから、俺に向き直った。

「妹は決まりましたか？」

「え!?　ま、まさか今決めろなんて言わないですよね？」

「ええ。可能でしたら是非、お願いします」

　妹候補たちのまなざしが再び俺に突き刺さった。みんな、不安げだ。

「ちょ、ちょっと待ってください紫さん」

「ちょっととはいつまででしょう？」

「いつまで……って。期限は来週のはずじゃ……」

　口ごもった俺を、紫さんはじっと見つめた。その冷淡なまなざしに耐えきれず、視線をそらす。なんの解決にもなってない。そんなこと、俺だってわかってる。

　紫さんは小さく息を吐いた。

「わかりました。来週……日曜日の午前中にうかがいます」

　最後通告のように、彼女は俺に告げた。

　小さく会釈をして、紫さんは部屋から静かに去っていった。その背中に、失望感の気配を感じた。決められなかった俺に、紫さんはがっかりしたんだと思う。

　彼女が７０１号室の外に出た瞬間、美み佳か以外の妹候補たちが、へなへなと脱力した。

「あの人、なんか苦手なんだよなぁ。あたしの野生の勘がおっかねぇってうずくんだ」

「私もです。珍しく意見が一致しましたね」

「ボクにとっては、女性でなくても恐怖の対象だよ」

「……審判をつかさどる者……怖い」

　美み佳かは小さく首をかしげた。

「どうしたの？　ねーちゃまたち変なの。ねーメープル？」

　威圧感を覚えない無邪気な美佳だけが、平常心を保っている。

　緊張から解放されたとたん、友とも美みが急に挙手をした。

「そ、そうだ！　みんなで遊べるゲームを持ってきたんだ。どうせ家にいて暇なら、みんなで遊ぼう。な！　いーだろにーちゃん？」

「お、俺はその……勉強もしておきたいんだけど……」

　私立校の学力レベルについていくのは大変だ。けど、こんな状況じゃ勉強なんて無理だよな。

「付き合いが悪いと彼女に嫌われっぞ？」

　まだそれを引っ張るのか。仕方ない。

「ええい。ならこうしよう。俺が勝ったら万ま里り子この件は今後一切、茶化すんじゃないぞ」

「んじゃあ、あたしが勝ったら……おっと、妹にするってのはなしなし。それ以外のお願いをにーちゃんがかなえてくれるってのはどうだ？」

「ず、ずるいです。ゲームを持ち込んだ友美さんが一番有利ではありませんか？」

「ぼ、ボクは遠慮しておくよ。ゲームなんてほとんどやったことないし」

「やらないと優ゆう希きに抱きついてほおずりしてやる。女子が苦手なら耐えられまい！」

「ひ、ひどいよ！」

「ふっふっふ。ひどくて結構！　美佳もゲームするよな？」

「うん！　メープルがね、本気モードだって！」

「んで、世せ霊れ音ねは？」

「……マイコントローラー使っていい？」

「ほほぅ。お主、できるな」

　俺はがっくりと肩を落とした。落胆……というか、力が抜けた。

「おいおい友美。この人数でやれるゲームなんてあるのか？」

「大丈夫だって。コンピューターゲームの歴史に名を残す、超名作すごろく系ボードゲームだから。拡張パックで六人までいけるんで心配無用。運の要素も強く絡んでくるから、美佳でも優勝できるかもな」

「いったいどんなゲームなんだ？」

「スーパー大戦略鉄道王だよ。にーちゃん知らないのか？　東とう京きようを出発して、目的地駅を目指しながら各地の企業を買収していくんだ。太たい子し堂どうグループの球団なんかも、名前を変えて登場してるんだぜ！　次期社長としては負けられない戦いがここにある！　だろ？」



　結局、俺の週末はこのゲームを遊び倒すという、不毛な形で終わった。しかも一度も首位になれないどころか万年Ｂクラス……最下位争いの常連だ。ゲームですら経営者の器でないことが知れてしまった。ちなみに二日間を通しての総合トップは意外な人物だった。

　無邪気さが引き起こす幸運と「子供に本気になるなんてかっこわるい」という、他ほかの妹候補たちのプライドやら油断やらによって加えられた手心が、美み佳かをトップの座につかせた。

　総合二位は、気配を消して一度もトップにはならなかったものの、何度も二位に入賞しまくった世せ霊れ音ね。三位はゲームの持ち主の友とも美みだけど、四位の小さ百ゆ合りとはほぼ同点だ。

　二人の成績が振るわなかったのは、主にこの二人がお互いに足の引っ張り合いをしていたからである。

　優ゆう希きはプレイ中も、他の妹候補たちを女の子と意識しすぎて、緊張しまくり本来の力を出せなかったみたいだ。それでも俺よりは平均的に成績が良かった。

　優勝した美佳の俺へのお願いは「みーちゃんが、納得がいくまで考えるの」と、いうもので、すぐにはわからなかった。あんまり無茶なお願いは、勘弁してください。
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８　外へ。外へ。ともかく外へ。



　月曜の朝、顔を合わせるなり万ま里り子こは俺の目の下のくまを心配した。妹候補たちとゲームで遊びすぎたなんて言えるわけない。七しち葉よう学園のレベルについていくために、徹夜で勉強をしてた……と嘘うそをついてプチ罪悪感だ。万里子から「今日の放課後、息抜きに遊びにいかない？」と誘われたけど、俺にはどうしても外せない用事があった。ごめんと謝って、隠し事をした罪悪感がさらに膨らむ一日だった。

　放課後、帰宅……といっても、自室に戻ることができない俺は、約束の時間まで玄関ホールで世霊音を待った。

「……昨日ぶりです。お兄ちゃん」

　先週、外に着ていく服がないといった世霊音は、黒を基調としたゴシックロリータ系のドレスに身を包んでいた。スカートは膝ひざ上くらいの短さでニーソックス姿だ。

「おお！　似合ってるぞ世霊音」

「……恥ずかしいです」

　世霊音はほっぺたを赤らめた。どんなにかわいい服でも、似合ってなければ魅力も半減だ。その点、世霊音はばっちり着こなしていた。

　部屋の中でぐでぐでしてた世霊音とは、まるで別人のようだ。

「……これで、わたしが妹ですか」

「それは気が早いんじゃないか？」

　俺の妹になるかどうかはひとまずおいといて、世せ霊れ音ねに必要なのは外に出ることだと思う。俺は彼女の手をとった。

「行くぞ世霊音」

「……行くって……もう、外に出ました」

「ここはまだレジデンス太たい子し堂どうの敷地内じゃないか」

「……魚は陸に上がれません。わたしは人魚ですから。外に出れば泡と消える運命です」

「お前には自分で道を選んで、一歩を踏み出せる足があるだろ！　いつかいっしょに日につ暮ぽ里りにある繊維の問屋街に行くって約束したじゃないか」

「……覚えててくれたんですか？」

「つい、一週間前の事じゃないか」

「……でも、外はもう暗くなっています。夜に街をうろつくなんて、不良です」

「明るかったら外に出るのか？」

「……すみません。嘘うそをつきました。明るくても出ません」

　妙なところで素直なやつだ。俺は軽く手を引いた。世霊音は歩き出すそぶりも見せない。俺は少し強めに世霊音を引っ張った。

　ずるずると、世霊音は俺に引きずられる。お前は散歩を拒否する犬か！

「行くぞ世霊音」

「……行けば吐きます」

「吐くな。我慢しろ」

「……頭痛がしてきました」

「なら頭痛薬を買いに行こう」

「……薬を飲むと眠くなるんです」

「ドラッグストアにはカフェイン入りのドリンクも売ってるからな。目が覚めるぞ！」

　ちょっと強引かもしれないけど、俺はもう一度世霊音の手を軽く引いた。

「……お兄ちゃん、無理矢理なんてあんまりです」

「ご、ごめん。痛かったか？」

　世霊音はフルフルと首を左右に振りながら、ゆっくり俺から離れると、玄関ホールにあるソファーにごろんと寝転んだ。

「……これでよし……と」

「よくないから！　ほら、行くぞ」

「……どうしてもですか？」

「どうしてもだ」

「……立たせてください」

　世霊音はソファーにあおむけで寝っ転がったまま、両腕を広げてみせた。小さな子が親に「抱っこ」をねだるみたいに。先週と同じような光景だ。

「立たせたら、今度こそ外に出てくれるんだな」

「……えっと……善処します」

　このままじゃらちがあかない。俺は……彼女の身体からだを抱き上げた。いわゆるお姫様抱っこだ。

「……抱っこ違いです。お兄ちゃん」

「嫌か？」

　世せ霊れ音ねは首を小さく左右に振った。長くて綺き麗れいな黒髪から、ほのかにフローラル系の良い匂においがする。い、妹（候補）なのに、ドキドキしてばかりだな……俺。

　抱き上げてみてわかったことだけど、世霊音は本当に細くて、ちょっと力を込めただけで折れてしまいそうで、心配になる。

「……お兄ちゃん。今日はずっとこうしていましょう」

「この状態でほかの人に見られたら、何事かと思われるんじゃないか？」

「……仲良し兄妹きようだいにしか見えません。それに、外はやっぱり……怖いです」

　世霊音はかすかに震えていた。本当に外が怖いんだな。俺はじっと世霊音を見つめた。

「大丈夫だ。俺がついてるから」

　世霊音の震えがぴたりと止まる。

「じゃあ、今度こそ行くぞ」

















　世せ霊れ音ねをお姫様抱っこしたまま玄関に向かって歩く。

「……突然ですが、急に気持ちが悪くなりました」

「なら吐け！　もういっそのこと吐け！　吐いて楽になれ！」

「……うう。あんまりです。口から泡を吹けといいますか」

　俺にぎゅっとしがみついて、世霊音は瞳ひとみを潤ませた。小さな手が震えている。青白い顔は、かすかに紅潮していた。

　本当は、世霊音も外に出たいんじゃないか？　不安が大きいだけで、期待がまるでないわけじゃない。世霊音の小さな唇が開いた。

「……お兄ちゃん。このまま外に出るんですか？　もう、逃げられませんか？」

「行くぞ世霊音。世界の広さを教えてやる。怖かったら俺につかまってろ」

　一歩ずつ、ゆっくりと歩みを進めた。世霊音は一層強く俺にしがみつく。

　玄関の自動ドアが近づき、スマートキーに反応してひとりでに開いた。

「……お兄ちゃん……信じても……いいですか？」

「ああ。俺なんかでよければ、信じてくれ」

「……なんかなんて言い方はしないでください」

「わ、悪い。不安になっちゃったか？」

「……はい」

「素直だな世霊音は。じゃあ、世霊音が安心できるように……俺を信じろ。お兄ちゃんの意見は絶対だ。お兄ちゃんがお前に、世界を見せてやる！」

　世霊音は小さく首をかしげた。リスみたいに小動物チックな仕草で。

「……世界は私に優しくしてくれますか？」

「もしそうじゃなくたって、俺が守ってやる」

　世霊音の瞳の奥で、かすかに光が灯ともった……気がした。

「……心の準備が……できました。まだ、自分の足で外に向かうのは怖いから……お兄ちゃん、連れて行ってください」

　世霊音は祈るようにつぶやいて目を閉じた。俺はそっとうなずく。

　ただ、外に出るだけなのに俺の方まで緊張してくる。

　世霊音の呼吸は速まって、体温も少し上昇した気がした。彼女の胸の鼓動が、早鐘を打っているのを感じた。少し息苦しそうだ。俺につかまりながら、世霊音はもがいていた。

　連れて行こう。広い世界へ。開いたドアの向こうから、春の南風が吹き込んでくる。

「…………ッ!?」

　世霊音はびくっと身震いした。

　彼女が怖おじ気けづく前に、俺は一気にドアの向こう側へと、彼女の身体からだを運ぶ。

　世霊音は目をぎゅっと閉じたままだ。俺は……俺たちは外へと一歩踏み出した。

「外に出たぞ。ゆっくりでいいから目を開けよう」

「……怖いです」

「大丈夫だ。俺がそばにいるから」

「……はい」

　世せ霊れ音ねはそっと目を開いた。それを確認してから、俺は静かに彼女の身体からだを降ろす。

　地に足を着けて、世霊音は自分の力だけで立つと空を見上げた。

　雲一つない、吸い込まれそうな夜空が広がっている。

「……外に……出ました……三ヶ月ぶりの外気です」

「ああ。小さな一歩かもしれないけど、偉大な一歩だ……って、三ヶ月前に外に出たことがあるのか？」

「……寝ている間に、引っ越しが済んでました。だから、こうして意識を保ったまま外に出たのは、本当にいつ以来か憶おぼえてもいません」

　言い切ると世霊音は深呼吸をした。

「大丈夫そうか？」

「……はい。あの……不安なので、手を握ってください」

「わかった。少し歩こうか。俺もここらへんの地理には疎いんだけどな」

　手をつないで、俺と世霊音は夜の住宅地を散歩することにした。世霊音はすぐに息を切らせるし、歩くスピードも遅い。一番近くのコンビニまで、普通なら五分もかからないところを、ゆっくり歩いて十分かかった。

「……お兄ちゃん。コンビニがあります。不夜城です」

「ここで夕飯を買っていこう」

「……もう帰っていいんですか？」

「まだ外に出たばっかりだろ。とりあえずお弁当を確保するんだ」

　一緒に並んでコンビニに入る。世霊音は店頭に入ってすぐの一等地に並ぶ「くじ引き」コーナーに、ふらふらと吸い寄せられてしまった。

　美少女戦隊フルーティアのくじが開催中だ。

「……Ａ賞がオレンジちゃん。Ｂ賞がアップルちゃん。Ｃ賞がグレープちゃんです」

「やらないからな」

「……けちんぼ」

　世霊音が金欠なのは把握済みだ。

「今日の夕飯はカップ麺めんじゃないぞ。なにが食べたい？　ごちそうするよ」

「……たまごサンドが好きです。あと昆布のおにぎり」

「どっちも炭水化物か……飲み物は冷たいお茶でいいかな？」

「……はい」

　俺はお茶のペットボトル二本と、たまごサンドに昆布のおにぎり、それと自分用に鮭しやけとたらこと、梅干しのおにぎりを買った。

　右手にレジ袋。左手に世霊音の手を握って店の外に出る。

　広い歩道を並んで歩くうちに、いつの間にか緑地公園にたどり着いた。

　園内は遅咲きの桜が満開だった。お花見は禁止されていて、シートを広げて酒宴を開いているような連中は見当たらない。けど、そこかしこにカップルが点在していた。

　俺と世せ霊れ音ねも、他ほかの人間からは同じように見られてるんだろうか。

「人がそこそこいるけど、大丈夫か？」

「……はい。外に出たら、案外平気でした。不思議です」

　案ずるより産むが易いってやつか。世霊音は引きこもりだけど、コミュニケーションが苦手なわけじゃない。どちらかといえば、そっちの問題は優ゆう希きの方が深刻かもしれない。

「桜が満開だな。世霊音の新しい門出を祝ってくれてるみたいだ」

　ライトアップされた桜の花が、夜風に揺れていた。風に巻かれて雪のように花びらが舞う光景は、美しいだけじゃなくどこか神秘的だ。

「……綺き麗れい」

「ちょっと早いけど、あそこのベンチで食べようか」

　世霊音と二人、ベンチに並んで座り、夜桜を眺めつつコンビニで買った夕飯を食べる。世霊音はぺろりとたまごサンドを平らげて、昆布のおにぎりも食べきった。

「……足りません」

「自分で思ってたよりもおなかが減ってたみたいだな」

　そういえば、先週末に妹候補が集合した時も、世霊音はご飯を残さず食べてたっけ。

「……はい。驚きです。歩くとおなかが減るんですね」

「梅干しのなら食っていいぞ」

　俺としては、好物のたらこおにぎりだけは死守したいところだ。

「……いただきます」

　世霊音は梅おにぎりを開封した。梅干しを口にしたとたん、顔をしかめる。

「……しゅっぱいです」

「梅干しだからな」

「……でも、おいしいです。外でご飯を食べるの……きっと、お兄ちゃんといっしょだから。それに、他の子ともいっしょにご飯を食べたり、ゲームをするのは……楽しいです」

「そういえば、世霊音は鉄道王が上手だったよな。いっつも二位か三位には入ってたし。うまくやるコツがあるのか？」

「……偶然です。それに、ただの漁夫の利ですから」

　友とも美みと小さ百ゆ合りのつぶし合いの合間に、ひょっこり抜け出すパターンが多いのは、一緒にプレイしてて俺も感じていた。ミシン部屋以外は片付けられない女の子だけど、要領はいいのかもしれない。

「世霊音はやればできる女の子なんだな」

「……そうですか？」

「そうだ。だから、もっと自分に自信を持っていいと思うんだ」

「……あの、そろそろ帰りますか？」

「来たばっかりじゃないか」

　今夜は暖かい夜になるらしく、夜風も気持ち良かった。

「もしかして、つらいのか？　俺に合わせて無理してるのか？」

「……少しだけ」

「正直者だな。本当に無理なら帰ろうか」

　俺がベンチから立とうとすると、世せ霊れ音ねはそっと服の袖そでをつかんで止めた。

「……大丈夫です。おにぎりもたくさん食べたから。それに、こうなってしまった時のために、お守りを持ってきました」

「お守り？」

　世霊音は小さなバッグからデジタルオーディオプレイヤーを取り出した。

「……元気の出る歌がいっぱい入ってます」

「どんな曲か聞かせてくれるか？」

「……はい。じゃあ、半分こで」

　世霊音はそっと肩を寄せると、俺の左耳にイヤホンをつけた。もう片方のイヤホンを世霊音は自分の右耳につける。プレイヤーの再生ボタンを彼女が押すと、軽快な伴奏とともに女性ボーカルの曲が始まった。

「世霊音はこういう曲が好きなんだな」

「……オレンジちゃんの中の人のアルバムです」

「中の人……あ、ああ！　アニメのキャラの声優をしてる人ってことだな」

　世霊音は笑顔で小さくうなずいた。

　二人で曲を聴いた。気づけばあっという間に、アルバム一枚が終わっていた。

　世霊音は会ったばかりの時よりも、笑顔が多くなった気がする。俺に心を許してくれたのなら、本望だ。

　風がやんで桜の花吹雪がぴたりと収まった。世霊音はプレイヤーの電源をオフにすると、ベンチに座ったまま頭を上にあげてそっとつぶやいた。

「……画数がよかったんです」

「いきなりなんの話でしょうか？」

　俺が敬語になったのがおかしかったみたいで、世霊音は「ふふっ」と小さく笑った。

「……わたしの名前。月の女神からとった画数の良い名前なんです。お母かあさんはデザイナーで、流浪の占い師でした」

「デザイナー兼占い師か。流浪っていうくらいだし、どこに行ったかわからないんだな」

「……はい」

　消え入りそうな声で世霊音はつぶやいた。これは俺の妄想にも近い考えだけど、言わずにはいられない。もしかしたら世霊音は、母親と再会できるかもしれなかった。

「世霊音が綺き麗れいな服を作り続けて、有名なデザイナーになったら……そのデザインをみて、お母さんが会いに来てくれるかもしれないぞ」

　生きているならチャンスはある。

「……そうなんですか？」

「世界的なデザイナーになって、パリやミラノでショーを開くくらいビッグになるんだ。世界中が報道するぞ。世せ霊れ音ねは自分の作る服に自信がもてないみたいだけど、俺は……お前の作る服がけっこう好きだ。専門的なことはわからないけど、それでも世霊音が作った服って、わかるんだ。今日の服も、すごくかわいいし似合ってる。もっとたくさんの人に、お前の服を知って欲しいって思うんだ。ネットでも、リアルでも」

　世霊音の青白い顔が、ぽっと赤くなった。恥ずかしそうに彼女はうつむく。

「……はい。う、うれしい……です」

「よし。じゃあ次は駅の方まで足を伸ばしてみよう」

　俺はイヤホンを外して、立ち上がると世霊音に手を差し伸べた。

「……え、駅？　人がたくさんいて、大変です」

「人がたくさんいるからいいんだ」

　少し強引に世霊音の手をとって立ち上がらせる。世霊音は……俺に引っ張られるように立ったけど、きちんと自分の足で立ち上がろうとしてくれた。

　それから二人でバスに乗った。駅に向かうバスは乗客も少なく、貸し切り状態だ。

　駅前ロータリーで降りると、陸橋を渡って駅のコンコースまでやってきた。帰宅ラッシュをすぎてなお、途切れることのない人の流れに、俺ですら酔いそうになる。

「……お兄ちゃん。人が多すぎます。目が回ります」

「全体を見る必要はない。集中するんだ。あそこの女子高生を見てくれないか？」

「……ど、どこですか？」

「茶髪のポニーテールの子だ」

「……見ました」

「どんな服が似合いそうかな？」

「……明るめの髪の色……背は小柄で顔立ちは幼め……きびきびしてて、早く歩くからスカートよりもパンツスタイル……不思議です。頭の中にデザインが浮かびます」

　やっぱり世霊音ってすごいやつだ。人間酔いの危険を承知で、この人ひと混ごみに連れてきて正解だった。十分ほど、俺は世霊音の独り言に付き合った。きっと彼女は頭の中で、スケッチブックに何枚もデザイン画を起こしたんだと思う。

　ずっと部屋の中に閉じこもっていた分の、圧縮されていたバネが一気に解放されたような勢いで、世霊音は脳内スケッチを描き続けた。



　午後九時。俺と世霊音は夜の街をあちこち歩き回った末に、最後は徒歩でレジデンス太たい子し堂どうに戻ってきた。

　玄関ホールにあるソファーに座ると、世霊音はほっと息を吐く。

「……大冒険でした。生きて帰れてよかった」

「大げさだな。実際に歩いた距離は一万歩くらいじゃないか？」

「……わたしには、たいへんなことです」

　少しだけ世せ霊れ音ねの鼻息が荒い。何かをやり遂げたような誇らしげな顔だった。

「今度は昼間にどこかに行こう。少しずつならしていけば、そのうち満員電車にだって乗れるようになる。世霊音はやればできる女の子だ。俺が保証するよ」

　世霊音はほっぺたを赤らめると、小さく「……うん」とうなずいた。

「あと、世霊音の作る服は今のままだと安すぎるから、ゆずるにしてもちゃんと値段を考えてつけるようにするんだ。プロのデザイナーのデザイン料並にとれなんて言わないから」

「……一着二千円？」

「おいおい……せめて材料費くらいは相手に負担してもらってもいいんじゃないかな。そうすれば、そのお金でまた材料を買って服が作れるだろ？」

「……お兄ちゃん、もしかして……天才？」

　服をデザインして作ることにかけては、間違いなく世霊音には才能がある。あと少しだけ、普通の人並みに普通のことができるようになってくれれば、一安心なんだけどな。

「……ありがとう。お兄ちゃん」

　世霊音はまるで天使みたいな笑顔になった。言ってみるか……あのことを。

「人とふれ合うのも、ネットだけじゃもったいない。今日は実際にいろんな人を見て、仕草や雰囲気から服をイメージできたんじゃないか。色々な個性にふれるためにも……」

　俺が最後まで言う前に、世霊音はぽつりとつぶやいた。

「はい……学校にも……行ってみようと思います」

「偉いぞ世霊音」

　俺はそっと世霊音の頭をなでる。世霊音はうれしそうに目を細めて俺に告げた。

「……週二日くらいで」

「ちゃんと通え！」

「……三日。これ以上はまかりなりません」

「ったく……まあ、それでも一歩前進か」

　俺は世霊音が外に踏み出す第一歩を、後押ししてあげられたんだろうか。

　もう一度、世霊音は俺を見つめてつぶやいた。

「お兄ちゃんと一緒なら、わたしはきっとどこまでも行けます」

　その言葉に、俺はきちんと応こたえてあげられなかった。

　なのに、それでも世霊音は笑顔だった。胸の奥がまた、チクリと痛んだ。








April４／16（tue）

９　対戦×。協力◎。お姉ちゃん。



　今日はクラスの男子に自分から声をかけてみた。名字のことで気を遣われてるって肌で感じたけど、世せ霊れ音ねに「人とふれ合え」といった俺が、それをしないわけにはいかない。

　模型部に入部した男子のクラスメートをみつけて、この近辺で品ぞろえがいいホビーショップのことを教えてもらった。店は駅近くにあるらしい。

　放課後、俺がそこで買い物をするというと、万ま里り子こがいっしょにくっついてきた。

　万里子にはプラモのロボットはどれも同じにみえるみたいだ。俺は事前に下調べしておいた、素人お断りのどでかいプラモと工具を一式購入した。

　両腕に抱えるくらいの箱の大きさに、万里子も驚いてたな。

　駅前で万里子と別れると、俺はプラモの箱が入った巨大な紙袋を手に、レジデンス太たい子し堂どうの６０１号室前までやってきた。ドアチャイムを鳴らすとドアががばっと開く。

「にーちゃん勝負だ！　抱っこ勝負！」

　玄関に入るなり友とも美みは俺に抱きついてきた。熱烈歓迎してくる子犬みたいな瞬発力だ。両手がふさがっていた俺は素直に抱きつかれっぱなしだ。胸が……当たってます。

「手荷物くらいは置かせてください。あと、勝負って言いながらなぜ抱きつく？」

「この前は他ほかの妹がいっぱいいたから、こうやって甘えらんなかっただろ」

「そういうことは気にするのか」

「だってなんか恥ずかしいじゃん。あたしよりちっちゃいのもいるんだし、あたしがにーちゃんにメロメロしちゃうと変かなって。でも、メロメロしたいんだよぉ」

　俺に抱きつきながら友美は身もだえた。メロメロってなんだメロメロって。

　それはそれとして、年下の妹たちがいる手前恥ずかしいと思うってことは、友美には長女の自覚が無自覚ながらも、あるのかもしれない。変な言い方だけど。

「えっと、もう少し妹たちと……というか、小さ百ゆ合りと仲良くできないか？」

　友美はほっぺたを膨らませた。軽く威嚇するように目め尻じりをつり上げる。相変わらず感情がストレートに表情に出る子だなぁ。

「あいつとはなーんか合わないんだよね」

「悪いやつじゃないぞ」

「それって、良いやつでもない時に使うせりふだよ」

　ちょっと腹黒（？）なところはあるけど、小百合はきちんとしててまじめな女の子だ。友美が小百合のしっかりしたところを見習えるといいなと思う。

　そして友美の素直さを小百合が取り入れられれば……いやいや、足して二で割るなんてできないよな、人間だもの。

　俺の手をとって、友美はリビングに引っ張り込んだ。テーブルにはコーラの代わりに、緑茶のペットボトルが用意されていた。

「にーちゃん、コーラより緑茶が好きなんだろ？　気遣ってやったぞ」

　自慢げにえっへんと胸を張ると、たゆんと揺れる……妹（候補）だとわかってるのに、どうしてこうも意識しちまうんだ。冷静になれ。しっかりしろ俺。

「そういえば、友とも美みは俺に関するマニュアルをこっそり隠したよな？」

「へ？　な、ななななんのことかな？」

　声が裏返ってますよ長女様。

「先週、そこらへんに雑誌と一緒に積んであった気がするぞ」

「あははは。けっこうめざといね。そういうのに気づく感覚ってのが、戦場では生死を分けたりするんだぜ！」

　お茶のボトルを開けて、友美はごまかすようにごくごくと飲み始めた。

「友美だって俺のマニュアルを読んで、友美なりに俺を接待したんだし……そこらへんは小さ百ゆ合りと変わらないんじゃないか？」

「違うよぜんぜん違うって！　あ、あたしは別に染まってねーじゃん。つうか、データがあっても理想の妹になんてなれないし。小百合みたいに器用じゃねーもん」

　小百合は本質的には不器用だけど、冷静なうちは確かに器用なんだよな。土曜日に作ってたキャラが崩壊しちゃってからは、小百合も開き直ってた感じがしたけど。

　友美の方こそ妹のことをよく見てるじゃないか。むしろそのことに感心した。

「だからにーちゃん、ありのままの友美ちゃんを受け入れて！」

　ソファーに座った俺に向かって、両腕を広げて友美は口をすぼめるようにしながら抱きついてきた。その顔面に俺はアイアンクローをかます。

　本来なら女の子相手にこんなことはしないけど、友美相手ならしかたない。

「受け入れるか！　あと、今日は勝負はしないからな」

「なんだよケチー！」

　腕をぶんぶん上下に振ってから、友美は顔を左右に動かして俺のアイアンクローから逃れて吠ほえた。その視線が、俺の持ち込んだ巨大な紙袋に注がれる。

「うわ！　これパーフェクトシリーズのスーパーフリーウィルじゃん！　にーちゃんの趣味か？　かっこいいけど……わかってないなぁ。やっぱり初代のＺＥＫＵが渋いと思うんだよねぇ。あ！　でもにーちゃんプラモなんて作れないよね？　じゃあこれもしかして、あたしにプレゼントしてくれるのかな？」

　袋から巨大な箱を取り出すと、友美はほおずりし始めた。

「うーんしょうがないなぁ。にーちゃんじゃ九百以上もあるパーツを組み立てるなんてできないだろうし、友美ちゃんがばっちりもらってあげるね！」

「いや、そうはいかないぞ。今日は俺が作るのをお前に手伝ってもらう」

「えー!?　にーちゃんやれんのか？」

「やれるに決まってるだろう！　なので、教えてくださいお願いします」

　俺は堂々と教えを乞こうた。

「にーちゃん……もしかして初めてなのか？」

「ああ。実はな」

「妹に手ほどきしてもらうなんて、ちょっぴり情けないぞ」

「そういうお前はどうなんだ？」

「こんなにおっきいのは初めて……かな」

「……やるか」

「うん……にーちゃんといっしょなら、おっきいの……いける気がする」

　俺と友とも美みは禁断の扉に手を掛け……もとい、その巨大な箱を二人でゆっくりと開いた。



　愛の結晶が生まれるまで、俺たちは黙々とやり続けた。俺は下半身を担当した。こんなに指先に神経を使ったのは、生まれて初めてかもしれない。緊張で手が震えたりもした。友美は慣れた手つきで、次々とテクニックを俺に見せつける。

「にーちゃんもっと早く動いて！」

「わ、わかってる。こうか？」

「あっ！　今度は焦りすぎだよ。ここは丁寧に……ゲートの処理はこう……ね？」

　身を乗り出して俺に熱の入った指導をする友美。時折その胸が俺の二の腕に押しつけられたりもして、柔らかい感触にドキッとさせられた。けど、友美はプラモに集中していて気づいてないみたいだ。

　友美が慣れていたおかげで、夕方から作り始めたプラモは午後十一時にはなんとか形になった。ほとんど飲まず食わずだったけど、集中していたのか、すっかり空腹を忘れていた。

　バラバラだったパーツが、組み合わさって一つの立体物になる達成感は、なんだかクセになりそうだ。

　完成したロボットをテーブルの真ん中に立たせて、まじまじと眺める。

　俺が作ったのは、右手と右足と下半身……主に腰のあたりと、バックパックについてる羽根の一部だけだ。ほとんど友美がつくったといっていい。

　関節を動かしてポーズを決める。こいつ、動くぞ！　想像以上の可動範囲に、またしても感動した。膝ひざを曲げると装甲がスライドして二重関節になっていたり、さすがパーフェクトの名を冠するだけあって、芸が細かい。

　プラモデルをまじまじと鑑賞する俺に、友美がつぶやいた。

「本当は塗装にスミ入れにデカールにクリア吹きくらいまで、やりたいところだけど……ま、いっか。にーちゃんはガシャガシャやって遊びたいお年とし頃ごろみたいだし」

「な、なんだよ！　ちょっと感心してただけだ」

「じゃあいらないの？　なら、ちょうだい！　仕上げ塗装して超かっこよくするから！」

「だめだ。これは俺の部屋に飾るんだ。俺の部屋は殺風景だからな」

「ちぇー。けちー！」

「けちで結構。けど、一緒に作ってくれてありがとうな友とも美み。俺一人じゃ絶対に無理だったし、お前の教え方、すごくわかりやすかった」

「べ、べつに普通だよ。にーちゃんのくせになんか……うう……」

　友美はほおを赤らめてうつむいてしまった。きちんとほめたつもりだけど、ほめ方が足りなかったか？　友美はうつむいたまま膝ひざをもじもじすりあわせるようにしていた。

　もしかして、恥ずかしがってるのか？　平気で抱きついてくるのに、この子の恥ずかしがる基準が俺にはさっぱりわからない。

「その調子で、誰だれかと勝負するばっかりじゃなくて、協力できるようになれるといいな」

「あ、あたしはいつだって協力的だよ！」

「ほう。本当か？」

「本当だって！」

　よし。乗ってきた。

「じゃあこのゲームで証明してもらおうか」

　俺は昔のゲームのカセットを取り出した。

「に、にーちゃんそれ！　アイストザンシャーじゃん！」

　カセットをびしっと指さして、友美は瞳ひとみを大きく見開いた。興奮した友美がエアしっぽを振ってるように見えた。

　このゲームはホビーショップのそばにあったゲームショップで、偶然見つけたものだ。

「ゲーマーの友美ならハードは持ってるよな？」

「そこらへんはぬかりないよ。つうか、にーちゃんがそのゲームを持ってるなんて、ちょっと見直したかも」

　持ってるだけで見直されるほどのゲームとは知らなかった。

　無趣味な俺は、友美から見たらそれこそ「男子力」が足りないのかもしれない。

　このアイストザンシャーは、ファミゲーことファミリーゲームコンピューターの初期に発売された、名作アクションゲームだ。

　二人同時プレイが可能で、ハンマーをもった登山者が雪山をジャンプで登っていくのだけれど、協力して登ることよりも相手をいかにして蹴け落おとすかという、熾し烈れつなサバイバルになりがちな、シンプルながらも奥が深い、実に熱くなれるゲームである。

　中学時代、レトロゲームが好きな友達と、よく一緒に遊んでぼこぼこにされたものだ。

　一度でいいから、二人一緒に登山を成功させてみたかった。

「やろうやろう！　早くやろうにーちゃん！」

　あっという間にケーブル類をつなぎ直して、ファミゲーの本体をセッティングすると、友美はカセットの端子に「ふっ！」と息を吹きかけてゲーム機に差し込み、アイストザンシャーを起動させた。



　五分後──そこには「協力的だよ」と言い張った友美に、すっかりおいてけぼりにされた俺のキャラクターの凍死体が、雪山にさらされていた。

　プラモデル作りくらいでは、まだ協力することのすばらしさよりも、闘争本能の方が勝ってしまいますか友とも美みさん。

「にーちゃん弱いなぁ」

「協力してくれるんじゃなかったのか？」

「ゲームだとつい、殺やっちゃうんだ」

　ぺろっと舌をだしてウィンクする友美に、俺はどっと重たい息を吐いた。

「さっきからずっとにーちゃんのターンだし、そろそろこっちの番だな。にーちゃんが来るんで、あたしも下僕……もとい、友達にいろいろお願いしておいたんだ」

　ずっとうきうきしている友美は、俺との時間を本当に楽しんでくれてるみたいだ。

　テレビのリモコンを使って、友美は表示画面をファミゲーから、ブルーレイレコーダーに切り替えた。レコーダーの前にしゃがみこむとイジェクトボタンを押して、空のトレーに真っ白なディスクを載せる。

「なんのディスクなんだ？　映画かなにかか？」

　深夜十二時まで、あと十五分もない。まあ、少しくらいの延長は構わないか。

「妹と仲良くなるＤＶＤだよ」

　ぴょこんと立ち上がって、友美は楽しそうに笑った。

「ほほぅ。やっぱりそれも学校の友達から奪ったやつか」

「正々堂々ゲームで戦ってゲットした勝利者特典だよ。さーて、どんなんかなぁ」

「もしかして、中身を見てないのか？」

「にーちゃんと一緒に見た方がいいだろ。あたしだけ先に内容を知ってたらつまんないし、フェアじゃないじゃん。勝負は正々堂々としないとね？」

　奇襲大好きッ子が、なにをいうのやら。友美が再生ボタンを押した瞬間、サラウンドスピーカーから大音量で臨場感あふれる……女の人のエッチな声が響いた。

『お兄ちゃんらめぇ！　あん♪　あん♪』

　とっさに俺は画面から目を背ける。友美が吠ほえた。

「は、話が違う！」

「それはこっちのせりふだ！　早く停止ボタンを押せ！」

「わ、わああああ！　停止！　停止！」

　画面をじっと見つめながら、友美はリモコンのボタンを無茶苦茶に押しまくる。画面の中の映像が倍速になり、スピーカーから流れる荒い息づかいも加速した。

　ヘリウムガスを吸ったような、甲高い『あん♪　あん♪』という声が、全方位から俺と友美を包み込む。

「倍速になってるぞ！　頼むから止めてくれ！　お願いします！」

　呆然となった彼女の手から、リモコンがこぼれ落ちた。

「あっ……でもでもこれってある意味、兄妹きようだいの協力プレーだなにーちゃん」

















「お、おう……。って、なんてことを言わせるんだ」

　俺は床に転がったリモコンを拾い上げて、停止ボタンを押した。音声と映像が消えて、ようやく一段落だ。友美がすねたように口をとがらせた。

「にーちゃん、最後まで見なくていいのか？　いきなり始まったからびっくりしたけど、いきなりクライマックス編集版だぞ？」

「見るか！　妹モノのＡＶを妹（候補）と見るなんて俺は変態ですか!?　というか、こういうものは十八歳未満が見ちゃいけません！」

「素直じゃないなぁ。でも、にーちゃんのテンパる姿をみられたし、結果オーライでよかったよかった」

　友美は満足げに笑みを浮かべた。

「なにがよかっただ。お前だって赤面してテンパったあげく、停止ボタンじゃなくて倍速ボタンを押したくせに」

「あれは手が滑ったっていうかなんつーか」

　俺は改めて、照れたように笑う友美の顔をじっと見つめた。友美が真顔に戻る。

「今日、俺がプラモを持ってきた理由はわかるか？」

「にーちゃん、あたしに作ってほしかったんだろ？」

「そ、それもあるけど、二人で協力するすばらしさを知ってほしかったんだ」

「あたしはにーちゃんに協力的だよ？」

「俺に対してだけじゃなくて……お前は妹の中じゃ、一番のお姉さんなんだからしっかりしてほしいんだ」

　真剣な俺の訴えに、友とも美みは臆おくしたみたいに半歩下がった。エアしっぽを巻いて逃げそうな雰囲気だ。

「で、でもあたしはにーちゃんの妹だし……甘えたいんだ。妹なんだから、甘えてもいいよな？　こんな気持ちになったこと、今までなくて……あ、あたしも自分でどうしていいのかわかんなくって……」

　うつむいてしゅんっとなった友美の頭を、俺はそっとなでた。

「甘えてもいいぞ」

「ほ、ほんとに!?」

「俺に甘えていいから、その分、妹たちには甘えさせてあげてほしいんだ」

「あ、あたしがみんなを甘えさせんの？」

「甘えられるのって案外悪くないぞ。相手が自分を信用して、必要としてくれてる実感がわくしな」

「そ、そっか……そういうのも、ありなんだ」

　何かに気づいたように、友美は目をまんまるくさせた。俺は続ける。

「それに、友美がみんなのお姉ちゃんになって、長女としてリーダーシップを発揮したら、俺も友美のことを頼りにする。俺が友美に甘えさせてもらう。これなら公平だろ？」

　友美は勝負バカなところがあるけど、それは「相手に勝って自分を認めさせたい」って気持ちとつながってる気がした。つまり、承認への欲求が強いんだ。一方的に認めさせるんじゃなくて、相手を認めて、自分も認めてもらえる方がいいと思う。

「あたしがにーちゃんに甘えて、にーちゃんがあたしに甘える……なんか、いいかも」

「長男と長女で対等ってのは悪くないだろ？」

　俺の言葉に友美は大きくうんとうなずいた。エアしっぽがぶんぶん振られる。

「わかった！　あたしがんばるよ！　そっか長女ってにーちゃんと対等なんだ。そういう発想はなかったなぁ。あたしはにーちゃんの妹だけど、みんなのねーちゃんなんじゃん。妹とねーちゃんのいいとこ取りって感じだ！」

　長女としての自覚が、他人への慈しみや自分よりも弱い人間への思いやりになってくれることを、俺は心の中で祈るばかりだ。

　認めてあげることで、友美が変わるきっかけに、俺はなれただろうか。

　時刻はいつの間にか、深夜十二時を回っていた。








April４／17（wed）

10　汚名返上。名誉挽回？　ほんとの気持ち。



　昼休みの事だ。万ま里り子こがうっかりスマホを床に落としてしまった。電源を入れ直しても動かないので、とりあえずバッテリーとＳＩＭカードを外して、つけ直したら起動した。

　こんなアナログチックな方法で直るものなんだなぁ……と、ぼんやり思う。人間関係も、これくらい簡単に修復できればいいのに。



　放課後、マンションに戻った俺は、５０１号室──小さ百ゆ合りの部屋に二度目の訪問をした。

　無言の小百合に促されてリビングに通される。お互いに気まずい感じだ。

「や、やぁ。小百合。三日ぶりだね」

　鳥かごの中のキューちゃんがバサバサと羽を広げて声を上げた。

『……死にたい！　死にたいです！』

　案の定、荒れてたみたいだな。小百合は座布団の上にかしこまって正座をすると俺をじっと見つめてつぶやく。

「もう、会ってはいただけないかもしれないと、思っていました」

　土曜日にみんなで鉄道王のゲームをしてた時は、ずっと友とも美みと舌戦を繰り広げてたけど、あれも虚勢っていうか、半分くらい自暴自棄だったんだろうな。

「そんなことはないよ。むしろ、ちゃんと聞いておきたいことがあるんだ。小百合が俺の妹になりたい、本当の理由を教えてくれないか？」

「本当の理由……ですか？」

「ああ。今度こそ正直に頼むよ。お金が目的っていわれても俺は驚かないから。遺産の話なんだし、むしろそれが普通っていうか……あの、小百合さん？」

　俺が言い切らないうちに、小百合はそっと首を横に振った。

「先日申し上げた通り、奨学生になれる力はあります。援助が打ち切られても、きちんとお金をためていましたから問題ありません」

「じゃあ、なんで妹になりたいんだ？　寂しいから……か？」

　小百合は小さくうなずいた。

「もちろんそれもあります。ずっとキューちゃんと二人でしたから。けど……自分でも不思議なんです。あんなににぎやかな姉妹がいるとわかったら、寂しくなくなりました」

「たしかに週末はにぎやかで楽しかったな」

「友美さんとはケンカになってしまいがちで……それで暴走してしまいましたけど……」

　再び落ち込む小百合が気の毒でならない。

「ま、まぁまぁ……」

　うつむき気味になった顔をそっと上げて、小百合は口を開いた。

「お兄様に提案があります」

　彼女の顔がほんのり赤くなる。

「あ、あの……えっとですね……私は……その……」

　正座してそろえた膝ひざをもじもじと擦こすりながら、小さ百ゆ合りはほっぺたを両手で包むようにして小さく身もだえた。

「この前、友とも美みさんも言っていたことなんですけど……」

「友美が？　いったいなんのことだ？」

　小百合はうんとうなずくと、立ち上がってつめよってきた。吐息のかかる距離まで顔を近づけて、じっと俺の目を見つめる。

「ち、近くないかな？」

「お許しいただけるなら、この距離を維持できるよう、努力していきたいと思います」

「これは、妹としての距離感なのかな？」

「いいえ。妹になることは諦あきらめました」

「諦めたって……いいのか？」

　つきものが落ちたような、すっきりした表情で小百合はうなずいた。

「はい。紫むらさきさんからいただいた、あのマニュアル通りの妹になろうと努力してきました。お兄様もご存じの通り、私は……乗り物にたとえるなら列車みたいなものなんです」

「決まったレールの上を時間通りに行き来する……って感じかな？」

　海外だと列車のダイヤも乱れるのが普通らしい。どちらかと言えば、小百合はまじめすぎるくらい時間通りに運行する、日本の列車だ。

　俺にきちんとたとえが伝わったとわかって、小百合はうれしそうにうなずいた。

「そうです。脱線してしまうと、私は大事故を起こしてしまいます。そんな自分を、先週末にいやというほど知りました」

「あ、ああ。気をつけないとな」

「お兄様のおっしゃる通りです。返す言葉もありません。ですから私は、マニュアル通りの妹ではない自分になろうと思うんです」

「妹じゃないなら……いったいなにに？」

　うつむいて耳まで真っ赤にさせると、小百合は声を裏返した。

「こ、ここここ、恋人です！」

　言い切ってから、さらに顔を赤らめていやんいやんと小百合は身もだえる。

「いやいやいやいや」

「そうおっしゃらずに、恋人でいいと思います」

「思わないでください！」

　突然、小百合が両腕をがばっと広げた。

「これからはお兄様の恋人になれるよう、がんばりたいと思います。なので、ハグしてもよろしいですか？」

「がんばらんでいいから。というか、どうしてそんな結論に達したんだ？」

「私にできることといえば、勉強と家事くらいです。むしろ妹よりも、恋人的ポジションが適任です。もしお兄様がお望みでしたら、妹兼任の恋人になります」

「それは法律的にも倫理的にも、常識的にも両立しないんじゃないでしょうか？」

「じ、実の兄妹きようだいで愛し合ってはいけないのですか？」

「いけないに決まってるだろ！」

「私は本気です」

　小さ百ゆ合りの目には一点の曇りもない。

「その『妹にしろ。さもなくば彼女になってやる』みたいな脅迫はやめてください」

「脅迫なんてしていません。私は本気です。本当にお兄様を愛しています。あんな醜態をさらしてしまったのに、お兄様は私を軽けい蔑べつせずに、こうして向き合ってくれました」

　マニュアルのことを知ってて黙ってたんだから、俺にも責任がある。それに、小百合が不器用なだけで良い子だって事を、俺は知っている。とはいえ恋人というのは……。

「小百合……恋人っていうのは、俺にもまだよくわかんないけど、お互いに好きな者同士がなるものだよな？」

「私の方は心の準備が整いました」

「整えるなッ！」

「では、お兄様は私がお嫌いですか？」

　寂しげで心細そうな瞳ひとみに、ドキッとした。普段からピンッと張り詰めたところがあった小百合が、俺にすがろうとしている。

　小百合は……不安なんだ。しっかりしてるように見えるだけで、俺に甘えたいのにそれを我慢して、無理をしてるんだ。

「その質問はずるいぞ！　き、嫌いなわけないじゃないか。ただ、それは家族的な感情であって、恋愛のそれとはまた別なんだ」

「友達感覚の妹ならぬ、妹感覚の恋人ではいけませんか？」

「いけません。だいたい、なんでよりにもよって恋人なんだ」

　小百合は抱きつこうと広げた腕をそっと降ろした。悲しげにぽつりとつぶやく。

「私には際立った個性がありません。マニュアルで自分を染めるしかなかったんです」

「は、はぁ……いや、そうかな？」

　十分個性的な気がするんだけど、本人は不満げに続けた。

「妹になりきれなかった私の力不足もありますが、今、冷静になって考えてみると、マニュアルがお兄様の好みと不一致だったのだと思います」

　実は途中までかなりうまくいっていて、世せ霊れ音ねがネタバレさせてなかったら、俺をコロリとだませてたかもしれないんだけど……黙っておこう。

「ですから、私をマニュアルではなく、お兄様の色に染めていただきたいんです」

「俺の……色って」

「私にどこまでできるかはわかりませんが、お兄様の望むものになりたいと思います」

「それが恋人だっていうのか？」

「恋人でなければ、恋の奴隷にしてください」

　ぽわーっとした表情で、小さ百ゆ合りはとんでもないことを口走り始めた。

「お兄様の社会的な立場を私が脅かすようであれば、監禁してその存在を社会から抹殺していただいてもかまいません。正式な恋人でなくともかまいません」

「す、ストップ！　だんだんおかしな方向に行ってるぞ。いや、最初から方向性はおかしかったか。ともかく、恋人ってのはなしだ！」

「もしかして……万ま里り子こさんという幼なじみの方がいらっしゃるからですか？　二番目の恋人でもかまいません。序列にはこだわりませんから。お兄様がお好きな時に、お相手してくださるならそれで幸せです。愛人のように扱ってくださって結構です」

　なんだか病んだ感じすらしてきたな。小百合は早口でまくし立てた。

「本妻とも共存できるようがんばりますから」

「がんばるな！　というか妹が無理なら恋人になろうだなんて、どうしてそこまで……」

「それは、お兄様と私が結ばれることが運命だからです」

　自分の胸に手を当てて、小百合は再び俺の眼前につめよってきた。

「運命って……強制みたいな言い方しちゃ駄目だろ」

「で、でも……運命なんです」

　俺の言葉に小百合の瞳ひとみがうるっとなった。感極まって泣き出しそうな勢いだ。できるだけ刺激しないように、ソフトな口調を俺は心がけた。

「誰だれかにそう言われたのかな？」

　小百合は涙目になりながらうなずいた。

「誰なんだ。そんなことを言ったのは？」

　つい、ソフトな口調が崩れた。無責任なやつめ。おかげで俺は今、リアル妹に愛人的な恋人契約を迫られるという、わけのわからん窮地においやられている。

「お兄様は、幸せの青い鳥をご存じですか？」

「外国の童話……だっけ？」

「いいえ。そちらではありません。都市伝説みたいなものなんですけど、そう呼ばれている占い師さんがいるんです」

「都市伝説？」

「全国各地に出没して、運命を教えてくれます。その占い師さんは鳥の形をした青い水晶で占ってくれるので『幸せの青い鳥』の占い師さんと呼ばれるようになりました」

「もしかして、その占い師に言われたからなのか？」

「そうです。私がお兄様のそばにいることは、運命なのだそうです」

　もともと小百合は信じ込みやすい性格のようだし、占い師の言葉を真に受けすぎたみたいだ。だから小百合は「運命」って言葉を使ったのか……ん？　幸せの青い鳥の占い師って、もしかして……。いや、偶然の一致かもしれないし、そんな有名な都市伝説なら、世せ霊れ音ねだってネットで情報を仕入れてるはずだ。けど……念のため確認しておこう。

「その占い師って有名なのかな？　たとえば、ネットで話題になるとか」

「知っている人は知っています」

「女性なのかな？」

「はい。頭からすっぽりフードをかぶって、顔をベールで隠していましたが、女性です」

「何歳くらいなんだ？」

「年齢までは……声の感じは落ち着いた大人の女性という印象でした」

「名刺とかもらってないか？　連絡先は？」

「そういったものがないから、ネットでうわさだけが膨らむようです」

　なるほどな。世霊音のお母かあさんかどうか、たしかめる術はなさそうだ。

「小さ百ゆ合りが出会ったのは、いつ頃ごろの話なんだ？」

「こんなに熱心に聞いてくださるなんて、お兄様も運命に興味がおありなんですね。ええと……出会ったのは去年の今頃に一度きりです。まさに一期一会ですね。前に住んでいた自宅への帰り道で、突然、声を掛けられて占ってもらいました」

「いったいどんな内容だったんだい？」

「近い将来、一生をともにする相手に出会うことになる運命だそうです。一緒にいることで幸せになれると言われました」

　ずいぶんざっくりだな。けど、それが俺とは限らないんじゃないか。近い将来っていうのも、どれくらいかは人によるし。三日後か、半年後か、一年後かもしれない。

　あっ……去年の今頃ってちょうど一年前じゃないか。

「小百合はそれが俺だって言うのか？」

「他ほかに思い当たらないんです」

　正直、占いが当たるかどうかよりも、小百合がそれを信じて疑わないことの方が問題に思えた。こうも信じきっている人間を、どうしたら冷静にできるんだろう。

「ですからお兄様。私はお兄様にはご迷惑をおかけしません。自分のことはすべて自分でしていきます。援助も必要ありません。ただ、おそばにいさせてください。妹でも恋人でも愛人でもペットでもいいんです」

「だめだ」

　小百合の顔が青ざめた。

「ど、どうしてですかお兄様？」

「それって、幸せじゃないと思う。占いの通りにすれば幸せになれるっていうけど、小百合が俺にとって都合がいいだけの存在になるのって、どこに小百合の幸せがあるんだ？」

「私の……幸せ？」

「俺のそばにいることが幸せだと、誰だれかに言われたからそばにいる。それじゃなんだか、寂しいだろ。うまく言えないんだけど、小百合とはもっと良い関係でいたいんだ」

「妹にも恋人にもなれないなら、一体どうすればおそばにおいていただけるのですか？」

「妹でなくても、恋人でなくてもいい。そんな肩書きは必要ない。俺は小さ百ゆ合りを拒まない。だから、小百合は無理に自分以外のものになんて、ならなくていいんだ。小百合は小百合っていう女の子なんだ」

　こんな言い方しかできない自分がふがいない。

「私には、自信をもてる個性がありません」

「小百合は料理が上手じゃないか」

「あれはマニュアル通りにしただけです」

「料理本を見てもうまく作れない人だっているんだぞ。できるっていうだけでも、すごいことだ。それに、小百合が作ってくれた肉じゃがは本当においしかった」

「あ、ありがとう……ございます」

　照れたように笑って、小百合はうつむいた。

「他ほかにも準備がしっかりできるし、計画的に物事をきちんと運べるのはすごいと思う」

「じゅ、準備をしないと不安になるんです。こんな私ですから……」

「自分の弱点を把握してる人間なんて、なかなかいないさ。しかも小百合は弱点が弱点にならないように、努力できる向上心を持ったがんばり屋さんだ」

　小百合の表情がふにゃふにゃっと緩んだ。

「わ、私はお兄様がおっしゃるような人間ではありません」

「いいや。小百合はすごい女の子だよ」

　ふと、父親が残した言葉が脳裏に浮かんだ。ルールとレールは太たい子し堂どうが引く。最初聞いた時は面食らったけど、アレンジして使わせてもらおう。

「なあ小百合。人生、時にはレールから外れることだってあるかもしれない。けど、脱線したところから、新しく自分の道を作っていけばいいんじゃないかな？」

「お、おおお、お兄様。もう、我慢できません」

　小百合はみぶるいしたかと思うと、ぴょんっと飛びつくように、俺に抱きついてきた。

「本当はこうしたかったんです。お兄様……お兄様お兄様お兄様お兄様！」

　俺の胸に顔をうずめる小百合。その頭をそっとなでる。妹の愛めで方がワンパターンかもしれないけど、こうするのが自然な気がした。

「あはぁ……お兄様がなでてくださいました。私、うれしいです」

　口ぶりこそ小百合だけど、友とも美みみたいなリアクションだ。やっぱり、姉妹なんだな。

「お兄様。私……素直になれるようがんばります。もう少しだけ、自分に正直になって……それが幸せだと……わかりました」

　急に、何かを悟ったみたいに小百合は俺の胸の中でつぶやいた。

「ああ、そうだな。それがいいと思う」

「やっぱりあの占いは、当たっていたみたいです」

「はい？」

「な、なんでもありません。あの、お兄様。夕飯を作るのをお手伝いしてもらってもよろしいですか？　もう少し、お兄様に甘えてみたくなりました」

「お、おう！　なんでも言ってくれ！」

　といっても、あんまり難しいことはできないけど。

　小さ百ゆ合りは少し名残惜しそうにしながら俺の身体からだを解放すると、エプロンをしてキッチンに立った。結局、俺が包丁を握ることはなかったけど、食器を出したりあれこれ小百合のお手伝いをして、二人で一緒に夕飯を作って食べた。

　ずっと小百合はうれしそうにしていて、もう「運命だから」とは一言も言わなかった。

　食後に二人でテレビをぼんやり眺めていると、小百合がぽつりとつぶやいた。

「お兄様……ううん。太たい子し堂どう陽よう一いちさん」

「急に改まってどうしたんだい？」

「兄妹きようだいだからこうして出会えました。けど、妹ということが、少しだけつらいです」

「は、はい？」

「な、ななななんでもありません！　今の私、変でしたよね。忘れてください」

　耳の先まで真っ赤になりながら、小百合はうつむいてしまった。

　どうしてつらいのか聞こうとすると「忘れてください！」の一点張りだ。

　大丈夫なのか？　兄としては気がかりだけど、あんまりしつこく聞くのも悪い気がする。それに、何かとんでもないものが飛び出してくるかもしれない。

　それが怖くて……俺は追求できなかった。
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11　服装。気づかい。女子力向上。



　放課後、万ま里り子こがケータイショップにいっしょにきてほしいというので、付き合った。

　昨日は応急処置だったから、ちゃんとみてもらうのには俺も賛成だ。

　駅前のショップにスマホを預けている間、近場のお店を回って時間を潰つぶした。

　有名ブランドの直営店で、万里子はワンピースを見つけて手に取った。肩に合わせてみてから値段を確認して、そっと戻す。

　ため息混じりの万里子の口から、ネットの有名人の名前が出た。空うつ蝉せみさん……世せ霊れ音ねだ。最近、空蝉さんは服の値上げをしたんだとか。それでも材料費だけなので、良心的すぎていまだに服の出来が適正価格にまったく見合ってないらしい。

　点検の終了時間を見計らってケータイショップに戻った。異常なしと診断を受けたスマホを万里子が受け取り一段落だ。駅前で彼女と別れると、俺の足取りは自然と早まった。



　一時間遅れで帰宅した俺は、優ゆう希きの部屋に直行した。

「悪い！　遅れた！」

「兄さん、汗だくじゃないか。何か飲む？」

　ドアを開けた優希は目を丸くした。彼女は前回同様、シャツにパンツルックだ。

「じゃあ水を一杯」

　氷入りの水をもらうなり飲み干した。リビングのソファーに座って一息つく。

「ごめんな優ゆう希き。遅れちゃって」

「謝らないでよ兄さん。むしろ、謝りたいのはボクの方さ」

　スツールに座って優希はうつむいた。

「どうしたんだ？」

　優希の顔がコートハンガーのある方に向く。そこには……学ランじゃなくて、真新しい女子の制服がかかっていた。

「ちゃんと制服を用意して着てみたんじゃないのか？」

「き、着たよ！　けど、そ、外に出るのが怖くって。ぱ、パンツを外気に触れさせるなんてどうかしてるよ！」

　優希は両手を軽く握って、胸元でシェイクさせるようにぶんぶん振る。こういう仕草は妙に子供っぽかったりするんだよな。

「スカートをはくすべての人を否定するつもりか？」

「そ、そうじゃないけど……異様なまでにすーすーするんだよ！」

「そういうものだと思うしかないんじゃ……習うより慣れよっていうし」

「う、うん。そうだよね。けど……どうしていいのかわかんないんだよ」

　がっくりと優希はうなだれた。

「問題は、パンツを外気に触れさせてるのが恥ずかしいってことだよな。だったらむしろはかないって選択肢があるぞ」

「パンツをはかないでスカートで過ごすんだね兄さん！」

　パンツよりさらしちゃいけないものがある。兄の言葉だからって、なんでもうのみにしないでください。

「いやいやいや。スカートをはくばかりが女子力とは限らないから、無理にスカートをはかなくてもいい……と、言いたかったんだけど」

　優希の顔が真っ赤になった。

「恥ずかしすぎるよ。ボク、なんて勘違いをしてたんだ！　お尻しり丸出しでスカートだなんて……完全に変態さんじゃないか！」

「落ち着こう。ところで、優希は通販でパンツを買ったんだよな」

「ブラもしてるよ。兄さん、確認してくれる？」

　優希はシャツをまくろうとした。

「ストップ！　見せたら女子力がダウンするぞ」

「ど、どうして？」

「どうしてって……パンツが外気に触れて恥ずかしいのに、俺にブラを見せようとするのはいかがなものかと思うんだけど」

　伏し目がちになりながら、優希はうなずいた。

「それは兄さんが兄さんだからだよ。ボクは兄さんになら見られても……は、恥ずかしくないよ。むしろ、兄さんには全部みてもらって、ちゃんと着けてるところを確認して欲しいんだ」

「自己申告で十分です」

「そ、それにシャンプーとトリートメントも変えたよ！」

「さりげなくすれ違った瞬間に俺に気づかせると、女子力高めだったと思うな」

　優ゆう希きはその場でひざまづいた。

「そんな方法があるなんて……むしろ、兄さんの女子力が高くてボクの心が折れた」

「しっかりしろ優希。傷は浅いぞ」

　俺が差し伸べた手を、優希は両手で取って立ち上がった。

「師匠！」

「勝手に師匠にしないでください。優希がちゃんとがんばってるのはよくわかったから」

「ボクの女子力上がったかな？」

「優希。女子力は……上がったから安心するものじゃないんだ。ほっとした瞬間には、女子力は下がり始めてる。上げようと努力し続けること。それが女子力の本質なんじゃないかな？　上げることを目的にしたら、それはもう女子力じゃない気がするんだ」

　優希はハッと目を丸くさせた。

「女子力って、たゆまぬ向上心なんだね兄さん」

「ああ、そうだとも」

　見開いた瞳ひとみが、自信なさげに曇った。

「ボクにはやっぱり無理かもしれない。女子になれるだけの器じゃないんだ」

「さっき俺に氷入りの水を出してくれたよな」

「兄さんすごく暑そうだったから……」

「それも女子力だと思うぞ。いや、あんまり女子力って言葉にとらわれるのも、よくなかったな。優希は名前通り、その優しさで誰だれかの希望になれる女の子だ」

「ボクの名前にはそんな意味があったんだ。し、知らなかったよ兄さん」

　優希は瞳をキラキラさせて俺に尊敬のまなざしを注ぎ続ける。あんまり俺をかいかぶられても困るけど、ここは優希が自信をもってくれるかどうかの瀬戸際だ。

「今のは俺の勝手な想像だけど、我ながら案外好いい線いってる気がするぞ」

「名前に込められた思いに気づけるなんて、兄さんからにじみ出る女子力にボクは嫉しつ妬としそうだよ。より純粋な女子力……兄さんのそれはまさに乙女力だね」

　優希は納得したように、なんどもうんうんうなずいた。俺を乙女にしないでください。

「ところで、優希は妹……えっと、友とも美みはお姉ちゃんになるけど、姉妹でも女の子はやっぱり苦手なのか？」

「うん。みんな女の子としての魅力満載だから、見ててドキドキしてくるんだよ」

「女の子が怖いのに、見てるとドキドキするって……」

「め、免疫がないんだ」

「免疫をつけるためにも、やっぱり女の子とのふれあいは必要そうだな」

　こればっかりは俺一人でどうこうできることじゃない。

「というわけで。女の子らしい格好をして出かけようか？」

　俺が制服に視線を向けると、優ゆう希きの顔が真っ赤になった。

「制服で外に出るのは無理だよ兄さん！」

「他ほかに女の子らしい服はないのか？」

　たしか、前に空うつ蝉せみさん（世せ霊れ音ね）から、買った服があるって言ってた気がするぞ。

「あるには……あるけど」

「よし。それを着て出かけよう」

「で、出かけるのは勘弁して！」

　目をギュッとつむって優希は俺を拝むように頭を下げた。女の子の服を着るのと、それを着て外に出るという二つのミッションを、同時にこなすのはハードルが高すぎたか。

「わかった。出かけるのはなしだ。その代わり服を着てみてくれないか？　優希が女の子らしい服を着たところを、ぜひ見たいんだ」

　優希は驚いたように目を見開くと、更に顔を赤くさせてうなずいた。

「うん。じゃあ服を出してくるよ。まだ早いと思ってたけど……今がその時なんだね」

　寝室に向かうと、十秒もしないうちに優希は大きな箱を抱えてリビングに戻ってきた。

　テーブルの上に箱を置いて開く。中には緑色のドレスが綺き麗れいにたたんで収められている。この様子だと、まだ箱から出したこともないんだろうな。

　はにかむ優希はなんとも女の子っぽい表情をしていた。

「いざ、着ようと思ったら、なんだか恥ずかしいな」

「俺に下着姿を確認させようとしたのに？」

「そ、それは……確認してもらうのは恥ずかしくないけど、スカートをはいてうっかりめくれてパンツが見えたりするのが、は、恥ずかしいんだよ」

　優希の恥ずかしさの基準がわかりません。

　うつむき気味になって、優希は膝ひざをこするように内またになった。

「あの、兄さんにお願いがあるんだけど……」

　言いづらそうにもじもじっとする姿は、なんとなくいじらしい。

「き、着るのを手伝ってほしいんだ」

「一人じゃ着られないのか？」

「うん。こういうドレスって、背中のチャックを上げたりするのが大変らしいんだ」

「まあ、チャックを上げるくらいならいいけど」

「じゃあ、寝室で途中まで着てくるね。準備が出来たら呼ぶから」

「おう。行ってらっしゃい」

　俺はソファーに座ったまま、再び寝室に向かった優希を見送るように手を振った。

　準備ができるまで、テレビでもつけて待ってようか。と、思った矢先、何かが倒れたような「ドテンッ！」という物音がした。

「う、うわああああああああああああああああああああッ！　兄さん！　助けて！」

　寝室から悲鳴が上がる。

「どうした優ゆう希き!?」

　ゴキブリでも出たんだろうか。俺がドアを開けると、そこには……半裸の優希がいた。床に尻しり餅もちをついて、太ももをぴったりと閉じながらもぞもぞしている。服は脱ぎかけというより、着かけって感じだ。ゴキブリの気配はない。

「ど、どうして半脱ぎっていうか、半分着た状態で倒れてるんだ!?」

　きれいな形の胸はすっかりはだけて、谷間も見事としか言いようがない。かろうじてパンツははいていてくれた。黒だけど、ピンクのフリル付きでセクシーなデザインだ。

「聞いてよ兄さん。服の箱の中に……ガーターベルトが入ってたんだ。おそろいのデザインのブラとパンツまで……黒地にピンクのフリルなんて、どう考えてもボクには似合わないよ。空うつ蝉せみさん、ここまでトータルコーディネートしてくれなくてもいいのに！」

　優希は右手にストッキングを握って訴えた。健康的なおへそやすらりと長い足に見とれてる場合じゃないぞ。背中を向けて、俺は優希に確認した。

「それをはこうとして転んだのか？」

「う、うん……ストッキングをはいてる途中でなんだかドキドキしてきちゃって……」

　先週の土曜日に、とっさに美み佳かを助けた身のこなしからして、優希は運動神経も良さそうなのに……どうして転ぶんだ。

「兄さん……ボクにガーターベルトとストッキングの着方を教えてよ」

　おびえたような震える声で優希はつぶやいた。それくらい自分でしろ！　と、言いたいところだけど、着るのを手伝うと約束しちゃったしな。

「わかった。まずは冷静になるんだ。ガーターベルトが上級者向けセクシーランジェリーだからといって、緊張することも臆おくすることもない。相手はしょせんただの布だ」

「そ、そうだね兄さん。ごめん。大げさに悲鳴なんかあげて」

　どじっ子は女子力が高いかもしれないけど、優希のそれはどじとは違う。自分を乗り越えようと必死にもがいてるんだ。俺も協力しよう。兄として兄らしく。

「立てるか？」

　俺は目をつぶって手を差し伸べた。その手を握って優希が立ち上がる。気配でしかわからないけど。

「ありがとう兄さん。それで、次はどうしたらいいかな？」

「とりあえずベッドの脇わきに腰掛けてくれ」

　これならストッキングをはいてる途中で、慌てて転んだりしないだろう。

「あ！　目をつぶらなくて大丈夫だよ。ボクには兄さんを女の子チックに誘惑できるほど、女子力はないんだし。兄さんだってボクのことは妹として見てくれてるんだから、恥ずかしいことなんてないじゃないかな？」

「そうは言うけど……優ゆう希きの潜在的な女子力は高いんだぞ」

「兄さん、ボクに自信をつけさせるために嘘うそをつかなくてもいいのに」

「嘘じゃないさ。それに、優希はなりたい自分になれるよう努力してる。向上心のある人って、魅力的だと思うんだ。だから、優希はとってもかわいいし、素敵な女の子だって」

　返事がない。目を閉じてるから優希がどんな顔をしてるのかわからないけど、俺は、すごく恥ずかしいことを言ったかもしれない。

「す、座ったよ」

　返事をしてくれてホッとした。しかし、俺の恥ずかしい言葉はスルーか。

「じゃあ、あとは一人ではけるよな？」

「うん。けど……兄さんにはかせてほしいな。ボクのストッキング処女をもらってよ」

　前回は童貞だったけど、今日は処女か。成長と言っていいんだろうか。

「わ、わかった。けど、目をつぶったままだからな。俺にストッキングを持たせるんだ」

「はい、兄さん」

　薄布が手に触れた。たぶん、ここが輪っかになってて、足を入れるところだろうな。なに、簡単だ。落ち着け俺。子供にズボンをはかせるようなもんじゃないか。

「じゃあ右足をあげてくれ」

「あげたよ。ボクの足はここだからね」

















　優ゆう希きは俺の手をとると、足に導いた。さらっとしたきめ細かい肌の感触が手と指に伝わる。い、いったいどこらへんを俺は触ってるんだ？　目を閉じてるせいで、余計に手の感触が強調されてるぞ。あと、なんかこれ、変態っぽい！

「兄さんどうしたの？」

「ど、どうもしない。えっと……こっちか」

　俺は優希の足首の方に手をもっていった……つもりだった。布地越しにぷにっとした感触が指に触れる。

「兄さん逆だよ！　そっちじゃないよ！」

「ご、ごめん！」

「もう。おっちょこちょいだな兄さんは。わっはっは」

　優希は明るく笑って言った。いやいやいや。笑い事じゃないぞ。俺はとんでもないところを触ったんじゃないか？

「早くはかせてよ。兄さん」

　笑い声から一転して、少し甘えるような声で優希はつぶやいた。

　俺は目を閉じたまま、優希の誘導にしたがってストッキングをはかせる。これ、絶対に俺がはかせるより、優希が自分ではいた方が早かったよな！



　仕上げに、俺は優希のドレスの背中側にあるチャックをあげた。

「よし、目を開けるぞ」

　ずっと目を閉じたまま作業をしていたので、ずいぶん時間がかかった気がする。終始、優希に誘導されながら二人羽織でもしてるみたいだった。

「兄さん……どうかな？」

　俺の目の前に女神が降臨していた。ドレスと優希は相思相愛だ。着こなす優希の魅力を引き立てて、ドレスも優希が着ることで一層見栄えが良くなったと思う。スカートの下からスッと伸びるストッキングに包まれた足に、俺はドキッとさせられた。

　あれを……はかせたのか。ますます変な気持ちになりそうだ。

「に、似合ってないかな？」

　心配そうに優希が俺の顔をのぞき込んできた。

「ばっちり似合ってる！　そうだ、今から他ほかの姉妹の部屋に遊びに行かないか？」

　優希に意識が集中するのが怖かった。妹（候補）だと頭で理解していても……あの笑顔をされたら俺は、優希の女子力にノックアウトされかねない。

「そ、それはやっぱり恥ずかしいよ兄さん！」

　顔を真っ赤にさせて、優希は両腕をぶんぶん振った。子供っぽい仕草のおかげで、優希からにじみ出た女子力オーラが少し、収まった気がする。

「まったくの見ず知らずの相手に見せるよりは、よっぽどいいと思うけど」

　もし不意打ち訪問したら……世せ霊れ音ねならどうするだろう。普段のあいつはマイペースだから、なにも変わらなさそうだ。けど、今の優ゆう希きは世せ霊れ音ねの作った服を着てるから、感動するかもしれないな。

　友とも美みはきっと驚くはずだ。いや、でも案外喜ぶかもしれない。三人でゲームしよう！　勝負だ！　なんて、なりそうな気がした。

　きっと困るのは小さ百ゆ合りだ。いきなり俺と優希がやってきたら……いったいどうなってしまうんだか。

　美み佳かはどうかな？　たぶん、大喜びだ。いきなり行っても歓迎してくれそうな気がした。とはいえ、紫むらさきさんと鉢合わせになる可能性があるので、ちょっと怖い。

「も、もし行くなら誰だれの部屋がいいかな兄さん？」

「そうだな……美佳がいいんじゃないか」

「やっぱり兄さんもそう思う？」

「やっぱりって？」

「み、美佳ちゃんはまだ女の子っていうよりは、幼女っていうか、実年齢よりも幼く見えるし、おかげでボク、美佳ちゃんには女性的なものをそれほど感じないんだよ」

「そういえば、先週末にうちに集まった時も、美佳にはあんまり緊張してなかったよな。転びそうになった美佳をとっさに助けてくれたし」

　優希はなにかと美佳の面倒をみていた。俺が他ほかの妹候補の相手をするのでいっぱいいっぱいだっただけに、優希にはずいぶん助けられたんだ。

「美佳ちゃんと今から仲良くなって、少しずつ美佳ちゃんが女の子らしくなるでしょ。ボクも美佳ちゃんの成長に合わせて、だんだん女の子に慣れていけると思うんだ。五年たったら……ボク、美佳ちゃんと結婚するよ。必ず幸せにするから」

　鼻息荒く優希は握り拳こぶしを天に向けて突き上げた。

「おいおい……」

「じょ、冗談だよ兄さん」

　今のは目が本気だった気がするぞ。

　優希が俺に向き直って、じっと見つめてきた。いつになく真剣なまなざしで。

「でも……兄さんでよかった」

　俺が首をかしげると、優希はほおを赤らめてうれしそうに笑った。誰でも魅了してしまう、あの素敵な笑顔で。

「ボクにつきあって、ここまでしてくれた兄さんは本当にいい人だ。兄さんみたいな人が兄妹きようだいにいて、本当によかったって思ったんだ」

「なんだか改まって言われるとこそばゆいな。勘弁してくれ」

「それは無理だよ。尊敬してるんだもの。ありがとう兄さん。ボクも兄さんに頼ってばかりじゃいけないよね」

「そんなこと言うなって。もっと俺に頼ってもいいんだぞ？」

「ボクよりも、もっと兄さんを頼りにしなきゃいけない、ちっちゃな妹がいるから。ボクはお姉ちゃんなんだ」

「優ゆう希き……お前……」

　優希の顔つきが少しだけ、大人びて見えた。

「でも、夜も遅いし今日はやめておこうよ。そのかわり、今度はスカートで外に出られるよう、がんばってみるね」

「いい……のか？」

「うん。いいんだ。ボクのことは心配いらないから。兄さんからもらった勇気で、女の子を攻略してみせるよ。心配無用さ」

「それを言うなら、克服だろ」

「あはは！　そうだね兄さん。そろそろ夕飯にしよっか？」

　優希は元のシャツとパンツルックに着替えると、キッチンで夕飯の支度を始めた。

　選ぶことができるのは、たった一人だけだ。優希は心配いらないって言うけど、そんな優希だからこそ俺は心配になる。

　ただ、優希が言う通りなんだ。美み佳かが一番放っておけない。順番をつけちゃいけないことなのに、俺はそれをしようとしている。みんな心配だから、全員とつながっていたい。フォローしてあげたい。けど、それって太たい子し堂どう陣じん矢やと同じ考え方なんじゃないか？

　全部を手に入れるなんて……俺には……。
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12　宿題。お手伝い。家族っていったい……。



　金曜日。朝のホームルームが終わったところで、万ま里り子こが俺の机にやってきて、いきなり妹について質問してきた。

　ドキッとしたけど、話を聞いてみると万里子の妹の千ち歳とせちゃんのことだった。二歳下の千歳ちゃんとは、小学生の時に何度も会っている。お姉ちゃん大好きっ子で、俺が声をかけるとあっという間に逃げちゃう恥ずかしがり屋さんだったっけ。

　今も仲が良いのか万里子にきくと「当然だよ。大切な妹だもん」と彼女はうれしそうにほほ笑んだ。



　放課後、俺はレジデンス太子堂に戻ると、すぐに２０１号室に向かった。

「にーちゃまこんにちは」

　玄関のドアを開くと、美佳がメープルを抱いて、ちょこんとお辞儀して待っていた。

「こんにちは美佳。メープルも元気にしてたかな？」

「うん！　メープルはね、ちょっとブルー入ってるんだって」

「何か落ち込むことでもあったのかい？」

「えっとね、えっとね、ねーちゃまたちが、けんかするのが心配なんだって」

　先週末の友とも美みと小さ百ゆ合りのことを、美み佳かなりにずっと心配してたのか。

「そ、そっか。そうだよな……あの、あがってもいいかな？」

「いらっしゃいませ、にーちゃま」

　玄関からリビングに移動して、俺はソファーに腰掛けた。

「にーちゃま約束覚えてる？」

「約束って……なんだっけ？」

「もう！　レディーとの約束を忘れるなんていけない人ね。みーちゃんは、ゲームで一等賞だったでしょ？」

「あ。そうだったな。お願いは決まったのかな？」

　美佳はうれしそうに笑顔をはじけさせながら、うなずいた。

「うん！　あのね、今日一日、みーちゃんの言うことをきいてほしいの」

「俺にできることなら、なんなりと」

「それじゃあえっとね、最初は遊びの時間です。メープルも一緒だよ？」

　美佳はメープルをスツールに座らせると、奥の部屋に引っ込んでからすぐに戻ってきた。大きなスケッチブックと、クレヨンのセットを手にしている。

「みーちゃんとお絵かきしよ！」

　美佳はクレヨンで女の子の絵を描かき始めた。なかなか上手だ。

「にーちゃまは、こっちの半分に描いてください」

「俺も描くのか？」

「課題は自由だよ」

「じゃあそうだな……メープルでも描いてみるか」

　数分後、スケッチブックに謎なぞの毛むくじゃらな物体と、美少女戦隊フルーティアのオレンジちゃんが並んでいた。

　美佳の描く絵は目が大きくて少女漫画チックだけど、俺よりもよっぽど絵心がある。

「美佳は絵がうまいんだな」

「うん！　みーちゃんクラスの友達からほめられるんだよ。あっ！　時間！」

　時計をみるなり立ち上がると、美佳は寝室からタブレットを持ってきた。

「にーちゃまが来たら、ぬきぬきできるようにタイマーしておいたの」

　きのこを育てるアプリを美佳は起動させた。二人で一緒にきのこを指でドラッグして収穫する。抜ける時の軽快な効果音が心地よい。

「にーちゃま今日もいっぱいきのこ出たね」

「出たねじゃなくて、とれたね……が、正しいかな」

　収穫を終えると、美佳は次のタイマーをセットした。

　先週となにも変わらなさそうだ。とんでもないお願いをされなくて、正直ほっとした。

「ねぇ、にーちゃま。みーちゃんね……お風ふ呂ろしてほしいの」

「お風呂？　浴槽を洗えばいいのかな？」

「そーじゃなくて、みーちゃん、にーちゃまといっしょにお風ふ呂ろに入りたいの！」

「一緒になのか？」

「そうだよ。これは絶対です」

　美み佳かの決心は固そうだ。ここは素直に従おう。俺は給湯器のパネルを操作して、お風呂を沸かした。三十分もしないうちに、浴槽にお湯がたまる。

「夕飯の前だけど、お風呂に入っちゃっていいのか？」

「うん！　今日はそういう予定です」

　美佳はきりっとした顔で言い切ると、俺の手をとって脱衣場に引っ張り込んだ。メープルをタオル台の上に載せると、美佳は両腕をばんざいさせて告げる。

「にーちゃま脱がせて！　今日はにーちゃま、なんでもしてくれるんでしょ？」

「な、なぁ……美佳は六年生なんだから、一人でお風呂に入れるだろ？」

「今日だけ！　今日だけお願いします！」

　美佳は時々敬語になる。そういう時の彼女はどことなく「お姉さん」を意識してる気がした。俺に甘えるのにお姉さんぶるのは、不思議だ。

　しぶしぶ、俺は美佳の上着を脱がせた。つるんとした肩があらわになる。

「美佳はブラしてないのか？」

「おっぱいないからいらないんだって」

「さようですか」

　美佳のぺったんこフラットお子様ボディーに、俺はほっとした。まったくなにも感じない。友とも美みや優ゆう希きにはしょっちゅうドキドキさせられるけど……って。ドキドキしちゃいけないだろ兄妹きようだいなんだし。俺はズボンの裾すそとシャツの袖そでを、巻き上げるようにめくった。美佳を浴室にいれて、シャンプーハットをかぶせて頭を洗う。

「どこかかゆいところはございませんかお嬢様？」

「にーちゃまそこ、そこもっとごしごしして……あ、あふぁ」

　俺の指が、美佳のかゆいところをダイレクトにマッサージしたようだ。

　頭をシャワーですすいで、続けて体を洗ってから美佳を湯船につからせた。

「百数えるまで入るんだぞ」

「うん！　いーち、にーい、じゅーう、ひゃーく！」

「まだ四なんですけど」

「ううー。いじわる！　よーん、ごー、ろーく、しーち……ひゃーく！」

「ずるっこはなしでお願いします」

　美佳は小さくため息混じりにつぶやいた。

「ハァ……にーちゃまもいっしょにお風呂入ったらいいのに」

「俺まで入るとお風呂のお湯がなくなっちゃうからな」

「あっ……そっか。これはみーちゃんがいたりませんでした」

　ずいぶん難しい言い回しだけど、いったい誰だれから……あっ！　紫むらさきさんの影響か。

















　美み佳かは湯船できちんと百まで数えて温まってから、お風ふ呂ろを出た。体をタオルで拭ふいてあげて、ドライヤーで髪を乾かしてから、くしで整える。

　ずっと昔に万ま里り子こに付き合わされたお人形遊びを思い出した。



　夕飯は先週と同じく宅配ピザだった。美佳は電話で注文する時に「例のやつでお願いします」と、気になる一言をつぶやいた。

　到着したピザは前回よりも、明らかに野菜が多めだ。しかもピザ生地の四分の一を占めるのが、ちびっ子が苦手とするピーマンたっぷりの「三色パプリカピザ」だった。大人でも若干引くレベルのピーマンのどっさりっぷりだ。

　赤、緑、黄色とカラフルなピザを一枚手にして、美佳は目を閉じると声をあげた。

「みーちゃん大人だからピーマン食べられます。いただきます！」

「本当に食べるのか？」

　美佳はうなずいてからピーマンピザを一口食べた。その表情がみるみる曇る。

「まずいなら無理しなくてもいいぞ」

「無理じゃないもん！　食べたらみーちゃんを、にーちゃまはほめるんだよ」

　美佳は涙目になりながらピザを口の中に押し込み、よくかまないでのみ込んだ。

「え、偉いぞ美佳」

「もっとみーちゃんをお姉さんっぽくほめて」

「ピーマンをあんなにたくさん食べられるなんて、美み佳かはお姉さんだなぁ」

「うん！　みーちゃんは見かけよりずっとお姉さんだからね！」

　どれだけ強烈なのか気になって、俺もピーマンピザを食べてみたけど……これはひどい。ピーマン好きしか得をしない味だった。なんでこんなピザを美佳は頼んだんだ？

　結局、残しておくと美佳がかわいそうなので、三色パプリカピザの残りは俺が全部食べることにした。他ほかの残ったピザをお皿に移し替えて、ふと思う。

「なあ美佳。この前のピザは冷蔵庫にいれておいたけど、いつ食べたんだ？」

「いつって、えっと……毎日だよ。無くなるまで食べるの。保存のために、ジッパーのついたビニール袋にいれて冷凍しとくの」

「そっか。明日も美佳は俺の部屋に来るだろうから、今日は最初から冷凍しとこう」

　美佳に言われたやり方にならってピザを冷凍保存した。

「にーちゃま、みーちゃんがココア作ってあげるね！　今日のはマシュマロ入りだよ。メープルはお医者さんに甘い物を控えるように言われてるから我慢してね」

　メープルの年齢設定が謎なぞすぎる。美佳はインスタントココアの粉をカップに入れて、レンジで温めた牛乳を加えてスプーンでかき混ぜると、仕上げにマシュマロを落とした。ココアのカップを二つ、おぼんにのせてリビングに持っていく。ピザを冷凍庫にしまってから、俺もリビングに戻った。

「今日の美佳はてきぱきしてるんだな」

「お手伝いだよ。そうだ！　にーちゃまの肩たたきしてあげる！　いつもおつとめ、ごくろうさまです！」

　美佳はソファーの後ろに回り込もうとした。

「肩はこってないんだけど……」

「だめ！　そんなの予定にありませんから。にーちゃま肩こってください」

　ころうとおもってこるものじゃないんだけどな。しかも予定って……。

　有無を言わさず、美佳は俺の肩をとんとんとたたき始めた。美佳の小さな手と細い腕じゃ、マッサージの効果はあまりなさそうだけど……なんだかほっとする。美佳は肩たたきをしばらく続けたあと、再び俺の前にやってきた。

「にーちゃま。みーちゃん、ちゃんとお手伝いできたかな？」

「ああ。おかげで翼が生えたみたいに肩が軽くなった。ありがとう」

　美佳はうれしそうに笑った。その笑顔のまま「一万円になります」とか、言わないでくれよ頼みます。

「どーしたのにーちゃま？　怖い顔して」

「い、いや。なんでもないよ」

　美佳には勤労意欲がある。けど、対価にお小遣いというのはいいんだろうか？　お手伝いしてもお金がもらえないのはおかしい！　みたいな子になってしまったら困る。

「あのね、みーちゃんこの前、教えてもらったの」

「誰だれになにをだい？」

「あのねあのね！　ケンタくんが言ってたんだけど、お手伝いしてもお小遣いをねだっちゃだめなんだって。してあげたいって気持ちが大切なんだって」

　俺の杞き憂ゆうは一瞬で消し飛んだ。グッジョブ！　ケンタくん！

「お、おう。偉いなケンタくんは」

「うん。だからみーちゃんも、ほしがりません」

　俺が美み佳かに一番教えたかったことは、ケンタくんにもっていかれてしまったわけだ……って、がっかりしてどうする。美佳が友達に恵まれているのは、いいことじゃないか。

　そもそも、俺は働いてお金を稼いだこともないんだし、偉そうなことを上から言える立場じゃなかったんだ。美佳と同じ目線のケンタくんの言葉だから、美佳も説得力が感じられたんだと思う。

　そんなことを考えながら、美佳といっしょにココアをゆっくり飲んだ。これからの時間は、美佳いわく「自由時間」なのだとか。好きなアニメをみたり、いっしょに折り紙をしているうちに、彼女は頭をふらふらさせ始めた。

　もう、午後八時半か。美佳はいつも九時には寝るっぽいけど、今日は三十分ほど早いな。

「そろそろ美佳はおねむなんじゃないか？　歯磨きをしてきなさい」

「うん。あのね……今日最後のお願い。にーちゃまと寝たいの」

　言い方に一瞬ドキッとさせられた。いや、本当にドキッとしたといっても、そういうことじゃなくて……って、妹候補たちと関かかわるようになってからの俺は、すっかり自分に言い訳する癖がついちまったみたいだ。

「あ、ああ。わかった」

　美佳が眠るまでそばにいてあげよう。美佳は笑顔になると、洗面所に行って歯磨きをして戻ってきた。小さな手に引かれて寝室に入る。シングルサイズのベッドに、美佳は座るとぽんぽんとマットレスをたたいた。

「にーちゃまここに寝て。メープルは今日はお休み」

　普段はメープルが美佳の隣で寝るのか。というか、そばにいてあげようと思ったけど、これだと添い寝だ。けど、構わないよな。妹（候補）なんだし。

　美佳はベッドライトを付けて、部屋の明かりを消すと壁際に少し寄って寝転がった。

「にーちゃま早く早く」

「それじゃあ失礼します」

「うん。それでね、予定通りに、みーちゃんはにーちゃまに抱っこしてもらって寝るの。寝る時はいいこいいこって、にーちゃまは頭をなでなでするんだよ？」

　俺がベッドに横たわると、美佳の方から抱きついてきた。

「わ、わかった。こんな感じかな？」

　そっと美佳の頭をなでる。美佳はコクコクうなずいた。

「はい。全部できました」

　美み佳かはむくりと起き上がった。

「寝るんじゃないのか？」

「うん。でも、これで全部できたか確認しなきゃ。にーちゃまも確認してください」

「確認って……いったいなにを？」

　美佳は立ち上がって部屋の明かりをつけると、学習机の脇わきにかけてあったランドセルから、作文用紙を取り出した。小さく深呼吸をして、作文を声に出して読み始める。

「わたしのおにいちゃん。六年一組。大おお隈くま美佳。わたしには高校生のおにいちゃんがいます。おにいちゃんは、とってもかっこよくて、やさしくて、魔法がつかえて、なんでもできます。わたしとも遊んでくれます。お絵かきをいっしょにしたり、ゲームをしたり、お風ふ呂ろにも入ります。ごはんのときに、わたしが苦手なピーマンを食べると、偉いねってほめてくれます。いつもおにいちゃんは大変そうです。だから、わたしはおにいちゃんのお手伝いをしてあげたいです。早く大人のレディーになりたいけど、今は肩たたきをしてあげるくらいしか、できません。いっしょにココアを飲んで、寝る時もいっしょにいてくれます。わたしは、そんなおにいちゃんが大好きです」

　今日の出来事が書かれている作文だ。作文にそって今日の一日があったのか。

「それってもしかして、学校の宿題なのか？」

「うん！　テーマは家族のことなんだって。先生はみーちゃんのこと、知ってるから宿題しなくてもいいって言ってたけど、みーちゃんは今だけ家族ができたから、先生には心配しないでって言ったの」

　今だけという言葉が、ずしっと重たく俺の中で響いた。けど、俺が暗い顔をしたら、美佳は「作文がダメだったのかな？」と、心配するような気がした。笑顔を心がけよう。

「作文、しっかり書けてるぞ」

「うん！　みーちゃん偉いでしょ？」

「ああ。すごく偉い。俺は美佳のことを、家族として誇りに思う」

「うん！　みーちゃんもにーちゃまは自慢のにーちゃまですから」

　美佳は作文をランドセルにしまうと、部屋の明かりを消してベッドに戻った。

「あのね、にーちゃま。みーちゃんが寝るまでそばにいてほしいな」

「もちろんだ。美佳がぐっすり眠るまでここにいるよ」

　美佳は表情を緩めると、ベッドライトを消した。部屋の中が真っ暗になって、ものの数分で美佳は寝息を立て始める。

「ＺＺＺＺｚｚｚ……うにゅう」

　美佳は寝ぼけているのか、俺の身体からだを抱き枕まくらのようにぎゅっと抱きしめると……いきなり俺の首筋にかみついてきた。といっても甘がみだ。普段はメープルがこれを受け止めているのかもしれない。美佳の髪をそっとなでながら、俺は思った。

　たった二週間だけど、俺は妹候補たちのお兄ちゃんになれたんだろうか？　








April４／20（sat）

13　変化。成長。でも、お別れ？



　昨晩、美み佳かを寝かしつけて自分の部屋に戻った俺は、眠れないまま土曜日の朝を迎えた。気づけばもう午前十時を回っている。

　ベッドでもぞもぞしていると、ドアチャイムが鳴った。妹候補たちが勝手に部屋に入ってこられるとしても、迎えに出ないのはいただけないよな。

　結論を出す時が近づいてる。今日までの出来事を思い起こしてみると、これが結構楽しかった。一人っ子だったから、妹候補ができたのに最初は戸惑ったけど……俺はうれしかったんだ。妹候補たちとの交流で、自分が未熟だってことも嫌ってほど思い知らされたし、じっちゃんとばあちゃん以外の家族が増えた喜びも、たくさん受け取った。

　俺はベッドで身体からだを起こして、玄関に向かう。

　ドアを開くと、五人がエレベーター前のフロアにずらっと並んでいた。というか、なんで全員が同じメイド服を着てるんだ？

　五人並んで俺にお辞儀をした。顔を上げると代表で友とも美みが告げる。

「にーちゃんには、たっぷりかわいがってもらったから……今日はお礼参りだ！」

「その言い方だと、俺を全員で袋だたきにしそうな勢いなんですけど」

　小さ百ゆ合りがそっと訂正した。

















「お兄様。突然ですが本日は妹メイドデーになりました」

「メイドデーって……なんだそりゃ？」

「今朝、全員の部屋の前に、化粧箱に入れられた服がおいてあったんです。きっと紫むらさきさんが手配したのでしょうね」

　一瞬、優ゆう希きがなにか言いかけて口を閉じた。彼女が言いたかった事が、俺にはなんとなくわかる。このメイド服はデザインからして「死んでない空うつ蝉せみ」ブランドに違いない。

　美み佳かがメープルを抱きながら笑顔になる。メープルまでメイド服を着せられていた。

「みてみて！　メープルは女装男子なんだって。みーちゃんとおそろいだね」

　世せ霊れ音ねに視線を向けると、彼女は目をそらした。俺が気づいたことに、世霊音も気づいたみたいだ。この反応からして、黙っていてほしそうだな。

　友とも美みが胸を張った。

「しっかしサイズがジャストフィットでびっくりだったんだぜ。胸もきつくなく、かといってぶかぶかでもない絶妙な大きさでさ。せっかくだからみんなで着替えて集合したってわけ！　にーちゃんぼーっと突っ立ってないで、早く部屋の中に入れてよ」

「あ、ああ。悪い」

　妹メイドたちはおのおの荷物を運び込んだ。友美と小さ百ゆ合りが衝突しないか心配だけど、今のところは大丈夫そうだ。

　最後に入ってきた小百合が俺をじっと見つめた。

「お兄様。お食事はお済みでしょうか？」

　妙に板に付いてるな。事前の準備と心構えさえあれば、メイドキャラすら器用にこなせてしまうあたり、なんとも小百合らしい。

「いや、まだなんだ」

「ではさっそく取りかかりますね」

　小百合はいかにもメイド長って感じだ。さっそく彼女はキッチンに食材を運び込んだ。

　俺がリビングに行くと、世霊音がお裁縫セットをテーブルに広げて待っていた。

「……服のボタンとれてない？　直すから、ズボンのチャックを全部壊しておくね」

「それじゃ本末転倒だろう」

　友美がリビングのテレビに、この前とはまた違うゲーム機をつないでいる。

「にーちゃん遊ぼうぜ！　ゲームもってきてやったぞ！」

　見た目だけのメイドさんだな。中身はいつもの友美みたいだ。

　優希がおどおどしながら俺の耳元でささやいた。

「ぼ、ボクは……えっと……そうだ。マッサージをしてあげるよ兄さん！」

「いや、マッサージは間に合ってる。昨日、美佳にしてもらったばっかりなんだ」

　美佳がソファーに座った俺の膝ひざの上に乗っかってきた。

「にーちゃま抱っこぉ！」

　誰だれから構っていいのかわからない。友美がゲーム機の接続を終えて立ち上がった。

「んじゃあ順番で行こう。ご飯ができるまで、にーちゃんはあたしとゲーム。その間、優ゆう希きは部屋のお掃除。世せ霊れ音ねには、にーちゃんの部屋でだらだらする権利を与える。小さ百ゆ合りはブランチ担当で、美み佳かはにーちゃんのゲームの応援な」

　友とも美みが仕切ると小百合がすぐに反発する……かと思いきや、そうはならなかった。

「……お兄ちゃんの部屋のクローゼット見てくる」

　世霊音がスッと立ち上がった。優希もうんとうなずく。

「掃除なら任せてよ！　そうだ洗濯もしよう。兄さんため込んでそうだしね」

「……クリーニング？」

「せ、世霊音も手伝ってくれる？」

「……うん」

「じゃじゃじゃじゃあ一緒にやろう」

　女の子が苦手だと言っていた優希の方から、世霊音を誘っていた。すごい進歩だ。

　キッチンの方で小百合が声を上げる。

「こちらはあと一時間ほどかかりそうです」

　友美がすかさず小百合に返事をした。

「オッケー。じゃあそうだな。一時間くらいでサクッと遊べるやつにしよう」

　俺の膝ひざの上に乗っかったまま、美佳が心配そうな顔をする。

「にーちゃまとねーちゃま、どっちを応援したらいいの？」

　友美が優しくほほ笑んだ。

「美佳はにーちゃんを応援するんだ。いいな！」

「う、うん！」

「それじゃあにーちゃん勝負しようぜ！　今日はレースだ！」

　友美が起動させたゲームは、対戦できるゴーカートゲームだった。

　二人プレイだと、コンピューターも交えたグランプリ形式になる。五つのレースの総合順位で競うんだけど……驚いたことに、友美は俺に接待プレイをしてくれた。

　グランプリの最終結果は、俺が一位で友美が二位だ。

「くーッ！　にーちゃんやるじゃん。いや、きっと美佳の応援があったからだな」

「にーちゃますごいね！　一等賞だよ！　ねーちゃまも二等賞だね！」

　みんないったいどうしちゃったんだ？　さっきから、困惑させられっぱなしだ。

「あ、ああ。応援してくれてありがとうな美佳」

　土曜日が平和に過ぎていく。小百合の作った食事はおいしかった。食器の片付けくらいは手伝わせてほしいのに、今日の俺はなにもさせてもらえない。

　世霊音は持参した電動式の毛玉取りで、俺の服の毛玉を全部綺き麗れいにしていった。ほつれやボタンのぐらつきがあればきちんと直して、その手先の器用さを遺憾なく発揮する。

　女の子に囲まれて震えるチワワみたいだったのが嘘うそのように、優希もあれこれ気づいたことをしてくれた。洗濯物を干したり、掃除をしてくれたり。俺が気づかないことに気がついて、ちょっとずつ改善してくれる。

　美み佳かは食器類の洗い物のお手伝いを率先してやってくれた。

　みんなの動きをうまくコントロールしていたのは友とも美みだ。不満が出ないように、入れ替えで俺と接する時間を妹全員にまんべんなく分配する。まるで戦術指揮官みたいだった。

　おかげで俺は疲れるどころか、なにも考えずに一日を過ごすことができた。

　夜は美佳に合わせて早めの就寝だ。夕食後に全員順番でお風ふ呂ろに入り、メイド服からパジャマに着替えた妹たちが、それぞれ自分の枕まくらを手にしてリビングに並ぶ。

　代表して友美が俺に訴えた。

「今日は全員で一緒に、にーちゃんと寝るぞ」

「全員一緒は無理だろ」

　小さ百ゆ合りが首を左右に振った。

「問題ありません。一番広いお部屋にあるベッドでしたら、全員のります」

　優ゆう希きがうんとうなずく。

「ちゃんとシーツは洗い替えしてベッドメイクも終わってるからバッチリだよ」

　美佳の瞳ひとみが輝いた。

「みんな一緒だと楽しいね。メープルも一緒でいい？」

　世せ霊れ音ねがコクリと首を縦に振る。

「……いいよ」

　友美が俺の腕をとってソファーから引っ張り上げた。

「じゃあ、行こっかにーちゃん！」

　俺の背中を小百合と優希が押す。これはもう……俺に拒否権はないんだろうな。

「わ、わかった。行く！　行きますから！」

　観念して、俺は一番広いベッドルームに向かった。いくら大きなベッドでも、全員がベッドの短辺にはおさまりきらなさそうだ。

「ベッドの長辺を使えば、並んで寝てもなんとかなるかな。こう、普通に縦に使うんじゃなくて、横に使ってだな……」

　俺の提案は途中で小百合に却下された。

「お兄様は真ん中で、大の字になってお休みください」

「それじゃあみんなが狭いだろ」

「狭いのではなく、密着ですから」

　小百合がそう言い切るのと同時に、友美がいきなり俺の腰にタックルをかましてきた。

「うわッ！　なにしやがる」

「いいから寝ろってにーちゃん！」

　俺をベッドに大の字にして押し倒すと、右腕を友美が枕にした。

「早いもん勝ちだぞ！」

「では、私はこちらに」

　すかさず小さ百ゆ合りが俺の左腕側に収まる。

「……足で我慢」

　右足側に世せ霊れ音ねがくっついてきた。

「じゃあ、ボクはこっちの足にするよ」

　まるで誰だれがどの部位を食べるか、分け合うような状況だ。俺はフライドチキンか！

「みーちゃんここね！」

　最後に美み佳かがメープルといっしょに、俺のおなかの上に乗っかってきた。フライドチキンというより、合体ロボの方が的確だったかもしれない。

　俺はせき払いをしつつ確認した。

「本当にこんな状態で寝るのか？」

　妹たちは一斉にうなずいた。どうやら反論は認めてくれなさそうだ。








epilogue　エピローグ



　約束の二週間が終わろうとしている。

　日曜日の朝。俺たちはリビングに紫むらさきさんを迎え入れた。

「妹は決まりましたか？　陽よう一いちさん」

　俺の背後に妹候補たちが並んでいる。五人の中の一人だけしか、選べない。

　振り返ろうとした瞬間──。

「ちょっと待った！」

　やけに明るい口ぶりで友とも美みが声を上げた。

「あのさ、にーちゃんに言いたいことがあるんだ。あ！　そのまま聞いて。なんか、顔を合わせると恥ずかしいっていうか、決意が鈍るから」

　すると、友美に続いて他ほかの妹候補たちも次々に宣言した。

「私も、お兄様にお伝えしたいことがあるんです。友美さんだけに言わせません」

「ボクもいいかな？　今、この場でしか言えないことなんだ」

「みーちゃんも、にーちゃまとねーちゃまたちに、おりいってお話しがあります」

「……順番通りなら、月曜日担当のわたしから」

　世霊音がゆっくりと呼吸を整えた。俺は確認する。

「振り返っちゃだめなのか？」

「……はい。お兄ちゃんには過去じゃなくて、未来を見ていて欲しいから」

　透き通った声で世せ霊れ音ねは続けた。

「……そばにいるとお兄ちゃんにばかり頼ってしまうので、わたしはお兄ちゃんの妹にはなれません」

　妹になりたかったんじゃないのか？　どうして急にそんなことを言い出すんだ。頼ってくれてもいいんだぞ？

　世霊音に続いて、友とも美みが笑った。

「なんだよこれじゃあ、あたしが世霊音の真ま似ねしたみたいじゃんか。えっと……にーちゃん。あたしもさ、妹になるのやめるよ。誰だれかに認めてもらうために、にーちゃんの……太たい子し堂どうの名前を利用するのって、違うって思ったんだ。それに、にーちゃんとは同学年だし……あたしってばみんなのねーちゃんなんだし」

　声は明るいけど、友美がどんな顔をしているのかは俺にはわからない。対たい峙じしている紫むらさきさんは、眉まゆ一つ動かさなかった。

　小さ百ゆ合りが小さく息を吐いてから、告げる。

「わ、私だって昨晩、お兄様と添い寝しながら心に決めていたんです。お兄様……と、お呼びできるのもこれが最後ですね。マニュアルに頼ることしかできなかった私に、お兄様は他ほかの生き方があることを教えてくださいました。与えられた運命に従うのではなく、自分で選択し、決断したんです。私は妹になることを……辞退します」

　不意に、耳元に吐息が近づいた。いきなりの接近に、背筋がびくりとなる。

「妹では恋人になれませんから」

　それは法律的にも倫理的にも常識的にもアウトだと言っただろうに。もしかして、考えた末にやっぱりそれが小百合の出した答えってことなのか!?

　小百合の耳打ちに、友美が抗議した。

「あっ！　なに内緒話してんだよ！　ずるいぞ」

「ふふふっ……なんでもないです。耳打ちしてはいけないなんてルールはありませんし」

「あ、ああああの！　ボクもいいかな？」

　友美と小百合の口論に優ゆう希きが割り込むように声を上げた。まさか、優希まで妹になるのを辞めるなんて言わないだろうな。

「女の子になる挑戦をしてみてわかったんだ。急には女の子らしくなれないって。これからは時間をかけて、自分を磨いて立派な女の子になってみせるよ。兄さんに頼らず自分の力でね。だから、まだまだ男の子っぽい今のボクは、妹には相応ふさわしくないと思うんだ」

　頼ってくれてもいいのに……俺は、優希の邪魔になるっていうのか？　いや、きっと優希は美み佳かのことを考えてるんだ。俺に美佳を選ばせようとして……。

　だから美佳だけは、そんなこと言わないよな。

「みーちゃんだけ妹になって、ねーちゃまたちがいなくなるなんて寂しいよ。だから……みんながいなくなっちゃうなら、みーちゃん妹にならなくていい！」

　一番寂しい思いをしてほしくないのに、俺の選択が美み佳かを悲しませることになるなんて……美佳を選べば、みんなバラバラになっちまうんだ。

「これは困りましたね」

　紫むらさきさんが淡々とした口調でつぶやいた。

「あ、あの……俺が兄として至らないばっかりに、こんなことになってしまったんです」

「確認のため申し上げますが……妹を決めていただかなければ、陽よう一いちさん自身も遺産の相続権を失います」

「誰だれでもいいから決めろ……みたいなことは言わないですよね？」

「妹候補の辞退は認められません。拒否権もありません。陽一さんが選んだ妹候補には、正式な妹になっていただきます」

　冷たいまなざしで紫さんは言い切った。たとえ相手が嫌がっていても、俺が選んだら妹になるのは決定なのか。

　俺はこの二週間、なにをしてきたんだ。世せ霊れ音ねを外に連れ出したい。友とも美みに協調性をもってもらいたい。小さ百ゆ合りには素直になってほしい。優ゆう希きにはもっと自信をつけてもらいたい。美佳に寂しい思いをさせたくない。

　少しでも力になりたいと思って、半端な行動をしてきた結果がこれなのか。

　俺は振り返った。

　みんな……泣いていた。俺の方まで涙が出そうだ。けど、ここで泣いたらお兄ちゃんの名が廃る。

「聞いてくれ。俺は……みんなを……」

　決められない。誰か一人だけを選ぶなんてできっこない。俺たちは家族なんだから。

　冷淡な声が、震える俺の背中に告げた。紫さんだ。

「仕方ありません。また来週うかがいます」

　その一言に、俺と妹候補たちは目を丸くさせた。

「ちょ、ちょっと紫さん！　期限は今日なんじゃ……」

「失礼いたします」

　再び振り返ると、紫さんは俺たちに背を向けて、スタスタと早足で玄関の方に歩いていってしまった。

　全身から力が抜ける。

　いったい、なにがどうなったんだ。天地がひっくり返ったような気持ちだ。

　なにも解決してないし、みんなは俺の妹にはならないというし……。

「なあにーちゃん？　どうしよっか？」

　友美の声に、俺はもう一度妹候補たちに向き直った。

「どうしようって……あ、あと一週間で決めろってことじゃないか？」

「えー！　あたしはさっき言った通り、妹にしてほしいなんて思ってないし」

　ほかの妹候補たちも、友とも美みの言葉にうんとうなずいた。

「ほ、本当にいいのか？　だって、妹になれば……」

　太たい子し堂どう家の莫ばく大だいな遺産を相続できる。人生を何度か遊んで暮らせるほどの幸せを手にできるのに。

　世せ霊れ音ねが半歩前に出た。

「……お兄ちゃんはどうしたいの？『お前には自分で道を選んで、一歩を踏み出せる足があるだろ！』って、わたしに言ってくれたよね」

　俺の言葉を、世霊音はそのまま投げ返してきた。言った人間が道を選べないなんて、説得力に欠けるどころか全壊だ。

「にーちゃんが悩んでるなら相談してよ。力になれるかわかんないけど『長男と長女で対等ってのは悪くないだろ？』ってね。幸せはみんなで共有して、困ったことは長女のあたしと半分こだ」

　友美が笑顔を作った。さっきまで泣いてたのに、無理してるのが見え見えだぞ。お前がそんな無理をしてまで、優しく気遣ってくれるなんて……。

「それともお兄様は誰だれかが決めたレールがないと不安なのですか？『人生、時にはレールから外れることだってあるかもしれない。けど、脱線したところから、新しく自分の道を作っていけばいいんじゃないかな？』と、仰おつしやってくださいましたよね」

　小さ百ゆ合りはまっすぐなまなざしで、俺を見つめた。妹を一人だけ選ぶ。それがルールだ。外れた先に道を作れるのか？　言うのは簡単だけど、実際やるのは難しい。全部、自分の言葉なんだから反論もぐうの音も出やしない。

「大変かもしれないけど『なりたい自分になれるよう努力してる。向上心のある人って、魅力的だと思うんだ』って、兄さんは言ったよね？　ボクは兄さんを応援するよ。だから前を向いて、素敵な兄さんになってくれるとうれしいな」

　優ゆう希きに応援してもらえるような価値が、俺という人間にあるんだろうか。

「お金がなくても、みーちゃんはみんなを『家族として誇りに思う』の。あのね、一人だけじゃなかったら、みーちゃん妹になるのもやぶさかではありません」

　俺は完全に追い詰められた。自分の言葉と、自分の弱さに。

　友美が一歩前に出て、俺に詰め寄った。

「にーちゃんはどうする？」

「俺には……選べないよ」

「そういうんじゃなくて、妹は欲しいの？　いらないの？」

　こんなに賑にぎやかで楽しくて、掛け替えのない妹たちを失いたくない。

「本当にあたしたちに妹になって欲しい？　あたしたちは、にーちゃんの力になりたいって思うよ？　だからさ、にーちゃんがどうしてもって言うんだったら」

　妹たちは互いにうなずきあうと、笑顔で声をそろえた。



「「「「「お前をお兄ちゃんにしてやろうか!?」」」」」

















あとがき



　はじめまして！

　すぎやまリュウです。このたび、ＭＦ文庫Ｊ様からデビューさせていただくことになりました。よろしくお願いいたします。

　私は一人っ子なので、兄弟姉妹にあこがれをもっていました。

　可愛かわいい妹や頼れる兄がいたらなぁ……という妄想が、今回のお話の出発点です。

　主人公──陽よう一いちくんは、いきなり五人も妹ができてしまって、終始、戸惑いっぱなしでした。個性的な妹たちに振り回されて、まだまだ、頼りがいのあるお兄ちゃんとは言い切れません。

　果たして、陽一くんは立派なお兄ちゃんになれるのか!?

　その鍵かぎを握るのが、五人の妹候補たちです。

　一人目は引きこもり系ダウナー少女の世せ霊れ音ねちゃん。片付けられない女の子で、引きこもりなだけに、家でごろごろするのが大好き！　これだけ書くと、すごくだめな人なのですが、実は洋服作りが得意という才能の持ち主でした。服のサイズを測るために、他の妹候補に抱きついたりする、うらやまけしからん女の子です。

　二人目はゲーマーにして勝負大好きな友達感覚少女の友とも美みちゃん。彼女は妹なのに、陽一くんと同じ高校一年生。同学年の妹という不思議な設定です。陽一くんと張り合おうとしたりもするのですが、その一方で「お兄ちゃんに甘えたい！」という気持ちも、素直に態度で示してしまいます。「構って！　遊んで！　こっち向いて！」と、まるで子犬のような女の子でした。

　三人目は優等生系マニュアル少女の小さ百ゆ合りちゃん。料理が得意でお兄ちゃんに尽くす正統派妹キャラ……と、おもいきや、自分に自信がもてず、マニュアルがないと不安で仕方なくなってしまう仮面優等生でした。運命という言葉にも弱くて、つい身をゆだねてしまいがち。陽一くんと出会って、仮面を脱ぎ捨てた「本当の自分らしさ」を探すことになったものの……さらに困った事態に陥ったような気がします。

　四人目は男の子系爽さわやか少女の優ゆう希きちゃん。妹なのに男装をしています。実は小学生の頃ころに、あるきっかけから男の子の格好をし始めたところ、もともとのかっこよさに磨きがかかって、女の子にモテモテになってしまったのだとか。妹になる前に、一人前の女の子になりたい！　そんな優希ちゃんの願いを叶かなえるために、陽一くんも女子力アップに貢献しました。

　五人目は正統派年下系少女の美み佳かちゃん。小学六年生なのですが、クラスでも背が低い方で実年齢よりさらに幼く見られがち。早く大人のレディーになって、お兄ちゃんやお姉ちゃんたちの役に立ちたいと思っている健けな気げな女の子……だけど、今のうちだけの限定的な幼い可愛さを、もっと見守っていたいと思ってしまうのが、親心ならぬ兄心。とはいえ背伸びしている姿も可愛かわいくて存在自体が反則です。

　そんな五人の個性的かつ、問題児ながらも愛らしい妹候補たちと過ごす二週間。

　お楽しみいただけたなら幸いです。

　最後に、この本が完成するまで根気強く粘ってやりとりをしてくださった、担当Ｓさま。魅力的な妹たちのイラストを描かいてくださったkakaoさま。そして、最後の一行までお付き合いいただいたみなさまに、感謝いたします。



すぎやまリュウ
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